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調査結果のまとめ 
 1. 回答者の状況 p.6  

   

 2. 住居の状況 p.19  

   ・一戸建ての家（自宅）にお住まいの方が 74.2％と最も多くなりました。 

・今の住まいに満足している方が 82.9％、満足していない方が 12.6％となりました。 

 
 3. 日常生活の状況 p.26  

   ・日中は自宅で過ごしている方が最も多く 44.2％で、前回調査よりも 12.8 ポイント増加しました。 

次いで企業や団体、自営業などで働いている方が 15.9％となりました。 

・普段の生活の中で不便なことは、身体障害者手帳を持っている方は「緊急時の避難」が、療育手帳、 

精神障害者保健福祉手帳の方は、「意思の伝達、コミュニケーション」が多くなっています。 

 4. 障害福祉サービス p.33  

   ・約３割の方が障害福祉サービスを利用しており、約６割の方が利用していないと回答しています。 

・訪問系サービスを利用している方が最も多く、困っていることではサービス利用時間・利用量の 

少なさを挙げる方が最も多くなっています。 

 5. 就労の状況 p.39  

   ・仕事をしていない方が 65.9％で最も多く、次いで企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイト 

として働いている方が 7.3％となっています。 

・仕事をしていない理由は、18 歳～64 歳では「障害や病気で、働くことができない」が多く、65 歳以上 

では「高齢であるため」が多くなっています。 

・就労を進めるにあたり必要なことは「障害者に配慮した職場、設備が整っていること」が最も多くなって 

います。 

 6. 悩み・相談 p.54  

   ・困ったことや悩みは「家族や親せき」に相談する方が 68.3％と最も多くなっています。困ったことや 

悩みの内容は「健康、医療のこと」が 36.8％で最も高く、次いで「自分の障害のこと」が 34.3％と 

なっています。 

 7. 外出・余暇活動 p.62  

   ・１週間に１～２回程度の外出をする方が最も多くなっています。何らかの形で外出に支援が必要な方は 

約半数となっています。 

・余暇活動をしなかった方は約半数となっています。 

・余暇活動で多かったのは「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」「コンサートや映画の鑑賞」です。 

余暇活動をするために「活動に関する情報」や「一緒に活動する仲間」を必要と考える方が多くいました。 

・回答者の性別はほぼ同数ですが、女性が男性をやや上回っています。 

・年齢別では 70 歳以上が約半数となりました。障害者手帳別では身体障害者手帳が最も多く、精神 

障害者保健福祉手帳、療育手帳の順となりました。 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8. 情報収集手段 p.73  

   ・情報収集は「テレビ」からが最も多く、次いで「家族」「新聞」「インターネット」からの順となっています。 

・39 歳以下の年代では、インターネットの割合が最も高くなっています。 

 9. 人権・権利擁護 p.77  

   ・およそ４人に１人が障害があることで嫌な思いをしたと回答しています。そのうち 56.2％の方が 

誰かに相談しています。相談先は「家族・親せき」が最も多く、次いで「友人・知人」となっています。 

・相談しなかった理由では「相談しても、解決できないと思ったから」が最も多くなっています。 

・障害を理由とする差別をなくすために必要なことは「学校での教育」と回答した方が最も多く、次いで 

「行政、企業などでの職員研修」となっています。 

 10. 災害等緊急時の状況 p.101  

   ・「一人で避難できる」方が 30.2％、「支援を受けながら避難できる環境にある」方が 34.3％、 

「避難できない」方が１２．８％となっています。  

・視覚障害のある方で、「避難できない」と答えた割合は 20.4％となっており、他の障害の方よりも高

くなっています。 

・災害発生時には「避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援」が必要であると最も多くの方が

回答しています。 

 11. 新型コロナウイルス感染症 p.108  

   ・新型コロナウイルス感染症流行下において、障害福祉サービスの利用が減少した方が 8.6％、特に影響

を受けていない方が 49.5％となっています。 

・困っていることは「外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した」と答えた方が 35.0％となってい

ます。 

 12. 障害のある方への取組 p.112  

   ・今後充実させて欲しいことは「医療費・介護費の負担軽減」が 24.8％と最も多く、前回調査と比較し

ても増えています。次いで「住まいで受けられる訪問サービス」と「災害時の支援」がともに 12.7％と

なっています。 

 13. 介助者・支援者（本人の家族）の状況 p.121  

   ・介助者・支援者は、「配偶者」が 25.9％と最も多く、次いで「親」が 13.8％、「子供」が 13.5％となって

います。 

・今後充実させて欲しいことは、「医療費・介護費の負担軽減」が 17.5％と最も多く、次いで「家族に対す

る支援」が 9.7％となっています。 

・悩み・心配ごとは、「将来に関すること」が 26.6％と最も多くなっています。 
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１ 調査について 

 

● 調査の目的 

本調査は、和歌山県内の障害のある方の生活実態や困りごと、障害福祉サービスに対する

ニーズに関する調査を実施することにより、「紀の国障害者プラン２０２４（仮称）」（第 6 次

和歌山県障害者計画・第 7 期和歌山県障害福祉計画・第 3 期和歌山県障害児福祉計画）

策定に向け必要な基礎データを収集し、障害者施策の一層の推進を図ることを目的として

実施しました。 

 

● 調査対象者及び抽出方法 

（1）調査対象者 : 令和 4 年 9 月 1 日現在で和歌山県内に居住する障害者手帳（身体障害

者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳）を所持している方５,６００人 
 

              内 訳 

              ・身体障害者手帳を所持している方        4,000 人 

              ・療育手帳を所持している方              800 人 

              ・精神障害者保健福祉手帳を所持している方    800 人 

  

（2）抽出方法  : 上記障害者手帳所持者毎に無作為抽出 

 

● 調査方法 

 （1）郵送による調査票の送付、回収 

      依頼状及び調査票の各ページに音声コードを記載 

      視覚障害のある方を対象とする調査票については、点字依頼状を同封 

 （2）インターネット上での回答受付 

      調査票の郵送時に、インターネット上での回答 URL 及び QR コードを記載した 

依頼状を送付 

 （3）希望者に対しては以下の調査票を送付（本調査では希望者なし） 

      点字版調査票 

      拡字版調査票 

      白黒反転版調査票 

 

● 調査期間 

  令和 4 年１０月２６日（調査票発送） ～ 令和 4 年１１月３０日 
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● 調査項目 

  調査項目については、巻末の調査票をご参照ください。  

 

● 有効回答数 

アンケートの返信は２,０３５件（回収率 36.3％）あり、これを有効回答数としました。なお、

このうち、インターネット上での回答件数は 93 件でした。 

 

２ 本書利用上の注意 

 

● 回答結果の割合「％」は、有効回答数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点第２位で

四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から一つの選択肢を選ぶ方式）

であっても合計値が１００.０％にならない場合があります。 

 

● 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の場合、有効回答数に対して

選択肢ごとの回答数の割合を示しています。そのため、合計が１００.０％を超える場合があ

ります。 

 

● 図表中において「無回答」と記載されているものは、アンケート内に回答が示されていない

ものです。 

 

● 図表中の n 値（「n=数字」と表記）は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条

件に該当する人）を表しています。 

 

● 図表中の「身体障害の種別」については、以下のように区分しています。 
 

図表中の「身体障害の種別」 障害の種類 

視覚障害 視覚障害 

聴覚・平衡機能障害 聴覚障害、平衡機能障害 

音声・言語、そしゃく機能障害 音声・言語機能障害、そしゃく機能障害 

肢体不自由 肢体不自由 

内部機能障害 
心臓機能障害、腎臓機能障害、呼吸器機能障害 

ぼうこう・直腸機能障害、小腸機能障害 

免疫機能障害、肝臓機能障害 

不明 （障害の種類不明） 
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1. 回答者の状況 
 
 

 

 
 
 

● 身体障害者手帳では 80 歳以上が、療育手帳では２０代が、精神障害者保健福祉手帳では 

５０代が最も多い。（p.10） 

● 身体障害者手帳では１級の方が 25.8％で最も多い。（p.14） 

● 療育手帳では B2 の方が 50.2％で最も多い。（p.16） 

● 精神障害者保健福祉手帳では２級の方が 44.1％で最も多い。（p.17） 

 

 

Q01. アンケート回答者 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・回答者の性別はほぼ同数ですが、女性が男性をやや上回っています。 

・年齢別では 70 歳以上が約半数となりました。障害者手帳別では身体障害者手帳が最も多

く、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の順となりました。 

71.4％の方が本人により、22.3％の方が本人の家族により回答しています。 

 図表 1-1 アンケート回答者 単純集計 

本節のポイント 

【質問文】このアンケートにお答えいただくのは、どなたですか。（１つに○） 質問文 

71.4 

22.3 

1.8 

0.2 

0.2 

4.1 

0 20 40 60 80

本人

本人の家族

福祉施設・事業所の職員

成年後見人

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）
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73.3 

50.8 

71.3 

20.3 

39.2 

22.8 

1.5 

5.0 

1.2 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者保健

福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

本人 本人の家族
福祉施設・

事業所の職員

成年後見人 0.1

その他 0.2

無回答 4.5

成年後見人 1.0

その他 0.0

無回答 4.0

成年後見人 0.3

その他 0.0

無回答 4.3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人による回答が 11.8 ポイント増加し、家族による回答が１２.1 ポイント減少しました。 

 図表 1-2 アンケート回答者 前回比較 

療育手帳を持っている方では、本人の家族が回答した割合が高くなっています。 

 図表 1-3 アンケート回答者（保有手帳の種別） クロス集計 

71.4 

22.3 

1.8 

0.2 

0.2 

4.1 

59.6

34.4

3.8

0.2

1.3

0.7

0 20 40 60 80

本人

本人の家族

福祉施設・事業所の職員

成年後見人

その他

無回答

（単位 : ％）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

… 前回調査（H29）

（n =  2854）
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47.1

50.7

0.3

1.9

（単位 : ％）

（n=2035）

男

女

回答しない
無回答

46.7 

56.1 

43.2 

50.9 

41.5 

55.6 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者保健

福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

男 女

その他 0.0

回答しない 0.4

無回答 2.0

その他 0.0

回答しない 0.0

無回答 2.3

その他 0.3

回答しない 0.0

無回答 0.9

Q 02-1. 性別 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性が 50.7％、男性が 47.1％と、女性が男性よりも 3.6 ポイント高くなっています。 

 図表 1-4 性別 単純集計 

身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方では女性が、 

療育手帳を持っている方では男性がやや多くなっています。 

 図表 1-5 性別（保有手帳の種別） クロス集計 

【質問文】あなたの性別をお答えください。（１つに○） 質問文 
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2.2 2.9 
4.2 4.4 5.0 

9.5 

12.8 

24.1 

28.3 

6.6 

0

10

20

30

（単位 : ％）

（n=2035）

2.2 
2.9 

4.2 4.4 
5.0 

9.5 

12.8 

24.1 

28.3 

6.6 

1.3

3.7
4.7

5.3

7.6

10.3

17.5

23.4

21.8

5.8

0

10

20

30

（単位 : ％）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

… 前回調査（H29）

（n =  2854）

Q 02-2. 年齢 （数値回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70 代以上の方が多く 52.4％と約半数、次いで６０代、５０代の順で多くなっています。 

70 歳以上で 7.2 ポイント増加しました。１０歳未満を除き他の年代は減少しました。 

 図表 1-7 年齢 前回比較 

 図表 1-6 年齢 単純集計 

52.4％ 

52.4％ 45.2％ 

【質問文】あなたの年齢をお答えください。（数字を記入） 質問文 
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0.7 1.1 1.6 2.0 2.9 

8.4 

14.1 

28.3 

33.9 

7.0 

11.6
13.3

20.3

12.6

8.0
9.0

5.0

7.0

5.0

8.3

2.2

5.2 4.9

12.0

17.0

22.5

11.7 12.7

6.2 5.6

0

10

20

30

40

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者手帳では８０歳以上が、療育手帳では２０代が、 

精神障害者保健福祉手帳では５０代が最も多くなっています。 

 図表 1-8 年齢（保有手帳の種別） クロス集計 
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36.0 

6.2 

9.6 

8.8 

6.1 

8.1 

13.9 

8.6 

2.7 

0 10 20 30 40

和歌山市

海南市・海草郡

岩出市・紀の川市

橋本市・伊都郡

有田市・有田郡

御坊市・日高郡

田辺市・西牟婁郡

新宮市・東牟婁郡

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

37.6 

6.2 

10.2 
8.8 

6.3 
7.9 

14.0 

8.8 

0.2 

33.6

7.0
10.3

10.3
6.3

8.6 15.0

8.3

0.7

39.8

6.2

11.1
9.3

4.3 5.6

14.5

9.3

0.0
0

10

20

30

40

50

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 03. 居住地域 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山市在住の方が３６％と最も多く、次いで田辺市・西牟婁地域となっています。 

 図表 1-9 居住地域 単純集計 

保有手帳種別による大きな違いは見られませんでした。 

 図表 1-10 居住地域（保有手帳の種別） クロス集計 

【質問文】お住まいの地域はどこですか。（１つに○） 質問文 
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7.0 6.1 5.7 5.4 

8.7 

13.1 

22.7 

28.3 

2.9 

0

10

20

30

（単位 : ％）

（n=1970）

79.2 

14.8 

15.9 

3.8 

1.2 

2.5 

0.7 

3.1 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

発達障害と診断

高次脳機能障害と診断

指定難病・小児慢性特定疾病受給者証

障害者総合支援法の対象の難病と診断

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 04. 障害者手帳の種別等 （複数回答） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
Q 05. 障害者手帳の取得時期 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳を持っている方が最も多く 79.2％、 

次いで精神障害者保健福祉手帳１５．９％、療育手帳１４.8％となっています。 

 図表 1-11 障害者手帳の種別・障害の診断等 単純集計 

60 歳以上で取得された方が 51.0％で約半数となっています。 

 図表 1-12 障害者手帳の取得時期 単純集計 

51.0％ 

【質問文】あなたがお持ちの障害者手帳や障害の診断などについておたずねします。 

（あてはまるもの全てに○）

質問文 

【質問文】あなたがお持ちの障害者手帳や障害の診断などについておたずねします。（１つに○） 質問文 
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身体障害者手帳
（n=1611）

療育手帳
（n=301）

精神障害者
保健福祉手帳
（n=324）

0歳～9歳 4.7 29.9 6.5

10歳～19歳 2.8 26.9 9.3

20歳～29歳 3.2 8.3 18.2

30歳～39歳 4.0 4.0 16.0

40歳～49歳 7.8 6.3 18.2

50歳～59歳 14.6 5.6 13.0

60歳～69歳 26.8 5.6 8.3

70歳以上 34.5 5.6 5.9

無回答 1.8 7.6 4.6

視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害
（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

0歳～9歳 8.7 6.6 18.2

10歳～19歳 7.8 3.0 9.1

20歳～29歳 1.9 4.0 7.6

30歳～39歳 4.9 3.5 4.5

40歳～49歳 8.7 8.1 9.1

50歳～59歳 12.6 11.1 12.1

60歳～69歳 19.4 20.7 27.3

70歳以上 32.0 40.9 12.1

無回答 3.9 2.0 0.0

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

0歳～9歳 6.0 2.7 3.6

10歳～19歳 2.1 1.3 3.6

20歳～29歳 3.5 2.7 5.0

30歳～39歳 5.3 2.3 7.9

40歳～49歳 7.5 5.7 15.0

50歳～59歳 15.7 14.1 17.9

60歳～69歳 26.7 31.2 19.3

70歳以上 31.9 39.0 22.1

無回答 1.4 1.0 5.7

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

1 2 3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

身体障害者手帳では 70 歳以上が、療育手帳では 10 歳未満が、 

精神障害者保健福祉手帳では 20 代と 40 代が最も多くなっています。 

 図表 1-13 障害者手帳の取得時期（保有手帳の種別・身体障害の種別） クロス集計 

保
有
手
帳
の
種
別 
身
体
障
害
の
種
別 
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25.8 

16.1 

14.5 

23.7 

9.1 

6.5 

4.3 

0 10 20 30 40

1級

2級

3級

4級

5級

6級

無回答

（単位 : ％）

（n=1611）

視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害

（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

1級 33.0 10.6 25.8

2級 30.1 18.7 28.8

3級 6.8 14.6 18.2

4級 7.8 15.7 12.1

5級 15.5 8.1 1.5

6級 1.9 29.3 0.0

無回答 4.9 3.0 13.6

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

1級 15.3 51.4 10.0

2級 19.7 5.9 27.1

3級 13.2 15.6 17.9

4級 27.8 22.5 20.0

5級 15.0 0.6 8.6

6級 5.6 1.0 2.1

無回答 3.5 3.0 14.3

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

Q 06-1. 身体障害者手帳の等級（単一回答） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

身体障害者手帳１級の方が最も多く 25.8％、次いで 4 級の方が 23.7％となっています。 

 図表 1-14 身体障害者手帳の等級 単純集計 

身体障害者手帳１級の割合が高いのは、内部機能障害、視覚障害、 

音声・言語・そしゃく機能障害の順となっています。 

 図表 1-15 身体障害者手帳の等級（身体障害の種別） クロス集計 

身
体
障
害
の
種
別 

【質問文】総合の等級をお答えください。（１つに○） 質問文 
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6.4 

9.6 

3.0 

3.8 

0.7 

44.7 

17.5 

8.6 

1.9 

4.5 

0.2 

0.8 

0.7 

8.7 

0 20 40 60

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声・言語機能障害

そしゃく機能障害

肢体不自由

心臓機能障害

腎臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう・直腸機能障害

小腸機能障害

免疫機能障害

肝臓機能障害

無回答

（単位 : ％）

（n=1611）

Q 06-2. 身体障害者手帳の障害種別（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害種別では肢体不自由が最も多く 44.7％、次いで心臓機能障害 17.5％、 

聴覚障害 9.6％、腎臓機能障害 8.6％の順となっています。 

 図表 1-16 身体障害者手帳の障害種別 単純集計 

【質問文】障害の種類をお答えください。（あてはまるもの全てに○） 質問文 
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15.3 

13.6 

15.6 

50.2 

5.3 

0 20 40 60

A1

A2

B1

B2

無回答

（単位 : ％）

（n=301）

15.3 

13.6 

15.6 

50.2 

5.3 

18.5

18.8

21.4

36.0

5.3

0 20 40 60

A1

A2

B1

B2

無回答

（単位 : ％）

… 今回調査（R4）

（n = 301）

… 前回調査（H29）

（n =  453）

Q 07. 療育手帳の区分 （単一回答） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

療育手帳では B2 の方が 50.2％と約半数、次いで B１の方が 15.６％、 

A1 の方が 15.3％、A2 の方が 13.6％となっています。 

 図表 1-17 療育手帳の区分 単純集計 

B2 の方が 14.2 ポイント増加し、A1、A2、B1 の方が減少しています。 

 図表 1-18 療育手帳の区分 前回比較 

【質問文】療育手帳をお持ちの方におたずねします。障害の程度を答えください。（１つに○） 質問文 
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12.0 

44.1 

41.4 

2.5 

0 20 40 60

1級

2級

3級

無回答

（単位 : ％）

（n=324）

18歳未満
（n=60）

18～39歳
（n=114）

40～64歳
（n=60）

A1 8.3 6.1 13.3

A2 13.3 10.5 18.3

B1 15.0 11.4 23.3

B2 58.3 68.4 35.0

無回答 5.0 3.5 10.0

65～74歳
（n=17）

75歳以上
（n=25）

A1 35.3 52.0

A2 11.8 12.0

B1 23.5 12.0

B2 23.5 20.0

無回答 5.9 4.0

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 08. 精神障害者保健福祉手帳の等級 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳では２級の方が 44.1％と最も多く、 

次いで３級の方が 41.4％、１級の方が１２.0％の順となっています。 

 図表 1-20 精神障害者保健福祉手帳の等級 単純集計 

若年者層で B２の方の割合が高く、高齢者層で A1 の方の割合が高くなっています。 

 図表 1-19 療育手帳の区分（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方におたずねします。等級は次のうちどれですか。 

（１つに○） 

質問文 
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12.0 

44.1 

41.4 

2.5 

8.2

52.1

35.6

4.1

0 20 40 60

1級

2級

3級

無回答

（単位 : ％）

… 今回調査（R4）

（n = 324）

… 前回調査（H29）

（n =  388）

18歳未満
（n=18）

18～39歳
（n=61）

40～64歳
（n=149）

1級 0.0 3.3 7.4

2級 0.0 44.3 51.0

3級 100.0 50.8 38.9

無回答 0.0 1.6 2.7

65～74歳
（n=47）

75歳以上
（n=31）

1級 34.0 25.8

2級 42.6 41.9

3級 21.3 29.0

無回答 2.1 3.2

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳３級の方は 18 歳未満で割合が特に高く、 

１級の方は高齢者層ほど割合が高くなっています。 

 図表 1-22 精神障害者保健福祉手帳の等級（年齢別） クロス集計 

２級の方が８ポイント減少し、１級、３級の方は増加しています。 

 図表 1-21 精神障害者保健福祉手帳の等級 前回比較 

年
齢
別 
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74.2 

14.0 

2.1 

1.1 

3.8 

0.6 

1.2 

2.9 

0 20 40 60 80 100

一戸建ての家（自宅）

マンション・アパートなどの集合住宅

（自宅）

グループホーム

障害者（児）が入所する施設

高齢者が入所する施設

（特別養護老人ホーム等）

精神科病院に

1年以上にわたって入院中

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

2. 住居の状況 
 
 

 
 
 

● 身体障害者手帳を持っている方は配偶者との同居が多く、療育手帳、精神障害者保健 

福祉手帳の方は親との同居が多くなっている。（p.21） 

● 今、住んでいる場所で将来も暮らしたい方は８割弱、別の場所で暮らしたい方は２割弱 

となっている。（p.23） 

 

Q 09. 住居種別 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一戸建ての家（自宅）にお住まいの方が 74.2％と最も多く、 

次いで集合住宅（自宅）の方が 14.0％となっています。 

 

 図表 2-1 住居種別 単純集計 

・一戸建ての家（自宅）にお住まいの方が 74.2％と最も多くなりました。 

・今の住まいに満足している方が 82.9％、満足していない方が 12.6％となりました。 

本節のポイント 

あなたのお住まいは、次のうちどれですか。（１つに○） 質問文 
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20.9 

46.6 

23.8 

9.1 

1.9 
4.3 

1.4 

18.7 

3.2 

0

10

20

30

40

50
（n=1794）

（単位 : ％）

78.2 

13.2 

1.0 

1.0 

4.3 

0.4 

1.4 

0.6 

63.5

19.3

8.6

4.0

2.0

0.3

1.7

0.7

65.7

22.2

3.1

0.3

2.5

3.7

1.9

0.6

0 20 40 60 80 100

一戸建ての家（自宅）

マンション・アパートなどの集合住宅

（自宅）

グループホーム

障害者（児）が入所する施設

高齢者が入所する施設

（特別養護老人ホーム等）

精神科病院に

1年以上にわたって入院中

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 10. 同居家族 （複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳を持っている方は、やや一戸建ての割合が高く、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方は

ややマンションなどの集合住宅の割合が高くなっています。 

 図表 2-2 住居種別（保有手帳の種別） クロス集計 

自宅において、配偶者とお住まいの方は 46.6％、子供とは 23.8％、 

親とは 20.9％となっています。また、ひとり暮らしの方が 18.7％となっています。 

 図表 2-3 同居家族 単純集計 

Ｑ９で「１．一戸建ての家（自宅）」または「２．マンション、アパートなどの集合 

宅（自宅）」と回答された方におたずねします。同居しているご家族についてお答えください。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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51.9

31.0

7.7

4.9
4.5

（単位 : ％）

（n=2035）
満足している

どちらかといえば

満足している

どちらかといえば

満足していない

満足していない

無回答

11.5 

53.1 

26.6 

4.1 
0.8 

5.2 
1.3 

20.0 

3.5 

67.1

10.0
6.0

36.9

8.8

0.4
2.8

11.6

1.6

46.3

27.7

16.1
18.2

3.2
1.1

3.2

18.6

1.1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 249）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 285）

… 身体障害者手帳

（n = 1472）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 11. 住まいへの満足度 （単一回答） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳を持っている方は配偶者との同居が多く、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方は親との同居が多くなっています。 

 図表 2-4 同居家族（保有手帳の種別） クロス集計 

82.9％の方が「満足している」「どちらかといえば満足している」と回答しており、 

12.6％の方が「満足していない」「どちらかといえば満足していない」と回答しています。 

 図表 2-5 住まいへの満足度 単純集計 

あなたは今、住んでいるところに満足していますか。（１つに○） 

なお、「３．どちらかといえば満足していない」「４．満足していない」に当てはまる場合、そ

の理由も教えてください。 

質問文 
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15.3 

23.5 

11.5 

5.5 

4.4 

4.4 

3.8 

2.7 

14.2 

14.8 

0 10 20 30

住環境が悪い（交通の便を除く）

交通の便が悪い

非バリアフリー

家が老朽化

経済的な理由

災害時に危険

家族関係が悪い

孤独

家に帰りたい・自由がない

設備に不満・狭い・賃貸がいや

その他

（単位 : ％）

（n=183）

53.5 

56.1 

51.5 

32.2 

26.2 

27.5 

7.7 

6.3 

11.1 

4.5 

7.3 

8.3 

2.2 

4.0 

1.5 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者

保健福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

満足している

どちらかといえば

満足している

どちらかといえば

満足していない
無回答

満足していない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせた割合は、身体障害者手帳を持ってい

る方が最も高くなっています。 

「満足していない」「どちらかといえば満足していない」を合わせた割合は、精神障害者保健福祉手

帳の方が最も高くなっています。 

 図表 2-6 住まいへの満足度（保有手帳の種別） クロス集計 

不満の理由としては、交通の便の悪さが 23.5％と最も多く、 

次いで住環境の悪さ（交通の便を除く）となっています。 

 （参考図表） 今の住まいに満足していない理由 単純集計 
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78.3

18.6

3.1

（単位 : ％）

（n=2035）

今、住んでいる場所で

暮らしたい

今とは別の場所で

暮らしたい

無回答

81.1 

63.8 

66.7 

16.1 

30.6 

29.9 

2.7 

5.6 

3.4 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者

保健福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

今、住んでいる場所で

暮らしたい

今とは別の場所で

暮らしたい
無回答

Q 12. 将来どのように暮らしたいか （単一回答） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、住んでいる場所で将来も暮らしたい方が 78.3％、 

別の場所で暮らしたい方が 18.6％となっています。 

 図表 2-7 将来どのように暮らしたいか 単純集計 

あなたは将来、どのように暮らしたいと思いますか。（1つに○） 質問文 

 図表 2-8 将来どのように暮らしたいか クロス集計 

身体障害者手帳を持っている方は、「今、住んでいる場所で暮らしたい」が 81.1％となっており、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方よりも割合が高くなっています。 
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9.2 

3.2 

4.2 

25.9 

20.8 

15.3 

17.2 

4.2 

0 10 20 30

グループホーム

障害者（児）の入所施設

障害者（児）の入所施設以外の施設

（高齢者施設など）

家族と一緒に暮らしたい

ひとりで暮らしたい

その他

わからない

無回答

（単位 : ％）

（n=379）

Q 13. 将来暮らしたい場所 （単一回答） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9％の方が将来、「家族と一緒に暮らしたい」と回答し、 

20.8％の方が将来、「ひとりで暮らしたい」と回答しています。 

 図表 2-9 将来暮らしたい場所 単純集計 

一つ前のＱ12 で「２．今とは別の場所で暮らしたい」と回答された方におたずねしま

す。具体的にどのような場所で暮らしたいと思いますか。（１つに○） 

質問文 
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9.2 

3.5 

5.8 

25.4 

16.2 

18.1 

17.3 

4.6 

13.0

7.6

2.2

25.0

27.2

4.3

16.3

4.3

10.3

2.1

2.1

30.9

24.7

11.3

17.5

1.0

0 20 40 60

グループホーム

障害者（児）の入所施設

障害者（児）の入所施設以外の施設

（高齢者施設など）

家族と一緒に暮らしたい

ひとりで暮らしたい

その他

わからない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 92）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 97）

… 身体障害者手帳

（n = 260）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとりで暮らしたいと考える方は、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方で 

割合が高く、身体障害者手帳の方で割合が低くなっています。 

 図表 2-10 将来暮らしたい場所（保有手帳の種別） クロス集計 
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３. 日常生活の状況 
 
 

 
 
 

 

 

 

● 自宅で過ごしている方の割合は、身体障害者手帳、次いで精神障害者保健福祉手帳を持っている方で

特に高くなっている。（p.29） 

● 生活を主に介助・支援しているのは「配偶者」が 30.6％で最も多く、次いで「子供」が 20.9％となって

いる。（p.31） 

● 日中の過ごし方について「どちらかといえば満足している」が 47.5％で最も多く、次いで「満足し 

ている」が 33.8％となっている。（p.32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日中は自宅で過ごしている方が最も多く 44.2％で、前回調査よりも 12.8 ポイント増加しま

した。次いで企業や団体、自営業などで働いている方が 15.9％となっています。 

 

・普段の生活の中で不便なことは、身体障害者手帳を持っている方は「緊急時の避難」が、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳の方は、「意思の伝達、コミュニケーション」が多くなっています。 

本節のポイント 
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15.9 

8.0 

5.7 

6.9 

1.7 

0.2 

1.1 

0.8 

0.8 

0.1 

1.3 

44.2 

7.0 

0.6 

5.6 

0 10 20 30 40 50

企業や団体、自営業などで働いている

自宅で家事、育児、介護などを行っている

通所施設などで就労している

（就労継続支援A型・B型も含む）

通所施設などを利用している

（介護、障害のサービスを受けている）

病院のデイケアなどを利用している

大学、専門学校、職業訓練校などに

通っている

特別支援学校（小、中、高等部）に

通っている

小中学校、高校に通っている

小中学校の特別支援学級に通っている

高校に通い、通級による指導を受けてい

る

保育所、幼稚園、児童発達支援センター

（事業所）などに通っている

自宅で過ごしている

入所している施設、病院などで

過ごしている

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 14. 日中の過ごし方 （単一回答） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅で過ごしている方が４４．2％で最も多くなっています。 

次いで、企業や団体、自営業などで働いている方が 15.9％、自宅で家事、育児、介護などを 

行っている方が 8.0％となっています。 

 図表 3-1 日中の過ごし方 単純集計 

日中（昼間）の過ごし方についておたずねします。あなたは平日の日中、主にどのよう

にお過ごしですか。（１つに○） 

なお、「12. 自宅で過ごしている」に当てはまる場合、何をして過ごすことが多いか、教えてくだ

さい。 

質問文 

自宅での過ごし方に関する主な記載内容としては 

「テレビを見る」「家事をする」「自宅周辺の散歩」「読

書」「家庭菜園」等が多く見られました。 
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15.9 

8.0 

5.7 

6.9 

1.7 

0.2 

1.1 

0.8 

0.8 

0.1 

1.3 

44.2 

7.0 

0.6 

5.6 

17.3

11.1

7.8

10.6

3.0

0.1

2.6

0.1

1.2

0.7

31.4

7.1

2.1

4.8

0 10 20 30 40 50

企業や団体、自営業などで働いている

自宅で家事、育児、介護などを行っている

通所施設などで就労している

（就労継続支援A型・B型も含む）

通所施設などを利用している

（介護、障害のサービスを受けている）

病院のデイケアなどを利用している

大学、専門学校、職業訓練校などに

通っている

特別支援学校（小、中、高等部）に

通っている

小中学校、高校に通っている

小中学校の特別支援学級に通っている

高校に通い、通級による指導を受けている

保育所、幼稚園、児童発達支援センター

（事業所）などに通っている

自宅で過ごしている

入所している施設、病院などで

過ごしている

その他

無回答

（単位 : ％）

… 前回調査（H29）

（n = 2854）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅で過ごしている方が 12.8 ポイント、小中学校・高校に通っている方が 0.7 ポイント、 

保育所、幼稚園、児童発達支援センターなどに通っている方が 0.6 ポイント増加しました。 

他はほぼすべての項目で減少しています。 

 図表 3-2 日中の過ごし方 前回比較 

（注）前回調査[H29]における「企業や団体、自営業などで働いている」は、「企業などで正職   

    員として働いている」「企業や団体などでパート・アルバイト、契約社員などとして働いて   

     いる」「自営業、家業の手伝いなどで働いている」との回答を合算して、回答割合を算出しました。 

（前回調査では選択肢なし） 
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15.3 

7.9 

2.9 

7.0 

1.7 

0.1 

0.5 

0.4 

0.2 

0.0 

0.3 

49.8 

7.3 

0.7 

5.6 

17.3

3.3

19.3

9.6

0.7

1.0

6.6

2.3

3.0

0.3

8.0

16.6

5.6

0.3

6.0

14.2

11.1

14.5

5.9

2.8

0.3

0.9

1.9

2.2

0.0

0.6

32.1

7.1

0.3

6.2

0 10 20 30 40 50 60

企業や団体、自営業などで働いている

自宅で家事、育児、介護などを行っている

通所施設などで就労している

（就労継続支援A型・B型も含む）

通所施設などを利用している

（介護、障害のサービスを受けている）

病院のデイケアなどを利用している

大学、専門学校、職業訓練校などに

通っている

特別支援学校（小、中、高等部）に

通っている

小中学校、高校に通っている

小中学校の特別支援学級に通っている

高校に通い、通級による指導を受けている

保育所、幼稚園、児童発達支援センター（事

業所）などに通っている

自宅で過ごしている

入所している施設、病院などで

過ごしている

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅で過ごしている方の割合は、身体障害者手帳、次いで精神障害者保健福祉手帳を持っている方

で特に高くなっています。通所施設などで就労している割合は、療育手帳、次いで精神障害者保健

福祉手帳を持っている方で高くなっています。 

 図表 3-3 日中の過ごし方（保有手帳の種別） クロス集計 
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11.7 

18.5 

12.8 
10.2 

18.6 

6.5 

11.4 

15.3 
16.1 

22.8 

4.8 

37.0 

5.6 
13.3

14.0
13.0

4.3

16.9

23.9

36.5

17.9

23.3

17.6

5.6

29.2

5.6

17.0
18.5 19.1

5.9

18.8
21.0

30.6

19.1

28.7

18.8

6.2

27.5

4.0

0

10

20

30

40

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 15. 普段の生活で不便なこと （複数回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.3 

17.5 

13.3 

8.8 

19.1 

9.7 

16.0 15.8 
18.2 

21.5 

5.5 

35.6 

5.2 

0

10

20

30

40
（n=2035）

（単位 : ％）

「特に困っていない」が 35.6％、次いで「緊急時の避難」が 21.5％、「買い物」が 19.1％、 

「役所などでの手続き」が 18.2％、「入浴・トイレ」が 17.5％の順となっています。 

「特に困っていない」を除けば、身体障害者手帳を持っている方は「緊急時の避難」が、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方では「意思の伝達、コミュニケーション」が、最も多く 

なっています。 

 図表 3-5 普段の生活の中で不便なこと クロス集計 

 図表 3-4 普段の生活の中で不便なこと 単純集計 

あなたは普段の生活の中で、困っていることや不安に思っていることはありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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16.3 

2.1 

30.6 

20.9 

7.2 

3.2 
1.7 

0.2 

20.7 

3.9 
2.5 

18.3 

4.7 

0

10

20

30

40
（n=2035）

（単位 : ％）

7.7 

0.6 

35.3 

24.5 

5.2 
3.4 

1.8 
0.2 

18.2 

3.7 2.7 

20.9 

5.1 

56.1

10.0

7.0

2.7
13.0

2.0

1.3 0.3

31.9

2.7
2.7

8.3

3.7

39.2

3.4

21.6

6.2

13.9

5.2

1.2 0.9

27.5

9.6

1.5

10.2

3.4

0

10

20

30

40

50

60

（単位 : ％）
… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 16. 生活を主に介助・支援しているのは誰か （最大 3 つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に介助・支援しているのは「配偶者」が 30.6％で最も多く、次いで「子供」が 20.9％、 

「福祉サービスの職員」が 20.7％、「必要ない」が 18.3％、「親」が 16.3％の順となっています。 

 図表 3-6 生活を主に介助・支援しているのは誰か 単純集計 

身体障害者手帳を持っている方では「配偶者」が、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方では「親」が最も多くなっています。 

 図表 3-7 生活を主に介助・支援しているのは誰か（保有手帳の種別） クロス集計 

あなたの生活を主に介助・支援しているのは誰ですか。（最大３つまで○） 質問文 
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33.8

47.5

9.4

5.0
4.4

（単位 : ％）

（n=2035）

無回答

満足している

どちらかといえば

満足している

どちらかといえば

満足していない

満足していない

33.8 

43.2 

29.3 

48.9 

36.5 

43.8 

8.7 

7.3 

13.0 

4.7 

5.6 

10.8 

3.8 

7.3 

3.1 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者

保健福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

満足している
どちらかといえば

満足している
どちらかといえば

満足していない
無回答

満足して

いない

Q 17. 日中の過ごし方に満足しているか （単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.3％の方が「満足している」「どちらかといえば満足している」と回答しており、 

14.4％の方が「どちらかといえば満足していない」「満足していない」と回答しています。 

 図表 3-8 日中の過ごし方に満足しているか 単純集計 

「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせた割合が最も高かったのは身体障害者

手帳を持っている方で、「満足していない」「どちらかといえば満足していない」を合わせた割合が最

も高かったのは精神障害者保健福祉手帳を持っている方となっています。 

 図表 3-9 日中の過ごし方に満足しているか（保有手帳別） クロス集計 

あなたは日中の過ごし方について、満足していますか。（１つに○） 

なお、「３．どちらかといえば満足していない」「４．満足していない」に当てはまる場合、その

理由も教えてください。 

質問文 
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4. 障害福祉サービス 
 
 

 
 
 

 

 

 

● 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方では訪問系サービスを利用する方が多く、

療育手帳を持っている方では、就労継続支援 B 型を利用する方が多い。 （p.36） 

● 「特に困っていない」を除けば、身体障害者手帳を持っている方では「サービス利用料の負担が大きい」

が、療育手帳を持っている方では「利用できる事業所が少ない」が、精神障害者保健福祉手帳を持って

いる方では「利用時間・利用量が足りない」が最も多くなっている。（p.38） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・約３割の方が障害福祉サービスを利用しており、約６割の方が利用していないと回答していま

す。 

・訪問系サービスを利用している方が最も多く、困っていることではサービス利用時間・利用量

の少なさを挙げる方が最も多くなっています。 

本節のポイント 



調査結果（4. 障害福祉サービス） 

34 
 

31.4

59.2

9.4

（単位 : ％）

（n=2035）

利用している

利用していない

無回答

27.5 

56.1 

43.5 

63.0 

37.5 

46.0 

9.5 

6.3 

10.5 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者

保健福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

利用している 利用していない 無回答

Q 18. 障害福祉サービス利用の有無 （単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約３割の方が障害福祉サービスを利用しており、約６割の方が利用していないと回答しています。 

 図表 4-1 障害福祉サービス利用の有無 単純集計 

障害福祉サービスを利用している割合は、療育手帳を持っている方が最も高く 56.1％、 

次いで、精神障害者保健福祉手帳、身体障害者手帳を持っている方の順となっています。 

 図表 4-2 障害福祉サービス利用の有無（保有手帳別） クロス集計 

あなたは現在、障害福祉サービスを利用していますか。（1 つに○） 質問文 
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29.9 

15.0 

3.3 

6.1 

8.3 

8.0 

2.8 

11.6 

1.7 

1.1 

6.1 

5.2 

1.9 

4.1 

0.8 

8.5 

0.9 

0.0 

0.2 

0.6 

7.5 

7.2 

0 10 20 30 40

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護・

行動援護・同行援護）

生活介護

療養介護

短期入所（ショートステイ）

施設入所支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

特定相談支援（計画相談支援・障害児相談支援）

一般相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

居宅訪問型児童発達支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=638）

Q 19-1. 利用している障害福祉サービスは何か （複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問系サービスが 29.9％で最も多く、次いで生活介護が 15.0％、 

就労継続支援 B 型が 11.6％、放課後等デイサービスが 8.5％となっています。 

 図表 4-3 利用している障害福祉サービスは何か 単純集計 

一つ前のＱ18 で「１．利用している」とお答えいただいた方におたずねします。 

（１）現在、利用している障害福祉サービスは何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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35.7 

15.8 

4.3 

7.7 

9.9 

10.2 

2.0 

6.5 

0.5 

0.0 

3.6 

3.4 

2.3 

1.8 

0.2 

6.5 

0.7 

0.0 

0.2 

0.9 

9.3 

7.9 

17.2

17.2

2.4

7.7

7.1

3.0

4.1

20.1

2.4

3.6

13.0

9.5

0.0

13.6

1.8

18.3

1.8

0.0

0.0

1.2

3.6

2.4

30.5

16.3

2.1

5.0

2.8

2.8

6.4

22.0

4.3

0.7

7.1

9.2

3.5

1.4

1.4

9.2

2.1

0.0

0.0

1.4

6.4

7.1

0 10 20 30 40 50

訪問系サービス（居宅介護・重度訪問介護・

行動援護・同行援護）

生活介護

療養介護

短期入所（ショートステイ）

施設入所支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

就労移行支援

共同生活援助（グループホーム）

特定相談支援（計画相談支援・障害児相談支援）

一般相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

居宅訪問型児童発達支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 169）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 141）

… 身体障害者手帳

（n = 443）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方では訪問系サービスが最も多くなっ

ています。療育手帳の方では、就労継続支援 B 型が最も多くなっています。 

 図表 4-4 利用している障害福祉サービスは何か（保有手帳の種別） クロス集計 
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13.6 

12.4 

9.1 

6.9 

7.2 

8.0 

13.3 

5.2 

44.2 

13.5 

0 10 20 30 40 50

利用時間・利用量が足りない

利用できる事業所が少ない

ヘルパーや支援員の知識や技量などが不十分

サービス内容や利用料などに関する

制度・手続きがわかりにくい

障害の状態に応じたサービスが提供されない

通所にかかる時間や費用などの負担が大きい

サービス利用料の負担が大きい

その他

特に困っていない

無回答

（単位 : ％）

（n=638）

Q 19-2. 障害福祉サービスの利用で困っていること （複数回答） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特に困っていない」が 44.2％、「利用時間・利用量が足りない」が 13.6％、「サービス利用料の負

担が大きい」が１３．３％、「利用できる事業所が少ない」が 12.4％の順となっています。 

 図表 4-5 障害福祉サービスの利用で困っていること 単純集計 

一つ前のＱ18 で「１．利用している」とお答えいただいた方におたずねします。 

（２）現在、障害福祉サービスを利用するにあたり、困っていることはありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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14.0 

10.2 

7.2 

6.5 

7.4 

7.0 

15.3 

4.3 

43.1 

15.6 

13.0

23.1

13.0

6.5

7.1

7.1

7.1

8.9

45.6

8.9

14.9

13.5

14.2

7.1

10.6

10.6

12.1

5.7

43.3

10.6

0 10 20 30 40 50

利用時間・利用量が足りない

利用できる事業所が少ない

ヘルパーや支援員の知識や技量などが不十分

サービス内容や利用料などに関する

制度・手続きがわかりにくい

障害の状態に応じたサービスが提供されない

通所にかかる時間や費用などの負担が大きい

サービス利用料の負担が大きい

その他

特に困っていない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 169）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 141）

… 身体障害者手帳

（n = 443）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特に困っていない」を除けば、身体障害者手帳を持っている方では「サービス利用料の負担が大き

い」が、療育手帳の方では「利用できる事業所が少ない」が、精神障害者保健福祉手帳の方では「利

用時間・利用量が足りない」が最も多くなっています。 

 図表 4-6 障害福祉サービスの利用で困っていること（保有手帳の種別） クロス集計 
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5. 就労の状況 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

● １か月あたりの収入（給料や工賃など）は１０万円以上 20 万円未満が最も多く 21.2％、次いで５万円

以上１０万円未満が 20.0％となっている。（p.42） 

● 仕事で困っていることは、「人づきあいが難しい」が 21.1％、「障害のことを分かってもらえない」が

14.2％、「職場へ通うのに不便がある」が 9.3％の順となっている。（p.44） 

● 将来も「今と同じように働きたい」が 45.9％と約半数となっている。次いで「自営業で働きたい」が

8.6％となっている。（p.46） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仕事をしていない方が 65.9％で最も多く、次いで企業や団体などで臨時職員・パート・アル

バイトとして働いている方が 7.3％となっています。 

 

・仕事をしていない理由は、18～64 歳では「障害や病気で、働くことができない」が最も多く、

65 歳以上では、「高齢であるため」が最も多くなっています。 

 

・就労を進めるにあたり必要なことは「障害者に配慮した職場、設備が整っていること」が最も

多くなっています。 

本節のポイント 
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4.8 

7.3 

5.7 

5.3 

3.5 

0.8 

65.9 

6.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

企業や団体などで

正社員・正職員として働いている

企業や団体などで

臨時職員・パート・アルバイトとして働いている

福祉施設・作業所などで働いている

自営業

自営業の手伝い

その他

仕事はしていない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

4.3 

6.2 

3.0 

6.5 

4.2 

0.8 

68.8 

6.3 

5.0

12.3

20.6

1.3

0.3

0.7

51.8

8.0

4.9

8.6

13.6

1.5

2.2

0.6

61.7

6.8

0 10 20 30 40 50 60 70

企業や団体などで

正社員・正職員として働いている

企業や団体などで

臨時職員・パート・アルバイトとして働いている

福祉施設・作業所などで働いている

自営業

自営業の手伝い

その他

仕事はしていない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者

保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 20-1. 就労の有無 （単一回答） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

仕事をしていない方が 65.9％で最も多く、次いで企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイトとして 

働いている方が 7.3％、福祉施設・作業所などで働いている方が 5.7％の順となっています。 

 図表 5-1 就労の有無 単純集計 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方は、福祉施設・作業所などでの就労が最も多く、 

身体障害者手帳の方では自営業と臨時職員・パート・アルバイトでの就労が多くなっています。 

 図表 5-2 就労の有無（保有手帳の種別） クロス集計 

（１）あなたは今、仕事に就いていますか。（１つに○） 質問文 
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18歳未満
（n=83）

18～39歳
（n=193）

40～64歳
（n=411）

企業や団体などで
正社員・正職員として働いている

0.0 14.0 12.7

企業や団体などで
臨時職員・パート・アルバイトとして働いている

1.2 22.8 14.4

福祉施設・作業所などで働いている 0.0 24.4 12.7

自営業 0.0 1.0 5.4

自営業の手伝い 0.0 0.5 2.2

その他 0.0 0.5 0.7

仕事はしていない 86.7 31.1 47.2

無回答 12.0 5.7 4.9

65～74歳
（n=392）

75歳以上
（n=821）

企業や団体などで
正社員・正職員として働いている

3.3 0.4

企業や団体などで
臨時職員・パート・アルバイトとして働いている

8.7 0.9

福祉施設・作業所などで働いている 2.0 0.1

自営業 8.2 5.2

自営業の手伝い 4.8 4.6

その他 0.5 1.2

仕事はしていない 68.1 79.3

無回答 4.3 8.3

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18～39 歳において、「企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイトとして働いている」「福祉施

設・作業所などで働いている」とする割合が、「企業や団体などで正社員・正職員として働いている」

とする割合よりも高くなっています。 

 図表 5-3 就労の有無（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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9.5 

7.6 

9.2 

20.0 

21.2 

8.5 

5.2 

8.1 

5.2 

5.6 

0 10 20 30

１万円未満

１万円以上～２万円未満

２万円以上～５万円未満

５万円以上～10万円未満

10万円以上～20万円未満

20万円以上～30万円未満

30万円以上

なし

わからない

無回答

（単位 : ％）

（n=556）

6.0 

7.2 

7.7 

17.2 

21.7 

10.5 

6.5 

10.5 

6.7 

6.0 

15.7

14.0

11.6

24.8

19.8

1.7

0.8

1.7

2.5

7.4

20.6

9.8

11.8

27.5

18.6

3.9

2.0

2.9

2.0

1.0

0 10 20 30

１万円未満

１万円以上～２万円未満

２万円以上～５万円未満

５万円以上～10万円未満

10万円以上～20万円未満

20万円以上～30万円未満

30万円以上

なし

わからない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 121）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 102）

… 身体障害者手帳

（n = 401）

Q 20-2. １か月あたりの給料・工賃等 （単一回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１０万円以上 20 万円未満が最も多く 21.2％、次いで５万円以上１０万円未満が 20.0％となっています。 

 図表 5-4 １か月あたりの給料・工賃等 単純集計 

身体障害者手帳を持っている方では１０万円以上２０万円未満が、療育手帳、 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方では５万円以上１０万円未満が最も多くなっています。 

 図表 5-5 １か月あたりの給料・工賃等（保有手帳の種別） クロス集計 

【質問文】Ｑ20-1 の質問で、「企業や団体などで正社員・正職員として働いている」、「企業や団

体などで臨時職員・パート・アルバイトとして働いている」、「福祉施設・作業所などで働いてい

る」、「自営業」、「自営業の手伝い」、「その他」とお答えいただいた方におたずねします。働

いて得る 1か月の収入（給料や工賃など）はどれくらいですか。（１つに○） 

質問文 
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18歳未満
（n=1）

18～39歳
（n=122）

40～64歳
（n=197）

１万円未満 100.0 10.7 11.2

１万円以上～２万円未満 0.0 10.7 6.1

２万円以上～５万円未満 0.0 6.6 10.7

５万円以上～10万円未満 0.0 26.2 23.9

10万円以上～20万円未満 0.0 30.3 19.8

20万円以上～30万円未満 0.0 5.7 13.7

30万円以上 0.0 0.0 8.1

なし 0.0 2.5 2.5

わからない 0.0 0.8 3.0

無回答 0.0 6.6 1.0

65～74歳
（n=108）

75歳以上
（n=102）

１万円未満 6.5 6.9

１万円以上～２万円未満 9.3 5.9

２万円以上～５万円未満 8.3 9.8

５万円以上～10万円未満 19.4 7.8

10万円以上～20万円未満 22.2 13.7

20万円以上～30万円未満 5.6 3.9

30万円以上 9.3 2.9

なし 8.3 26.5

わからない 10.2 7.8

無回答 0.9 14.7

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５万円以上１０万円未満、1０万円以上２０万円未満と回答する割合は１８～３９歳で最も高く、 

２０万円以上３０万円未満と回答する割合は４０～６４歳で最も高くなっています。 

 図表 5-6 １か月あたりの給料・工賃等（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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9.3 

5.3 

21.1 

14.2 

6.9 

4.1 

39.8 

23.2 

0 10 20 30 40 50

職場へ通うのに不便がある

自分の能力に合わない

人づきあいが難しい

障害のことをわかってもらえない

障害の内容や程度に応じた設備

（入り口の段差など）が整っていない

その他

困っていることはない

無回答

（単位 : ％）

（n=246）

7.7 

3.0 

16.0 

14.8 

8.3 

4.7 

43.2 

23.1 

9.6

3.8

23.1

3.8

0.0

0.0

44.2

25.0

18.2

15.9

43.2

25.0

6.8

9.1

18.2

18.2

0 10 20 30 40 50

職場へ通うのに不便がある

自分の能力に合わない

人づきあいが難しい

障害のことをわかってもらえない

障害の内容や程度に応じた設備

（入り口の段差など）が整っていない

その他

困っていることはない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 52）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 44）

… 身体障害者手帳

（n = 169）

Q 20-3. 仕事をしていて困ったことはあるか （複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「困っていることはない」が 39.8％、「人づきあいが難しい」が 21.1％、「障害のことを分かっても

らえない」が 14.2％、「職場へ通うのに不便がある」が 9.3％の順となっています。 

 図表 5-7 仕事をしていて困ったことはあるか 単純集計 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方が、ほとんどの項目で最も困難を感じており、 

特に「人づきあいが難しい」と答えた方が 43.2％と多くなっています。 

 図表 5-8 仕事をしていて困ったことはあるか（保有手帳の種別） クロス集計 

二つ前のＱ20-1 で、「１．企業や団体などで正社員・正職員として働いている」「２．

企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイトとして働いている」とお答えいただいた方におた

ずねします。仕事をしていて、困っていることはありますか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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18歳未満
（n=1）

18～39歳
（n=71）

40～64歳
（n=111）

職場へ通うのに不便がある 0.0 9.9 13.5

自分の能力に合わない 0.0 9.9 4.5

人づきあいが難しい 0.0 32.4 20.7

障害のことをわかってもらえない 0.0 16.9 18.0

障害の内容や程度に応じた設備
（入り口の段差など）が整っていない

0.0 5.6 10.8

その他 0.0 2.8 5.4

困っていることはない 100.0 36.6 35.1

無回答 0.0 19.7 19.8

65～74歳
（n=47）

75歳以上
（n=10）

職場へ通うのに不便がある 0.0 0.0

自分の能力に合わない 0.0 0.0

人づきあいが難しい 6.4 0.0

障害のことをわかってもらえない 2.1 0.0

障害の内容や程度に応じた設備
（入り口の段差など）が整っていない

2.1 0.0

その他 2.1 0.0

困っていることはない 57.4 50.0

無回答 29.8 50.0

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人づきあいが難しい」と答えた割合は 18～39 歳で最も高く、 

「障害のことをわかってもらえない」と答えた割合は４０～６４歳で最も高くなっています。 

 図表 5-9 仕事をしていて困ったことはあるか（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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45.9 

8.1 

4.1 

4.0 

8.6 

2.3 

8.8 

18.2 

0 10 20 30 40 50

今と同じように働きたい

企業や団体などで正社員・正職員として働きたい

企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイト

として働きたい

福祉施設・作業所などで働きたい

自営業で働きたい

その他

わからない

無回答

（単位 : ％）

（n=556）

47.1 

6.5 

4.0 

2.2 

11.2 

2.2 

7.2 

19.5 

51.2

9.9

2.5

10.7

1.7

1.7

5.8

16.5

30.4

16.7

7.8

8.8

3.9

3.9

15.7

12.7

0 20 40 60

今と同じように働きたい

企業や団体などで正社員・正職員として働きたい

企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイト

として働きたい

福祉施設・作業所などで働きたい

自営業で働きたい

その他

わからない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 121）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 102）

… 身体障害者手帳

（n = 401）

Q 20-4. 将来、どのように働きたいか （単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「今と同じように働きたい」が 45.9％となっています。 

次いで「自営業で働きたい」が 8.6％となっています。 

 図表 5-10 将来、どのように働きたいか 単純集計 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方は、他の手帳の方よりも「今と同じように働きたい」と答

えた割合が低く、企業や団体などで働きたいと答えた割合が高くなっています。 

 図表 5-11 将来、どのように働きたいか（保有手帳の種別） クロス集計 

三つ前のＱ20-1 で、「１．企業や団体などで正社員・正職員として働いている」～

「６．その他」とお答えいただいた方におたずねします。あなたは今後、どのように働きたいです

か。（１つに○） 

質問文 
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18歳未満
（n=1）

18～39歳
（n=122）

40～64歳
（n=197）

今と同じように働きたい 0.0 45.1 48.7

企業や団体などで正社員・正職員として働きたい 0.0 18.0 11.2

企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイト
として働きたい

0.0 0.8 8.1

福祉施設・作業所などで働きたい 0.0 6.6 6.1

自営業で働きたい 0.0 0.8 4.1

その他 0.0 2.5 2.5

わからない 0.0 9.8 8.1

無回答 100.0 16.4 11.2

65～74歳
（n=108）

75歳以上
（n=102）

今と同じように働きたい 45.4 45.1

企業や団体などで正社員・正職員として働きたい 0.0 0.0

企業や団体などで臨時職員・パート・アルバイト
として働きたい

4.6 1.0

福祉施設・作業所などで働きたい 0.9 0.0

自営業で働きたい 14.8 20.6

その他 2.8 1.0

わからない 6.5 8.8

無回答 25.0 23.5

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今と同じように働きたい方は４０～64 歳で最も割合が高く、 

正社員・正職員として働きたい方は 18～39 歳で最も割合が高くなっています。 

 図表 5-12 将来、どのように働きたいか（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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2.4 

2.0 

22.3 

5.0 

44.3 

0.8 

0.7 

3.8 

0.3 

2.6 

15.8 

0 10 20 30 40 50

働きたいが、就職先が見つからない（求職活動中）

働きたいが、自分にあった仕事がわからない

障害や病気で、働くことができない

通学中、職業訓練中だから

高齢であるため

人づきあいが難しいから

障害のことをわかってもらえないから

働く自信がないから

障害の内容や程度に応じた設備

（入り口の段差など）が整っていないから

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=1342）

Q 20-5. 仕事をしていない理由 （単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢のため仕事をしていない方が 44.3％になっています。 

次いで、障害や病気で働けない方が 22.3％となっています。 

 図表 5-13 仕事をしていない理由 単純集計 

四つ前のＱ20-1 で、「７．仕事はしていない」とお答えいただいた方におたずねしま

す。今、あなたがお仕事に就かれていない理由は何ですか。（１つに○） 

質問文 
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1.9 

1.6 

21.3 

1.7 

50.5 

0.4 

0.8 

3.2 

0.4 

1.9 

16.2 

5.1

2.6

21.2

26.3

12.8

2.6

1.9

4.5

0.6

10.3

12.2

4.5

3.5

37.0

9.5

15.5

3.0

2.5

8.0

0.0

1.5

15.0

0 20 40 60

働きたいが、就職先が見つからない

（求職活動中）

働きたいが、自分にあった仕事がわからない

障害や病気で、働くことができない

通学中、職業訓練中だから

高齢であるため

人づきあいが難しいから

障害のことをわかってもらえないから

働く自信がないから

障害の内容や程度に応じた設備

（入り口の段差など）が整っていないから

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 156）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 200）

… 身体障害者手帳

（n = 1108）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳を持っている方は「高齢であるため」が最も多く、療育手帳の方は「通学中、職業訓

練中だから」が、精神障害者保健福祉手帳の方は「障害や病気で、働くことができない」が最も多く

なっています。 

 図表 5-14 仕事をしていない理由（保有手帳の種別） クロス集計 
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18歳未満
（n=72）

18～39歳
（n=60）

40～64歳
（n=194）

 働きたいが、就職先が見つからない（求職活動中） 0.0 10.0 8.2

働きたいが、自分にあった仕事がわからない 0.0 6.7 4.6

障害や病気で、働くことができない 0.0 36.7 49.0

通学中、職業訓練中だから 72.2 13.3 0.5

高齢であるため 0.0 0.0 3.1

人づきあいが難しいから 0.0 6.7 2.6

障害のことをわかってもらえないから 0.0 1.7 2.6

働く自信がないから 0.0 8.3 10.8

障害の内容や程度に応じた設備
（入り口の段差など）が整っていないから

0.0 0.0 1.5

その他 16.7 5.0 6.2

無回答 11.1 11.7 10.8

65～74歳
（n=267）

75歳以上
（n=651）

 働きたいが、就職先が見つからない（求職活動中） 3.0 0.2

働きたいが、自分にあった仕事がわからない 2.6 0.6

障害や病気で、働くことができない 28.8 12.4

通学中、職業訓練中だから 0.0 0.0

高齢であるため 40.4 68.4

人づきあいが難しいから 0.7 0.0

障害のことをわかってもらえないから 0.4 0.0

働く自信がないから 6.4 0.9

障害の内容や程度に応じた設備
（入り口の段差など）が整っていないから

0.4 0.0

その他 1.5 0.3

無回答 15.7 17.2

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「障害や病気で、働くことができない」との回答割合は、40～64 歳で最も高く（49.0％）、 

次いで、18～39 歳で 36.7％となっている。 

 図表 5-15 仕事をしていない理由（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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35.5 

45.5 

33.5 

28.6 

42.8 

25.6 

26.2 

18.6 

2.4 

25.2 

0 10 20 30 40 50

通勤手段が確保できること

障害者に配慮した職場、設備などが整っていること

短時間勤務や週の数日のみ

働くことができる職場を増やすこと

在宅で働くことができること

職場に障害を理解してくれる人がいること

就労後のフォロー援助など

職場と支援機関の連携があること

仕事で困ったときに、職場以外で

相談にのってくれるところがあること

障害者同士が仕事の悩みを語り合ったり

ピアサポートなどの支援があること

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 21. 就労を進めるにあたり必要なことは （複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「障害者に配慮した職場、設備が整っていること」が 45.5％と最も多く、 

次いで「職場に障害を理解してくれる人がいること」が 42.8％となっています。 

 図表 5-16 就労を進めるにあたり必要なことは 単純集計 

全ての方におたずねします。障害者の就労を進めるために、どんなことが必要だと思いま

すか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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34.3 

43.3 

31.1 

28.6 

37.8 

21.4 

20.8 

16.8 

2.3 

28.2 

46.8

53.2

35.5

21.6

57.1

41.2

42.2

25.2

4.3

12.3

34.0

46.6

40.4

28.4

55.6

33.0

36.7

23.1

4.0

18.2

0 10 20 30 40 50 60

通勤手段が確保できること

障害者に配慮した職場、設備などが整っていること

短時間勤務や週の数日のみ

働くことができる職場を増やすこと

在宅で働くことができること

職場に障害を理解してくれる人がいること

就労後のフォロー援助など

職場と支援機関の連携があること

仕事で困ったときに、職場以外で

相談にのってくれるところがあること

障害者同士が仕事の悩みを語り合ったり

ピアサポートなどの支援があること

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

身体障害者手帳を持っている方では「障害者に配慮した職場、設備などが整っていること」が最も

多く、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方では「職場に障害を理解してくれる人がいること」

が最も多くなっています。 

 図表 5-17 就労を進めるにあたり必要なことは（保有手帳の種別） クロス集計 
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18歳未満
（n=83）

18～39歳
（n=193）

40～64歳
（n=411）

通勤手段が確保できること 54.2 48.2 35.5

障害者に配慮した職場
設備などが整っていること

72.3 60.1 54.0

短時間勤務や週の数日のみ
働くことができる職場を増やすこと

44.6 38.9 42.6

在宅で働くことができること 27.7 25.4 32.4

職場に障害を理解してくれる人がいること 79.5 69.4 53.8

就労後のフォロー援助など
職場と支援機関の連携があること

63.9 45.1 28.5

仕事で困ったときに、職場以外で
相談にのってくれるところがあること

57.8 48.7 31.4

障害者同士が仕事の悩みを語り合ったり
ピアサポートなどの支援があること

26.5 26.9 19.5

その他 6.0 2.1 3.2

無回答 6.0 4.1 11.4

65～74歳
（n=392）

75歳以上
（n=821）

通勤手段が確保できること 35.2 31.8

障害者に配慮した職場、設備などが整って
いること

44.4 37.6

短時間勤務や週の数日のみ
働くことができる職場を増やすこと

40.6 24.8

在宅で働くことができること 30.1 26.7

職場に障害を理解してくれる人がいること 38.8 30.8

就労後のフォロー援助など
職場と支援機関の連携があること

20.2 19.6

仕事で困ったときに、職場以外で
相談にのってくれるところがあること

19.9 19.1

障害者同士が仕事の悩みを語り合ったり
ピアサポートなどの支援があること

17.3 16.4

その他 2.0 2.1

無回答 21.7 38.5

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれの年齢層においても、「職場に障害を理解してくれる人がいること」または「障害者に配慮し

た職場、設備などが整っていること」が最も多くなっています。 

18 歳未満、18～39 歳では「就労後のフォロー援助など職場と支援機関の連携があること」「仕事

で困ったときに、職場以外で相談にのってくれるところがあること」の回答割合が他の年齢層に比

べて高くなっています。 

 図表 5-18 就労を進めるにあたり必要なことは（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 
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6. 悩み・相談 
 
 

 
 
 

 

● 18 歳以上では、男性の方が相談する割合がやや低くなっています。18 歳未満では男女とも学校や保

育所などの先生に相談する割合が高くなっている。（p.57） 

● 相談窓口で困ることは「どこに相談にいったらよいかわかりにくい」が 23.5％で最も多く 

なっている。（p.60） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・困ったことや悩みは「家族や親せき」に相談する方が 68.3％と最も多くなっています。困っ

たことや悩みの内容は「健康、医療のこと」が 36.8％で最も多く、次いで「自分の障害のこ

と」が 34.3％となっています。 

本節のポイント 
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68.3 

18.9 

11.8 

6.5 

8.6 

4.3 

1.9 

7.7 

0.5 

3.1 

0.4 

1.2 

1.0 

0.9 

2.5 

6.4 

10.3 

0 20 40 60 80

家族・親せき

友人・知人

施設の職員

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

病院の職員

相談支援事業所の職員

学校や保育所などの先生

介護保険のケアマネジャー

障害者団体・家族会の人

市町村の職員

県の職員

その他の行政機関の職員

発達障害者支援センターの職員

その他

相談できる人がいない

相談することがない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 22. 困ったことや悩むことがあるとき、誰に相談するか （最大３つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 6-1 困ったことや悩むことがあるとき、誰に相談するか 単純集計 

「家族や親せき」に相談する方が 68.3％と最も多く、 

次いで「友人・知人」が 18.9％、「施設の職員」が 1１.８％となっています。 

あなたが日常生活で困ったことや悩むことがあるとき、誰に相談していますか。 

（最大３つまで○） 

質問文 
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68.4 

19.7 

9.2 

6.8 

7.1 

2.5 

0.7 

9.0 

0.4 

3.2 

0.4 

0.9 

0.3 

0.8 

2.5 

7.5 

10.2 

64.8

12.3

27.9

7.6

9.0

14.6

8.6

1.7

1.0

2.3

1.0

2.7

5.6

1.3

3.0

2.7

10.6

63.6

17.0

15.4

7.7

19.4

8.6

3.4

3.4

0.3

3.7

0.0

2.8

1.2

1.9

4.9

2.5

11.1

0 20 40 60 80

家族・親せき

友人・知人

施設の職員

ホームヘルパーなどサービス事業所の人

病院の職員

相談支援事業所の職員

学校や保育所などの先生

介護保険のケアマネジャー

障害者団体・家族会の人

市町村の職員

県の職員

その他の行政機関の職員

発達障害者支援センターの職員

その他

相談できる人がいない

相談することがない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 6-2 困ったことや悩むことがあるとき、誰に相談するか（保有手帳の種別） クロス集計 

いずれの手帳を持っている方も、「家族・親せき」が最も多くなっています。 

2 番目に多い相談相手として、身体障害者手帳の方は、「友人・知人」、療育手帳の方は、「施設の職

員」、精神障害者保健福祉手帳の方は、「病院の職員」となっています。 
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男性全体
（n=958）

18歳未満
（n=58）

18～39歳
（n=97）

40～64歳
（n=219）

65～74歳
（n=202）

75歳以上
（n=346）

家族・親せき 65.8 79.3 74.2 56.6 68.3 65.3

友人・知人 14.6 8.6 12.4 16.9 20.3 11.8

施設の職員 11.4 15.5 27.8 14.6 5.0 7.5

ホームヘルパーなどサービス事業所の人 6.6 5.2 7.2 6.8 3.5 7.2

病院の職員 10.0 17.2 14.4 13.2 9.4 6.4

相談支援事業所の職員 4.3 1.7 12.4 7.3 3.5 1.2

学校や保育所などの先生 2.2 32.8 0.0 0.0 0.0 0.3

介護保険のケアマネジャー 7.4 0.0 0.0 1.4 9.4 12.7

障害者団体・家族会の人 0.5 0.0 1.0 0.5 1.5 0.0

市町村の職員 4.2 1.7 1.0 4.1 7.4 3.5

県の職員 0.8 1.7 0.0 1.8 0.0 0.6

その他の行政機関の職員 1.5 1.7 1.0 1.4 2.0 1.2

発達障害者支援センターの職員 1.7 15.5 4.1 0.9 0.0 0.0

その他 1.0 3.4 1.0 2.3 0.0 0.6

相談できる人がいない 3.2 0.0 2.1 6.4 5.0 1.4

相談することがない 8.7 3.4 3.1 6.8 12.4 10.4

無回答 9.8 6.9 6.2 11.4 5.4 12.7

女性全体
（n=1031）

18歳未満
（n=25）

18～39歳
（n=95）

40～64歳
（n=190）

65～74歳
（n=189）

75歳以上
（n=472）

家族・親せき 71.2 64.0 80.0 70.5 69.3 73.3

友人・知人 22.8 4.0 28.4 27.4 25.9 20.3

施設の職員 12.7 12.0 17.9 12.1 7.9 13.8

ホームヘルパーなどサービス事業所の人 6.6 8.0 8.4 7.9 3.2 7.2

病院の職員 7.4 8.0 14.7 14.7 7.4 3.2

相談支援事業所の職員 4.3 4.0 16.8 6.8 2.6 1.3

学校や保育所などの先生 1.6 32.0 5.3 0.5 0.0 0.0

介護保険のケアマネジャー 8.1 0.0 1.1 0.5 5.8 13.1

障害者団体・家族会の人 0.5 0.0 2.1 0.5 0.0 0.4

市町村の職員 2.1 4.0 4.2 3.2 1.1 1.9

県の職員 0.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0

その他の行政機関の職員 0.9 4.0 2.1 1.1 0.5 0.6

発達障害者支援センターの職員 0.4 4.0 2.1 0.0 0.0 0.0

その他 0.7 0.0 1.1 1.1 1.1 0.2

相談できる人がいない 1.8 4.0 3.2 3.2 1.6 1.1

相談することがない 4.3 4.0 0.0 2.6 4.2 4.7

無回答 10.2 20.0 5.3 10.0 10.1 10.6

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 図表 6-3 困ったことや悩むことがあるとき、誰に相談するか（性別・年齢） クロス集計 

18 歳以上では、男性の方が相談する割合がやや低くなっています。１８歳未満では男女とも学校や

保育所などの先生に相談する割合が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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34.3 

36.8 

25.9 

7.1 

14.9 

2.0 

8.0 

5.2 

9.0 

3.4 2.5 

21.8 

9.5 

0

10

20

30

40
（n=2035）

（単位 : ％）

33.4 

37.4 

24.6 

5.8 

14.0 

0.6 

4.7 4.8 4.7 

2.0 2.1 

23.1 

10.0 

27.6

24.9 24.3

11.3

14.3
8.6

15.9

7.0

20.9

9.6

3.3

22.9

9.0

46.9

40.4

37.7

12.3

20.1

4.3

18.8

8.0

23.8

6.5
4.0

12.7

6.8

0

10

20

30

40

50

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 23. 今、困っていること、悩んでいることは （複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 6-4 今、困っていること、悩んでいることは 単純集計 

 図表 6-5 今、困っていること、悩んでいることは（保有手帳の種別） クロス集計 

「健康、医療のこと」が 36.8％で最も多く、次いで「自分の障害のこと」が 34.3％、 

「お金のこと」が 25.9％の順となっています。 

身体障害者手帳を持っている方では「健康、医療のこと」が、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の

方では「自分の障害のこと」が最も多くなっています。 

今、どんなことに困ったり悩んだりしていますか。（あてはまるもの全てに○） 質問文 
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男性全体
（n=958）

18歳未満
（n=58）

18～39歳
（n=97）

40～64歳
（n=219）

65～74歳
（n=202）

75歳以上
（n=346）

自分の障害のこと 35.9 31.0 36.1 41.6 38.6 30.3

健康、医療のこと 37.5 15.5 26.8 35.2 44.1 43.1

お金のこと 27.9 17.2 30.9 42.5 30.2 18.5

住む場所のこと 7.0 10.3 8.2 11.4 5.9 4.3

家族のこと 13.7 6.9 14.4 15.1 14.9 11.8

学校のこと 2.8 39.7 2.1 0.5 0.0 0.0

仕事、就職のこと 9.0 10.3 26.8 19.6 4.0 0.3

福祉サービスのこと 5.3 13.8 3.1 5.9 6.4 3.2

友人、人づきあいのこと 8.9 34.5 19.6 12.3 6.4 1.4

恋愛、結婚のこと 4.1 1.7 17.5 7.3 1.5 0.0

その他 2.5 5.2 2.1 2.3 2.5 2.3

困っていることはない 22.1 15.5 29.9 19.2 20.8 24.9

無回答 7.6 6.9 2.1 4.6 5.9 11.3

女性全体
（n=1031）

18歳未満
（n=25）

18～39歳
（n=95）

40～64歳
（n=190）

65～74歳
（n=189）

75歳以上
（n=472）

自分の障害のこと 32.7 12.0 36.8 43.7 28.6 31.4

健康、医療のこと 36.2 12.0 32.6 42.6 36.5 36.2

お金のこと 23.8 4.0 27.4 41.1 24.9 16.7

住む場所のこと 7.2 8.0 13.7 11.1 4.8 5.1

家族のこと 15.9 16.0 18.9 30.0 11.1 12.1

学校のこと 1.4 36.0 2.1 0.0 0.0 0.0

仕事、就職のこと 7.1 20.0 29.5 16.3 2.6 0.4

福祉サービスのこと 5.3 4.0 6.3 7.4 2.1 5.7

友人、人づきあいのこと 9.3 28.0 33.7 16.8 4.2 2.5

恋愛、結婚のこと 2.9 4.0 20.0 3.7 0.5 0.2

その他 2.4 4.0 4.2 4.2 0.5 1.9

困っていることはない 21.5 16.0 17.9 11.6 23.8 25.6

無回答 11.1 20.0 3.2 6.8 11.6 12.7

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 6-6 今、困っていること、悩んでいることは（性別・年齢） クロス集計 

１８歳未満では「学校のこと」「友人、人づきあいのこと」の割合が高くなっています。 

18～39 歳では「仕事、就職のこと」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 

40～64 歳の女性では「家族のこと」の割合が他の年代と比べて高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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23.5 

9.1 

10.1 

7.1 

3.6 

8.4 

3.8 

45.4 

16.6 

0 10 20 30 40 50

どこに相談にいったらよいか

わかりにくい

いくつもの相談窓口を

転々としなくてはいけない

相談にいく度に、同じことを

何回も説明しなければならない

夜間や休日などに対応してもらえない

担当者不在などで、相談できないことや

長時間待たされることがある

相談窓口での意思疎通が困難

その他

特に困ることはない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

21.6 

8.6 

9.0 

6.3 

3.0 

6.8 

3.5 

47.4 

17.2 

26.6

9.0

11.6

7.3

5.0

16.6

5.3

39.5

15.0

30.6

12.0

13.9

12.7

4.6

13.9

5.2

37.0

14.2

0 10 20 30 40 50

どこに相談にいったらよいか

わかりにくい

いくつもの相談窓口を

転々としなくてはいけない

相談にいく度に、同じことを

何回も説明しなければならない

夜間や休日などに対応してもらえない

担当者不在などで、相談できないことや

長時間待たされることがある

相談窓口での意思疎通が困難

その他

特に困ることはない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1595）

Q 24. 相談窓口を利用するときに困ることは （複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 6-7 相談窓口を利用するときに困ることは 単純集計 

 図表 6-8 相談窓口を利用するときに困ることは（保有手帳の種別） クロス集計 

「特に困ることはない」が 45.4％、「どこに相談にいったらよいかわかりにくい」が 23.5％、 

「相談に行く度に同じことを何回も説明しなければならない」が 10.1％の順となっています。 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方は、身体障害者手帳を持っている方より困って

いる割合が高く、特に「相談窓口での意思疎通が困難」で割合の差が大きくなっています。 

あなたが役場などの相談窓口を利用するときに、困ることはありますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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男性全体
（n=958）

18歳未満
（n=58）

18～39歳
（n=97）

40～64歳
（n=219）

65～74歳
（n=202）

75歳以上
（n=346）

どこに相談にいったらよいか
わかりにくい

22.5 22.4 37.1 25.6 18.8 19.4

いくつもの相談窓口を
転々としなくてはいけない

9.4 12.1 8.2 11.9 8.4 8.1

相談にいく度に、同じことを
何回も説明しなければならない

10.6 15.5 12.4 17.4 7.4 6.6

夜間や休日などに対応してもらえない 7.4 13.8 9.3 13.2 4.0 4.3

担当者不在などで、相談できないことや
長時間待たされることがある

3.0 3.4 5.2 3.2 2.5 2.3

相談窓口での意思疎通が困難 7.9 8.6 15.5 10.0 6.4 4.9

その他 3.8 5.2 4.1 4.1 2.5 3.5

特に困ることはない 47.4 39.7 46.4 43.4 53.0 49.4

無回答 14.7 10.3 8.2 9.6 13.9 20.5

女性全体
（n=1034）

18歳未満
（n=25）

18～39歳
（n=95）

40～64歳
（n=193）

65～74歳
（n=189）

75歳以上
（n=472）

どこに相談にいったらよいか
わかりにくい

24.3 32.0 46.3 28.4 18.5 19.5

いくつもの相談窓口を
転々としなくてはいけない

9.0 12.0 17.9 11.6 4.2 8.3

相談にいく度に、同じことを
何回も説明しなければならない

9.8 12.0 21.1 13.2 7.9 7.2

夜間や休日などに対応してもらえない 6.8 0.0 11.6 11.6 3.2 6.1

担当者不在などで、相談できないことや
長時間待たされることがある

4.1 12.0 7.4 5.3 1.6 3.4

相談窓口での意思疎通が困難 8.9 8.0 21.1 7.9 4.2 8.5

その他 4.0 0.0 9.5 4.7 1.6 4.0

特に困ることはない 43.8 36.0 24.2 44.7 55.6 44.7

無回答 18.0 20.0 11.6 9.5 16.9 22.0

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 6-9 相談窓口を利用するときに困ることは（性別・年齢） クロス集計 

「どこに相談にいったらよいかわかりにくい」は１８～39 歳で多く、特に女性で多くなっています。

「相談窓口での意思疎通が困難」も 18～39 歳で多くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 
女
性

・
年
齢
別 
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7. 外出・余暇活動 
 
 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

● 「ほぼ毎日」外出している割合は療育手帳を持っている方が最も高く、「外出していない」割合は身体 

障害者手帳を持っている方が最も高い。（p.63） 

● 外出の支援は「家族の付き添い」が 74.6％で最も多く、次いで福祉サービスが 13.6％となった。 

（p.65） 

● 療育手帳を持っている方は外出に「介護者、付き添う人」を必要とする割合が高い。（p.72） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１週間に１～２回程度の外出をする方が最も多くなっています。何らかの形で外出に支援が

必要な方は約半数となっています。 

 

・余暇活動をしなかった方は約半数となっています。 

 

・余暇活動で多かったのは「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」「コンサートや映画の鑑賞」で

す。余暇活動をするために「活動に関する情報」や「一緒に活動する仲間」を必要と考える方

が多くいました。 

本節のポイント 
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18.4 

17.4 

25.6 

4.9 

9.6 

5.4 

13.0 

5.7 

0 10 20 30 40

ほぼ毎日

１週間に３～６回程度

１週間に１～２回程度

２週間に１～２回程度

１か月に１～２回程度

年に数回

外出していない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

18.3 

18.1 

24.0 

4.6 

9.9 

5.4 

14.0 

5.6 

20.3

12.3

33.6

5.6

8.6

6.3

8.3

5.0

18.5

15.7

28.1

7.4

7.7

5.2

11.1

6.2

0 10 20 30 40

ほぼ毎日

１週間に３～６回程度

１週間に１～２回程度

２週間に１～２回程度

１か月に１～２回程度

年に数回

外出していない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 25. どのくらい外出しているか（単一回答） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-1 どのくらい外出しているか 単純集計 

 図表 7-2 どのくらい外出しているか（保有手帳の種別） クロス集計 

「１週間に１～２回程度」が 25.6％と最も多く、 

次いで「ほぼ毎日」が 18.4％、「１週間に３～６回程度」が 17.4％となっています。 

「ほぼ毎日」外出している割合は療育手帳を持っている方が最も高く、 

「外出していない」割合は身体障害者手帳の方が最も高くなっています。 

あなたはどのくらい外出していますか（通勤、通学、通院、通所を除く）。（１つに○） 質問文 
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30.6 

34.9 

22.8 

10.9 

19.3 

19.8 

10.7 

6.6 

16.0 

40.7 

32.6 

33.0 

7.1 

6.6 

8.3 

0 20 40 60 80 100

身体障害者手帳

（n=1611）

療育手帳

（n=301）

精神障害者

保健福祉手帳

（n=324）

（単位 : ％）

いつも支援が必要

普段は一人で行けるが

調子が悪い場合は支援が必要

いつも一人で

外出できる 無回答
慣れた場所には一人で行けるが

それ以外は支援が必要

29.3

13.3

10.8

39.3

7.3

（単位 : ％）

（n=2035）

いつも支援が必要

普段は一人で行けるが

調子が悪い場合は支援が必要

いつも一人で

外出できる

無回答

慣れた場所には一人で行けるが

それ以外は支援が必要

Q 26-1. 外出するときに支援は必要か（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 7-3 外出するときに支援は必要か 単純集計 

 図表 7-4 外出するときに支援は必要か（保有手帳の種別） クロス集計 

いつも支援が必要な方が 29.3％で、 

何らかの形で支援が必要な方を加えると 53.4％となっています。 

いつも支援が必要なのは、療育手帳を持っている方が最も高い割合となっています。 

精神障害者保健福祉手帳の方は、調子が悪い場合は支援が必要となる割合が高くなっています。 

（１）あなたが外出するときに支援は必要ですか。（１つに○） 質問文 
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13.6 

11.5 

5.2 

74.6 

6.6 

4.8 

5.2 

0 20 40 60 80 100

福祉サービス（居宅介護、重度訪問介護、行

動援護、同行援護、移動支援）

福祉タクシーなどの移送サービス

医療機関の職員の付き添い

家族の付き添い

友人や知人、ボランティアなどの付き添い

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=1087）

13.6 

13.1 

5.0 

73.8 

6.0 

4.9 

5.7 

16.4

6.6

2.7

77.6

7.1

6.0

2.7

12.1

10.5

7.9

72.1

11.1

6.8

5.8

0 20 40 60 80 100

福祉サービス（居宅介護、重度訪問介護、

行動援護、同行援護、移動支援）

福祉タクシーなどの移送サービス

医療機関の職員の付き添い

家族の付き添い

友人や知人、ボランティアなどの付き添い

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 183）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 190）

… 身体障害者手帳

（n = 840）

Q 26-2. どのような支援で外出しているか（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 図表 7-5 どのような支援で外出しているか 単純集計 

 図表 7-6 どのような支援で外出しているか（保有手帳の種別） クロス集計 

「家族の付き添い」が 74.6％で最も多く、次いで「福祉サービス」が 13.6％、 

「福祉タクシーなどの移送サービス」が 11.5％の順となっています。 

いずれの手帳を持っている方も「家族の付き添い」が 7 割強を占めており、「福祉サービス」は 

1 割強、「福祉タクシーなどの移送サービス」は 1 割前後となっています。 

一つ前のＱ26-1 で「１．いつも支援が必要」～「３．普段は一人で行けるが、調子が悪

い場合は支援が必要」と回答した方におたずねします。どのような支援で外出していますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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11.9 

3.7 

5.1 

16.1 

2.7 

5.6 

2.4 

2.3 

5.5 

2.8 

5.7 

5.0 

48.4 

10.5 

0 10 20 30 40 50 60

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動しなかった

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 27. 余暇活動の内容（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-7 この 1 年間、どのような余暇活動をしたか 単純集計 

この１年間、どのような余暇活動をしましたか。（あてはまるもの全てに○） 質問文 

「特に活動しなかった」が 48.4％で最も多くなっています。 

次に「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」「コンサートや映画の鑑賞」が多くなっています。 



調査結果（7. 外出・余暇活動） 

67 
 

11.9 

3.7 

5.1 

16.1 

2.7 

5.6 

2.4 

2.3 

5.5 

2.8 

5.7 

5.0 

48.4 

10.5 

16.0

5.3

6.5

18.8

0.0

7.7

3.2

5.2

7.7

2.9

6.7

45.8

10.3

0 10 20 30 40 50

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動しなかった

無回答

（単位 : ％）

… 前回調査（H29）

（n = 2854）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-8 この 1 年間、どのような余暇活動をしたか 前回比較 

前回調査に比べ、「コンサートや映画の鑑賞」が 4.1 ポイント減少し、「旅行、キャンプ、釣りなどの

活動」が 2.7 ポイント減少しました。その一方で、「特に活動しなかった」が 2.6 ポイント増加して

います。 
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9.1 

3.7 

5.2 

15.0 

2.0 

6.0 

2.6 

1.6 

6.0 

2.2 

4.9 

4.5 

51.0 

11.1 

22.6

4.0

4.7

26.2

3.7

5.0

1.3

6.6

2.3

2.0

5.3

6.3

36.9

6.6

17.9

4.6

4.0

14.5

6.2

5.2

2.2

4.3

3.1

5.6

13.3

6.8

42.6

9.0

0 10 20 30 40 50 60

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動しなかった

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 7-9 この 1 年間、どのような余暇活動をしたか（保有手帳の種別） クロス集計 

「特に活動しなかった」割合が高かったのは身体障害者手帳を持っている方となっています。 

療育手帳の方は「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」の割合が高くなっています。 

「コンサートや映画の鑑賞」は、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方で高くなっています。また、

精神障害者保健福祉手帳の方は、「インターネットやメールを利用した交流」の割合が比較的高くな

っています。 
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21.9 

10.0 

7.4 

32.1 

5.7 

10.4 

4.0 

3.6 

4.1 

5.6 

5.5 

2.9 

26.2 

14.3 

0 10 20 30 40

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動したくない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 28. 今後、どのような活動をしたいか（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-10 今後、どのような活動をしたいか 単純集計 

「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」が 32.1％で最も多く、次いで「特に活動したくない」が

26.2％、「コンサートや映画の鑑賞」が 21.9％の順となっています。 

今後、どのような活動をしたいですか。（あてはまるもの全てに○） 質問文 
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21.9 

10.0 

7.4 

32.1 

5.7 

10.4 

4.0 

3.6 

4.1 

5.6 

5.5 

2.9 

26.2 

14.3 

22.2

9.5

6.3

25.6

4.9

11.3

4.5

4.1

5.4

4.0

4.3

32.3

15.6

0 10 20 30 40 50

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動したくない

無回答

（単位 : ％）

… 前回調査（H29）

（n = 2854）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-11 今後、どのような活動をしたいか 前回比較 

前回調査に比べ、「特に活動したくない」が 6.1 ポイント減少し、 

「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」が 6.5 ポイント増加しています。 
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19.2 

9.9 

7.1 

30.5 

5.0 

10.6 

4.0 

3.2 

4.4 

4.5 

4.3 

2.9 

28.1 

14.8 

32.9

11.6

8.6

44.2

6.0

9.0

1.3

8.0

4.0

7.6

7.3

2.3

15.9

10.3

31.8

10.5

9.3

35.5

11.7

12.3

5.9

4.6

2.2

10.2

12.7

3.7

19.8

13.9

0 10 20 30 40 50 60

コンサートや映画の鑑賞

スポーツ観戦

スポーツ活動（教室、大会、練習など）

旅行、キャンプ、釣りなどの活動

学習活動

趣味の同好会、サークル活動

（スポーツ活動を除く）

ボランティアなどの社会活動

障害者団体などの活動

自治会、町内会活動

芸術・文化活動

インターネットやメールを利用した交流

その他

特に活動したくない

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 7-12 今後、どのような活動をしたいか（保有手帳の種別） クロス集計 

療育手帳を持っている方は「旅行、キャンプ、釣りなどの活動」の割合が高く、 

精神障害者保健福祉手帳の方は「学習活動」や「インターネットやメールを利用した交流」などが他

の手帳の方よりも高くなっています。 
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38.4 

26.2 

25.9 

14.2 

34.2 

12.4 

4.0 

13.9 

0 10 20 30 40 50

活動に関する情報

開催場所までの移動手段

介護者、付き添う人

障害の内容や程度に応じた建物、設備

一緒に活動する仲間

適切な指導者

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=1209）

35.0 

24.5 

23.6 

14.5 

31.2 

10.7 

4.0 

15.7 

41.0

32.9

42.3

20.7

37.4

19.4

1.8

10.8

45.1

30.2

25.6

10.7

43.3

18.6

7.0

8.8

0 20 40 60

活動に関する情報

開催場所までの移動手段

介護者、付き添う人

障害の内容や程度に応じた建物、設備

一緒に活動する仲間

適切な指導者

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 222）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 215）

… 身体障害者手帳

（n = 920）

Q 29. 今後、余暇活動をするために、どのようなことが必要か（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 7-13 今後、余暇活動をするために、どのようなことが必要か 単純集計 

 図表 7-14 今後、余暇活動をするために、どのようなことが必要か（保有手帳の種別） クロス集計 

「活動に関する情報」が 38.4％と最も多く、 

次いで「一緒に活動する仲間」が 34.2％となっています。 

いずれの手帳を持っている方も「活動に関する情報」の割合が 4 割前後と高くなっています。 

また、療育手帳の方は「介護者、付き添う人」、精神障害者保健福祉手帳の方は 

「一緒に活動する仲間」の割合も 4 割を超えています。 

一つ前のＱ28 で「１．コンサートや映画の鑑賞」～「12．その他」とお答えいただいた

方におたずねします。選ばれた活動をするために、どのようなことが必要ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

 

質問文 
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（単位 : ％）

8. 情報収集手段 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

● 情報収集は「インターネット」からが前回調査と比較して 2.3 ポイント増加している。（p.74） 

● 身体障害者手帳を持っている方は、他の手帳を持っている方と比べて「テレビ」「新聞」と回答した 

割合が高く、「インターネット」「SNS」が低い。視覚障害のある方は、他の障害のある方と比べて「ラジ

オ」「家族」と回答した割合が高い。（p.75） 

 

 

Q 30. 日常生活に必要な情報をどのように集めているか（最大 3 つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 8-1 日常生活に必要な情報をどのように集めているか 単純集計 

情報は「テレビ」からが最も多く 62.0％、次いで「家族」からが 29.9％、 

「新聞」からが 29.1％、「インターネット」からが 20.7％の順となっています。 

・情報収集は「テレビ」からが最も多く、次いで「家族」「新聞」「インターネット」からの順となっ

ています。 

 

・39 歳以下の年代では、インターネットの割合が最も高くなっています。 

本節のポイント 

あなたは日常生活に必要な情報を何から集めていますか。（最大３つまで○） 質問文 
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（単位 : ％）

… 前回調査（H29）

（n = 2854）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

（前
回
調
査
で
は
選
択
肢
な
し
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 8-2 日常生活に必要な情報をどのように集めているか 前回比較 

前回調査と比較して「テレビ」「ラジオ」「新聞」等から情報を集めている割合の減少が目立ちます。 

その一方で、「インターネット」「家族」から情報を集めている割合が増加しています。 
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身体障害者
手帳

（n=1611）

療育手帳
（n=301）

精神障害者
保健福祉手帳
（n=324）

テレビ 63.8 55.1 54

ラジオ 9.7 4.0 10.2

新聞 33.1 8.6 16.4

インターネット 17.1 32.6 29.3

SNS 4.3 13.0 12.3

本・雑誌 5.6 7.0 9.6

医療機関 3.6 3.0 6.2

福祉施設 5.9 12.6 8.3

当事者団体・家族会 1.0 2.0 1.2

友人・知人 15.8 8.3 11.7

家族 29.9 27.2 29.0

自治体の広報誌 9.0 4.7 6.2

その他 0.1 0.3 0.6

無回答 11.9 16.6 13.6

視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害

（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

テレビ 48.5 65.2 51.5

ラジオ 27.2 3.5 7.6

新聞 14.6 34.8 13.6

インターネット 8.7 17.7 19.7

SNS 4.9 6.1 9.1

本・雑誌 2.9 7.1 9.1

医療機関 4.9 1.5 4.5

福祉施設 6.8 5.6 18.2

当事者団体・家族会 1.9 0.5 3.0

友人・知人 12.6 14.1 10.6

家族 38.8 32.3 33.3

自治体の広報誌 4.9 9.1 4.5

その他 1.9 1.0 3.0

無回答 13.6 14.6 13.6

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

テレビ 60.8 69.3 62.9

ラジオ 8.8 10.1 9.3

新聞 32.1 39.6 20.7

インターネット 18.9 17.1 11.4

SNS 4.2 3.8 2.9

本・雑誌 5.0 5.3 8.6

医療機関 2.5 5.9 3.6

福祉施設 6.9 4.2 5.0

当事者団体・家族会 1.0 1.0 0.7

友人・知人 17.6 14.9 11.4

家族 29.3 30.7 27.1

自治体の広報誌 9.3 9.3 7.1

その他 0.1 0.0 0.0

無回答 12.1 9.9 17.1

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

1 2 3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 8-3  クロス集計 

身体障害者手帳を持っている方は、他の手帳を持っている方と比べて「テレビ」「新聞」と回答した割合が高く 

「インターネット」「SNS」が低くなっています。視覚障害のある方は、他の障害のある方と比べて「ラジオ」 

「家族」と回答した割合が高くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 

保
有
手
帳
の
種
別 
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18歳未満
（n=83）

18～39歳
（n=193）

40～64歳
（n=411）

テレビ 36.1 52.8 54.7

ラジオ 1.2 2.6 9.5

新聞 4.8 4.1 16.1

インターネット 42.2 53.4 40.9

SNS 14.5 28.5 10.9

本・雑誌 3.6 8.8 7.8

医療機関 8.4 2.1 3.6

福祉施設 10.8 8.3 6.8

当事者団体・家族会 3.6 1.6 1.0

友人・知人 12.0 10.4 12.7

家族 33.7 30.6 20.9

自治体の広報誌 4.8 2.1 6.3

その他 0.0 0.5 0.5

無回答 20.5 15.0 13.1

65～74歳
（n=392）

75歳以上
（n=821）

テレビ 67.3 68.8

ラジオ 11.0 11.4

新聞 37.5 40.9

インターネット 17.6 4.3

SNS 1.5 0.6

本・雑誌 5.9 5.0

医療機関 5.4 3.2

福祉施設 3.6 7.6

当事者団体・家族会 1.3 0.7

友人・知人 18.4 15.3

家族 26.5 35.8

自治体の広報誌 13.8 9.0

その他 0.5 0.0

無回答 8.2 11.2

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 8-4 日常生活に必要な情報をどのように集めているか（年齢別） クロス集計 

１８歳未満では他の年齢層と比較し「医療機関」「福祉施設」の割合が高く、 

18～３９歳では「インターネット」の割合が高くなっています。 

「テレビ」や「ラジオ」は年齢層が高いほど割合も高くなっています。 

 

年
齢
別 



調査結果（9. 人権・権利擁護） 

77 
 

23.2

66.7

10.1

（単位 : ％）

（n=2035）

ある

無回答

ない

9. 人権・権利擁護 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

● 18 歳未満の男性で嫌な思いを経験した割合が 51.7％となっている。女性では 18～39 歳で 

40.0％と最も高くなっている。（p.79） 

● 嫌な思いをした場所は「病院」が最も多く 20.3％、次いで「お店」が 16.5％となっている。（p.80） 

● どの年齢層でも女性の方が相談する割合が高くなっている。（p.87） 

● 「解決した」「だいたい納得した」を合わせると 47.3％となっている。「解決しなかった」「納得でき 

なかった」を合わせると 22.5％となっている（p.92） 

 

 

Q 31. 障害があることで嫌な思いをしたことはあるか（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 9-1 障害があることで嫌な思いをしたことはあるか 単純集計 

「ある」と回答した方が 23.2％で、 

およそ４人に１人が障害があることで嫌な思いをしたと回答しています。 

・およそ４人に１人が障害があることで嫌な思いをしたと回答しています。そのうち 56.2％

の方が誰かに相談しています。相談先は「家族・親せき」が最も多く、次いで「友人・知人」とな

っています。 

・相談しなかった理由では「相談しても、解決できないと思ったから」が最も多くなっていま

す。 

・障害を理由とする差別をなくすために必要なことは「学校での教育」と回答した方が最も多

く、次いで「行政、企業などでの職員研修」となっています。 

本節のポイント 

あなたは過去５年間に、障害があることで嫌な思いをしたり、配慮してもらえなかったこ

とがありますか。（１つに○） 

質問文 
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肢体不自由

（n=720）

内部機能障害

（n=525）

不明

（n=140）

（単位 : ％）

療育手帳

（n=301）

精神障害者保健福祉手帳

（n=324）

身体障害者手帳

（n=1611）

ある ない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-2  クロス集計 

療育手帳を持っている方では 3 割超、精神障害者保健福祉手帳の方では 4 割超が嫌な思いを経

験したと回答しています。身体障害種別では、視覚障害、聴覚・平衡機能障害、音声・言語・そしゃく

機能障害のある方で、嫌な思いを経験した割合が高くなっています。 
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24.9 

51.7 

30.9 

33.3 

21.3 

14.5 

21.5 

36.0 

40.0 

35.3 

13.8 

14.4 

66.8 

44.8 
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60.7 
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73.4 
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11.4 
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4.2 

7.4 

12.2 

14.2 

0 20 40 60 80 100

18歳未満

（n=58）

18～39歳

（n=97）

40～64歳

（n=219）

65～74歳

（n=202）

75歳以上

（n=346）

18歳未満

（n=25）

18～39歳

（n=95）

40～64歳

（n=190）

65～74歳

（n=189）

75歳以上

（n=472）

（単位 : ％）

ある 無回答ない

男性

（n=958）

女性

（n=1031）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-3 障害があることで嫌な思いをしたことはあるか（性別・年齢別） クロス集計 

18 歳未満の男性で嫌な思いを経験した割合が 51.7％となっています。 

女性では 18～39 歳で 40.0％と最も高くなっています。 
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11.2
9.7

15.6

11.6

20.3

12.5 11.8 12.5

16.5

11.4

3.6

15.2

0
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30
（n=473）

（単位 : ％）

9.5 

4.6 

13.5 

9.8 

20.6 

13.5 12.9 13.2 

18.7 

11.7 

3.7 

17.5 

16.8

25.3

10.5 10.5

14.7

7.4 7.4

13.7

17.9

7.4

2.1

20.0

12.6

17.0

25.2

19.3

22.2

8.1

12.6

9.6

12.6

14.8

3.0

8.1

0

10

20

30

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 95）
… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 135）

… 身体障害者手帳

（n = 326）

Q 32-1. 障害があることで嫌な思いをした場所はどこか（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 9-4 障害があることで嫌な思いをした場所はどこか 単純集計 

「病院」が最も多く 20.3％、次いで「お店」が 16.5％、「職場」が 15.6％の順となっています。 

 図表 9-5 障害があることで嫌な思いをした場所はどこか（保有手帳の種別） クロス集計 

嫌な思いを経験する場所は、身体障害者手帳を持っている方は「病院」や「お店」などで、 

療育手帳の方は「学校・幼稚園・保育所」や「お店」などで、 

精神障害者保健福祉手帳の方は「職場」などで多くなっています。 

一つ前のＱ31 で「１．ある」と回答された方におたずねします。 

（１）嫌な思いをしたり、配慮してもらえなかったのは、どのような場所でしたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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視覚障害
（n=29）

聴覚
平衡機能障害

（n=58）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=22）

通所先または入所先 13.8 17.2 13.6

学校・幼稚園・保育所 3.4 0.0 9.1

職場 3.4 8.6 9.1

家庭 6.9 20.7 9.1

病院 17.2 37.9 18.2

交通機関 13.8 17.2 4.5

役所 13.8 19.0 27.3

公共施設 13.8 17.2 22.7

お店 27.6 25.9 22.7

近所 3.4 12.1 9.1

その他 3.4 3.4 13.6

無回答 17.2 12.1 13.6

肢体不自由
（n=147）

内部機能障害
（n=74）

不明
（n=44）

通所先または入所先 11.6 6.8 4.5

学校・幼稚園・保育所 2.7 1.4 15.9

職場 17.7 12.2 11.4

家庭 6.8 10.8 11.4

病院 15.0 21.6 22.7

交通機関 12.2 14.9 13.6

役所 12.9 5.4 11.4

公共施設 10.9 13.5 9.1

お店 19.7 14.9 9.1

近所 13.6 8.1 11.4

その他 4.1 2.7 2.3

無回答 15.6 24.3 13.6

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-6 障害があることで嫌な思いをした場所はどこか（身体障害の種別） クロス集計 

身体障害種別では、視覚障害のある方は「お店」、聴覚・平衡機能障害のある方は「病院」、音声・言語・そし

ゃく機能障害のある方は「役所」が多くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 
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男性全体
（n=239）

18歳未満
（n=30）

18～39歳
（n=30）

40～64歳
（n=73）

65～74歳
（n=43）

75歳以上
（n=50）

通所先または入所先 13.4 10.0 26.7 9.6 7.0 18.0

学校・幼稚園・保育所 10.0 53.3 16.7 2.7 0.0 0.0

職場 15.9 3.3 30.0 32.9 7.0 0.0

家庭 12.1 13.3 13.3 16.4 14.0 6.0

病院 22.2 26.7 10.0 24.7 18.6 28.0

交通機関 9.6 13.3 3.3 9.6 2.3 10.0

役所 13.4 6.7 6.7 9.6 23.3 18.0

公共施設 16.3 30.0 10.0 12.3 14.0 16.0

お店 17.6 30.0 16.7 15.1 25.6 12.0

近所 12.1 20.0 6.7 8.2 16.3 16.0

その他 3.8 3.3 6.7 1.4 4.7 4.0

無回答 13.0 10.0 3.3 4.1 16.3 28.0

女性全体
（n=222）

18歳未満
（n=9）

18～39歳
（n=38）

40～64歳
（n=67）

65～74歳
（n=26）

75歳以上
（n=68）

通所先または入所先 9.5 11.1 10.5 9.0 3.8 11.8

学校・幼稚園・保育所 9.9 55.6 26.3 4.5 0.0 0.0

職場 15.3 0.0 31.6 28.4 11.5 0.0

家庭 11.3 0.0 10.5 19.4 3.8 10.3

病院 18.5 22.2 18.4 19.4 19.2 17.6

交通機関 15.8 22.2 18.4 14.9 15.4 13.2

役所 9.9 0.0 18.4 10.4 15.4 5.9

公共施設 8.6 33.3 7.9 6.0 15.4 4.4

お店 16.2 22.2 15.8 16.4 19.2 13.2

近所 11.3 0.0 13.2 13.4 11.5 10.3

その他 3.6 0.0 2.6 1.5 11.5 1.5

無回答 16.7 0.0 7.9 7.5 23.1 30.9

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-7 障害があることで嫌な思いをした場所はどこか（性別・年齢別） クロス集計 

特に「公共施設」で男性の方が割合が高く、「交通機関」では女性の方が割合が高くなっています。

いずれも１８歳未満で高くなっています。 

「通所先または入所先」では 18～39 歳で、「病院」では 75 歳以上で、「役所」では 65 歳以上で

男性の方が女性より嫌な思いをする割合が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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22.0 

34.6 

5.1 

6.4 

31.9 

0 20 40 60

いじめ、からかい等

障害に理解のない対応

駐車場、トイレ等、設備上の問題

迷惑そうにされた・嫌な顔をされた

軽く扱われた

その他

（単位 : ％）

（n=295）

Q 32-2. 「嫌な思い」とはどのような内容か 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  ● 「その他」の主な記載内容 
 

「その他」の記載内容 障害種別 

・入院した時、目が悪いことが伝わってなかった。 視覚 

・視覚障害のため、みんなとなかなか話できない。 〃 

・嫌な思い。他人からではなく、自分自身で視覚障害の歯痒さ。 〃 

・文字が小さく見えにくい。 〃 

・相手の会話が聞き取れないため、つい高圧的な態度をとってしまい、意思疎通

がうまく取れない。 
聴覚・平衡機能 

・聴覚の障害なので、聞き返すことが多く、うるさがられる。 〃 

・相手の声の高低により聞き取れない時がある（音感性難聴）。また、マスクしてい

る人が多いので、聞き取れない時が多い。 
〃 

・意思の伝達がうまくできない。 音声・言語 

・言葉が通じないことが時々ある。 〃 

・仕事で重い物をなるべく持たないようにしているが、いつも他の人を頼ること

が悪いように思い、無理をして、その後、痛みや疲れが激しかったことが何度も

ある。 

肢体不自由 

・トイレがどうしても時間がかかってしまうので、数のあるトイレの場所でないと、

何度もドアをノックされ、あせってしまう。 
内部機能 

 

 

 図表 9-8 「嫌な思い」とはどのような内容か 単純集計 

「障害に理解のない対応」について、嫌な思いをした方が最も多く 34.6％、 

次いで「いじめ、からかい等」が 22.0％となっています。 

一つ前のＱ31 で「１．ある」と回答された方におたずねします。 

（２）それは、どのような内容でしたか。 

質問文 

（※）具体的な内容は下表参照。 
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視覚障害
（n=18）

聴覚
平衡機能障害

（n=33）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=12）

いじめ、からかい等 0.0 18.2 33.3

障害に理解のない対応 27.8 21.2 8.3

駐車場、トイレ等、設備上の問題 5.6 3.0 0.0

迷惑そうにされた・嫌な顔をされた・軽く扱われた 11.1 6.1 8.3

その他 55.6 51.5 50.0

肢体不自由
（n=90）

内部機能障害
（n=37）

不明
（n=24）

いじめ、からかい等 18.9 16.2 25.0

障害に理解のない対応 35.6 35.1 29.2

駐車場、トイレ等、設備上の問題 11.1 10.8 0.0

迷惑そうにされた・嫌な顔をされた・軽く扱われた 5.6 5.4 0.0

その他 28.9 32.4 45.8

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

18.1 

33.5 

6.9 

6.4 

35.1 

25.0

36.7

6.7

6.7

25.0

30.9

37.2

1.1

5.3

25.5

0 20 40 60

いじめ、からかい等

障害に理解のない対応

駐車場、トイレ等、設備上の問題

迷惑そうにされた・嫌な顔をされた

軽く扱われた

その他

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 62）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 78）

… 身体障害者手帳

（n = 201）

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-9 「嫌な思い」とはどのような内容か（保有手帳の種別） クロス集計 

「いじめ、からかい等」で嫌な思いをした方は、精神障害者保健福祉手帳を持っている方で 

比較的多くなっています。 

 図表 9-10 「嫌な思い」とはどのような内容か（身体障害の種別） クロス集計 

「いじめ、からかい等」で嫌な思いをした方は、音声・言語・そしゃく機能障害のある方が他の障害の

方と比べて多くなっています。「障害に理解のない対応」は、肢体不自由、内部機能障害のある方で

多くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 



調査結果（9. 人権・権利擁護） 

85 
 

56.2

38.3

5.5

（単位 : ％）

（n=473）

相談した

無回答

相談しなかった

Q 32-3. 「嫌な思い」について誰かに相談したか（単一回答） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 図表 9-11 「嫌な思い」について誰かに相談したか 単純集計 

相談した方は 56.2％、相談しなかった方は 38.3％となっています。 

一つ前のＱ31 で「１．ある」と回答された方におたずねします。 

（３）嫌な思いをしたり、配慮してもらえなかったとき、誰かに相談しましたか。（１つに○） 

質問文 
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56.7 

44.8 

51.7 

45.5 

57.8 

59.5 

68.2 

61.1 

60.7 

36.8 

48.3 

34.5 

40.9 

37.4 

35.1 

29.5 

36.8 

37.0 

6.4 

6.9 

13.8 

13.6 

4.8 

5.4 

2.3 

2.1 

2.2 

0 20 40 60 80 100

視覚障害

（n=29）

聴覚

平衡機能障害

（n=58）

音声・言語

そしゃく機能障害

（n=22）

肢体不自由

（n=147）

内部機能障害

（n=74）

不明

（n=44）

（単位 : ％）

療育手帳

（n=95）

精神障害者保健福祉手帳

（n=135）

身体障害手帳

（n=326）

相談した 相談しなかった 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-12 「嫌な思い」について誰かに相談したか（保有手帳の種別・身体障害の種別） クロス集計 

視覚障害のある方、次いで音声・言語・そしゃく機能障害のある方は相談した割合が低くなって

います。 
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49.4 

53.3 

56.7 

39.7 

48.8 

50.0 

63.1 

77.8 

63.2 

64.2 

53.8 

63.2 

45.6 

46.7 

43.3 

57.5 

48.8 

32.0 

31.1 

22.2 

31.6 

34.3 

34.6 

27.9 

5.0 

2.7 

2.3 

18.0 

5.9 

5.3 

1.5 

11.5 

8.8 

0 20 40 60 80 100

18歳未満

（n=30）

18～39歳

（n=30）

40～64歳

（n=73）

65～74歳

（n=43）

75歳以上

（n=50）

18歳未満

（n=9）

18～39歳

（n=38）

40～64歳

（n=67）

65～74歳

（n=26）

75歳以上

（n=68）

（単位 : ％）

相談した 無回答相談しなかった

男性

（n=239）

女性

（n=222）

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-13 「嫌な思い」について誰かに相談したか（性別・年齢別） クロス集計 

女性の方が相談する割合が高く、どの年齢層でも高くなっています。 

特に１８歳未満の女性は 77.8％が誰かに相談をしています。 
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65.4 

22.2 

2.3 

12.4 

9.0 

10.5 

1.1 

6.4 

7.1 

15.8 

7.5 

4.1 

3.8 

1.1 

0.4 

5.6 

3.0 

0 20 40 60 80

家族・親せき

友人・知人

民生委員・児童委員

福祉施設・作業所の職員

相談支援事業所の職員

介護保険のケアマネジャー

障害者団体・家族会の人

職場の人

学校・幼稚園・保育所の先生

医療機関の職員

市町村の職員

県の職員

警察の職員

人権擁護委員

法務局の職員

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=266）

Q 32-4. 「嫌な思い」について誰に相談したか（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-14 「嫌な思い」について誰に相談したか 単純集計 

相談先は「家族・親せき」が 65.4％と最も多く、次いで「友人・知人」が 22.2％、 

「医療機関の職員」が 15.8％、「福祉施設・作業所の職員」が 12.4％の順となっています。 

一つ前のＱ32-3 で「１．相談した」とお答えされた方におたずねします。 

誰に相談しましたか。（あてはまるもの全てに○） 

 

質問文 
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62.2 

25.4 

2.2 

10.8 

7.0 

15.1 

1.1 

6.5 

4.3 

11.9 

8.6 

3.2 

3.8 

1.1 

0.5 

6.5 

3.8 

63.8

20.7

3.4

19.0

15.5

3.4

1.7

8.6

19.0

22.4

12.1

5.2

1.7

1.7

0.0

6.9

3.4

59.8

22.0

3.7

14.6

17.1

6.1

0.0

7.3

8.5

30.5

6.1

4.9

6.1

2.4

1.2

4.9

2.4

0 20 40 60 80

家族・親せき

友人・知人

民生委員・児童委員

福祉施設・作業所の職員

相談支援事業所の職員

介護保険のケアマネジャー

障害者団体・家族会の人

職場の人

学校・幼稚園・保育所の先生

医療機関の職員

市町村の職員

県の職員

警察の職員

人権擁護委員

法務局の職員

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 58）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 82）

… 身体障害者手帳

（n = 185）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-15 「嫌な思い」について誰に相談したか（保有手帳の種別） クロス集計 

いずれの手帳を持っている方も、「家族・親せき」が最も多くなっています。 

２番目に多い相談相手として、身体障害者手帳を持っている方は「友人・知人」、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方は「医療機関の職員」となっています。 
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視覚障害
（n=13）

聴覚
平衡機能障害

（n=30）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=10）

家族・親せき 69.2 66.7 60.0

友人・知人 23.1 40.0 0.0

民生委員・児童委員 7.7 6.7 0.0

福祉施設・作業所の職員 30.8 10.0 10.0

相談支援事業所の職員 15.4 3.3 30.0

介護保険のケアマネジャー 7.7 6.7 10.0

障害者団体・家族会の人 0.0 0.0 0.0

職場の人 7.7 10.0 0.0

学校・幼稚園・保育所の先生 15.4 0.0 30.0

医療機関の職員 7.7 10.0 20.0

市町村の職員 7.7 10.0 20.0

県の職員 0.0 6.7 10.0

警察の職員 7.7 3.3 0.0

人権擁護委員 0.0 0.0 0.0

法務局の職員 0.0 0.0 0.0

その他 0.0 6.7 0.0

無回答 7.7 3.3 10.0

肢体不自由
（n=85）

内部機能障害
（n=44）

不明
（n=30）

家族・親せき 67.1 59.1 43.3

友人・知人 25.9 27.3 23.3

民生委員・児童委員 1.2 4.5 0.0

福祉施設・作業所の職員 8.2 11.4 13.3

相談支援事業所の職員 3.5 2.3 10.0

介護保険のケアマネジャー 22.4 13.6 6.7

障害者団体・家族会の人 2.4 0.0 0.0

職場の人 5.9 9.1 3.3

学校・幼稚園・保育所の先生 3.5 0.0 6.7

医療機関の職員 10.6 13.6 13.3

市町村の職員 7.1 13.6 6.7

県の職員 2.4 6.8 0.0

警察の職員 2.4 9.1 3.3

人権擁護委員 0.0 4.5 0.0

法務局の職員 0.0 2.3 0.0

その他 8.2 4.5 10.0

無回答 1.2 11.4 0.0

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 図表 9-16 「嫌な思い」について誰に相談したか（身体障害の種別） クロス集計 

「福祉施設・作業所の職員」に相談する割合は視覚障害のある方が最も高く、「友人・知人」に相談す

る割合は聴覚・平衡機能障害のある方が最も高くなっています。 

身
体
の
障
害
種
別 
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男性全体
（n=118）

18歳未満
（n=16）

18～39歳
（n=17）

40～64歳
（n=29）

65～74歳
（n=21）

75歳以上
（n=25）

家族・親せき 59.3 68.8 64.7 37.9 52.4 76.0

友人・知人 16.9 12.5 17.6 24.1 19.0 12.0

民生委員・児童委員 2.5 0.0 0.0 3.4 4.8 0.0

福祉施設・作業所の職員 16.1 12.5 29.4 20.7 14.3 8.0

相談支援事業所の職員 11.9 18.8 29.4 10.3 4.8 0.0

介護保険のケアマネジャー 9.3 0.0 0.0 3.4 23.8 12.0

障害者団体・家族会の人 2.5 0.0 0.0 3.4 9.5 0.0

職場の人 7.6 0.0 0.0 24.1 4.8 0.0

学校・幼稚園・保育所の先生 10.2 50.0 11.8 3.4 0.0 0.0

医療機関の職員 16.1 18.8 11.8 34.5 9.5 4.0

市町村の職員 11.0 18.8 5.9 6.9 14.3 12.0

県の職員 4.2 6.3 0.0 0.0 14.3 0.0

警察の職員 5.1 0.0 5.9 6.9 14.3 0.0

人権擁護委員 1.7 0.0 0.0 0.0 9.5 0.0

法務局の職員 0.8 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0

その他 7.6 6.3 0.0 13.8 4.8 8.0

無回答 4.2 0.0 0.0 3.4 14.3 4.0

女性全体
（n=140）

18歳未満
（n=7）

18～39歳
（n=24）

40～64歳
（n=43）

65～74歳
（n=14）

75歳以上
（n=43）

家族・親せき 70.0 71.4 66.7 72.1 57.1 79.1

友人・知人 25.7 0.0 12.5 39.5 35.7 23.3

民生委員・児童委員 2.1 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0

福祉施設・作業所の職員 10.0 14.3 8.3 11.6 7.1 9.3

相談支援事業所の職員 5.7 14.3 12.5 2.3 7.1 2.3

介護保険のケアマネジャー 12.1 0.0 0.0 9.3 28.6 20.9

障害者団体・家族会の人 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

職場の人 5.7 0.0 20.8 4.7 7.1 0.0

学校・幼稚園・保育所の先生 5.0 57.1 8.3 0.0 0.0 0.0

医療機関の職員 15.0 42.9 25.0 23.3 0.0 4.7

市町村の職員 4.3 0.0 4.2 7.0 0.0 4.7

県の職員 4.3 14.3 8.3 4.7 0.0 2.3

警察の職員 2.9 0.0 4.2 7.0 0.0 0.0

人権擁護委員 0.7 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0

法務局の職員 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 4.3 28.6 0.0 4.7 7.1 0.0

無回答 2.1 0.0 4.2 0.0 7.1 0.0

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-17 「嫌な思い」について誰に相談したか（性別・年齢別） クロス集計 

「家族・親せき」「友人・知人」に相談する割合は、女性の方が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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12.0 

35.3 

6.0 

16.5 

13.9 

16.2 

0 20 40 60

自分と相手との間に入って

調整してもらい、解決した

自分の話を聞いてもらい

だいたい納得した

自分と相手との間に入って

調整してもらったが解決しなかった

自分の話を聞いてもらったが

納得できなかった

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=266）

10.8 

37.3 

5.4 

16.2 

13.0 

17.3 

13.8

34.5

6.9

15.5

12.1

17.2

11.0

32.9

11.0

14.6

18.3

12.2

0 20 40 60

自分と相手との間に入って

調整してもらい、解決した

自分の話を聞いてもらい

だいたい納得した

自分と相手との間に入って

調整してもらったが解決しなかった

自分の話を聞いてもらったが

納得できなかった

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 58）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 82）

… 身体障害者手帳

（n = 185）

Q 32-5. 「嫌な思い」について相談した結果は（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-18 「嫌な思い」について相談した結果は 単純集計 

「解決した」「だいたい納得した」を合わせると 47.3％となっています。 

「解決しなかった」「納得できなかった」を合わせると 22.5％となっています。 

 図表 9-19 「嫌な思い」について相談した結果は（保有手帳の種別） クロス集計 

「自分と相手との間に入って調整してもらったが解決しなかった」と回答した割合は、 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方が最も高くなっています。 

二つ前のＱ32-3 で「１．相談した」とお答えされた方におたずねします。 

相談した結果、どうなりましたか。（１つに○） 

質問文 
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視覚障害
（n=13）

聴覚
平衡機能障害

（n=30）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=10）

自分と相手との間に入って
調整してもらい、解決した

15.4 20.0 20.0

自分の話を聞いてもらい
だいたい納得した

53.8 33.3 50.0

自分と相手との間に入って
調整してもらったが解決しなかった

7.7 3.3 0.0

自分の話を聞いてもらったが
納得できなかった

7.7 23.3 10.0

その他 0.0 3.3 0.0

無回答 15.4 16.7 20.0

肢体不自由
（n=85）

内部機能障害
（n=44）

不明
（n=30）

自分と相手との間に入って
調整してもらい、解決した

10.6 11.4 3.3

自分の話を聞いてもらい
だいたい納得した

29.4 38.6 53.3

自分と相手との間に入って
調整してもらったが解決しなかった

9.4 4.5 3.3

自分の話を聞いてもらったが
納得できなかった

18.8 9.1 10.0

その他 12.9 11.4 23.3

無回答 18.8 25.0 6.7

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-20 「嫌な思い」について相談した結果は（身体障害の種別） クロス集計 

「解決した」「だいたい納得した」を合わせた割合は、視覚障害、音声・言語・そしゃく機能障害の 

ある方が高く、「解決しなかった」「納得できなかった」を合わせた割合は肢体不自由、 

聴覚・平衡機能障害のある方が高くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 
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男性全体
（n=118）

18歳未満
（n=16）

18～39歳
（n=17）

40～64歳
（n=29）

65～74歳
（n=21）

75歳以上
（n=25）

自分と相手との間に入って
調整してもらい、解決した

12.7 18.8 11.8 13.8 4.8 16.0

自分の話を聞いてもらい
だいたい納得した

33.1 25 23.5 41.4 33.3 36.0

自分と相手との間に入って
調整してもらったが解決しなかった

8.5 25 11.8 6.9 4.8 0.0

自分の話を聞いてもらったが
納得できなかった

18.6 12.5 29.4 10.3 19.0 28.0

その他 14.4 12.5 23.5 24.1 9.5 0.0

無回答 12.7 6.3 0.0 3.4 28.6 20.0

女性全体
（n=140）

18歳未満
（n=7）

18～39歳
（n=24）

40～64歳
（n=43）

65～74歳
（n=14）

75歳以上
（n=43）

自分と相手との間に入って
調整してもらい、解決した

12.1 28.6 12.5 7.0 14.3 16.3

自分の話を聞いてもらい
だいたい納得した

35.7 42.9 25.0 41.9 28.6 41.9

自分と相手との間に入って
調整してもらったが解決しなかった

3.6 0.0 8.3 2.3 0.0 4.7

自分の話を聞いてもらったが
納得できなかった

15.0 0.0 25.0 9.3 7.1 11.6

その他 13.6 0.0 16.7 20.9 14.3 7.0

無回答 20.0 28.6 12.5 18.6 35.7 18.6

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-21 「嫌な思い」について相談した結果は（性別・年齢別） クロス集計 

「解決しなかった」「納得できなかった」と回答した割合は、 

ほとんどの年齢層で男性の方が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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20.4 

21.0 

15.5 

15.5 

59.7 

12.7 

7.2 

0 20 40 60

相談する先がなかったから

どこに相談したらよいかわからなかったから

相談したくなかったから

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから

相談しても、解決できないと思ったから

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=181）

14.2 

15.0 

16.7 

12.5 

59.2 

11.7 

10.0 

31.4

40.0

14.3

22.9

65.7

17.1

2.9

26.0

20.0

16.0

18.0

52.0

14.0

4.0

0 20 40 60 80

相談する先がなかったから

どこに相談したらよいかわからなかったから

相談したくなかったから

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから

相談しても、解決できないと思ったから

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 35）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 50）

… 身体障害者手帳

（n = 120）

Q 32-6. 「嫌な思い」について相談しなかった理由（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-22 「嫌な思い」について相談しなかった理由 単純集計 

「相談しても、解決できないと思ったから」が 59.7％と最も多く、 

次いで「どこに相談したらよいかわからなかったから」が 21.0％となっています。 

 

 図表 9-23 「嫌な思い」について相談しなかった理由（保有手帳の種別） クロス集計 

「相談しても、解決できないと思ったから」以外では、 

療育手帳を持っている方は「どこに相談したらよいかわからなかった」が多く、 

精神障害者保健福祉手帳の方は「相談する先がなかったから」多くなっています。 

三つ前のＱ32-3 で「２．相談しなかった」とお答えされた方におたずねします。 

相談しなかったのはなぜですか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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視覚障害
（n=14）

聴覚
平衡機能障害

（n=20）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=9）

相談する先がなかったから 28.6 30.0 0.0

どこに相談したらよいかわからなかったから 21.4 20.0 0.0

相談したくなかったから 7.1 25.0 22.2

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから 0.0 30.0 0.0

相談しても、解決できないと思ったから 50.0 60.0 77.8

その他 0.0 10.0 22.2

無回答 14.3 10.0 0.0

肢体不自由
（n=55）

内部機能障害
（n=26）

不明
（n=13）

相談する先がなかったから 7.3 15.4 7.7

どこに相談したらよいかわからなかったから 12.7 15.4 15.4

相談したくなかったから 14.5 11.5 30.8

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから 9.1 23.1 0.0

相談しても、解決できないと思ったから 60.0 76.9 38.5

その他 18.2 7.7 7.7

無回答 10.9 3.8 7.7

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-24 「嫌な思い」について相談しなかった理由（身体障害の種別） クロス集計 

「相談しても、解決できないと思ったから」は、どの障害種別（不明除く）でも５割以上あり、 

特に音声・言語・そしゃく機能障害の方は 77.8%と多くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 
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男性全体
（n=109）

18歳未満
（n=14）

18～39歳
（n=13）

40～64歳
（n=42）

65～74歳
（n=21）

75歳以上
（n=16）

相談する先がなかったから 22.0 35.7 46.2 16.7 14.3 12.5

どこに相談したらよいかわからなかったから 22.0 35.7 30.8 23.8 4.8 12.5

相談したくなかったから 16.5 21.4 30.8 14.3 9.5 18.8

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから 13.8 21.4 23.1 9.5 14.3 6.3

相談しても、解決できないと思ったから 65.1 78.6 61.5 73.8 47.6 56.3

その他 10.1 14.3 7.7 9.5 14.3 6.3

無回答 7.3 0.0 0.0 2.4 14.3 25.0

女性全体
（n=69）

18歳未満
（n=2）

18～39歳
（n=12）

40～64歳
（n=23）

65～74歳
（n=9）

75歳以上
（n=19）

相談する先がなかったから 18.8 50.0 16.7 21.7 22.2 15.8

どこに相談したらよいかわからなかったから 20.3 0.0 25.0 21.7 11.1 26.3

相談したくなかったから 13.0 0.0 16.7 8.7 0.0 15.8

話を聞いてもらえるかどうか、不安だったから 18.8 0.0 16.7 21.7 11.1 26.3

相談しても、解決できないと思ったから 50.7 50.0 41.7 60.9 44.4 52.6

その他 17.4 50.0 25.0 8.7 33.3 5.3

無回答 7.2 0.0 8.3 4.3 0.0 15.8

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 図表 9-25 「嫌な思い」について相談しなかった理由（性別・年齢別） クロス集計 

「相談しても、解決できないと思ったから」の割合はどの年齢層でも男性の方が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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51.7 

34.0 

17.5 

33.1 

26.6 

31.4 

4.0 

18.8 

0 20 40 60 80

学校での教育

行政、企業などでの職員研修

住民向け講演会・研修会

障害のある人とない人との交流

広報・啓発

障害者雇用の推進

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

49.3 

32.2 

16.4 

29.9 

26.7 

29.4 

3.6 

20.7 

60.5

36.2

21.6

48.8

22.9

34.6

5.6

14.0

49.7

39.8

17.6

39.5

27.5

39.2

6.5

16.0

0 20 40 60 80

学校での教育

行政、企業などでの職員研修

住民向け講演会・研修会

障害のある人とない人との交流

広報・啓発

障害者雇用の推進

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 33. 障害を理由とする差別をなくすために必要なこと（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-26 障害を理由とする差別をなくすために必要なこと 単純集計 

「学校での教育」が 51.7％で最も多く、次いで「行政、企業などでの職員研修」が 34.0％、 

「障害のある人とない人の交流」が 33.1％、「障害者雇用の推進」が 31.4％となっています。 

 図表 9-27 障害を理由とする差別をなくすために必要なこと（保有手帳の種別） クロス集計 

療育手帳を持っている方は「学校での教育」「障害のある人とない人との交流」で他の手帳の方より

も高い割合となっています。精神障害者保健福祉手帳の方は「行政、企業などでの職員研修」「障害

者雇用の推進」で他の手帳の方よりも高い割合となっています。 

全ての方におたずねします。障害を理由とする差別をなくすためには、どのようなことが

必要と思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害

（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

学校での教育 43.7 49.0 62.1

行政、企業などでの職員研修 31.1 34.8 43.9

住民向け講演会・研修会 20.4 19.7 18.2

障害のある人とない人との交流 35.9 32.3 48.5

広報・啓発 31.1 30.8 33.3

障害者雇用の推進 26.2 27.8 36.4

その他 7.8 5.1 3.0

無回答 28.2 24.2 12.1

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

学校での教育 50.3 51.0 37.1

行政、企業などでの職員研修 35.8 29.9 17.1

住民向け講演会・研修会 16.1 18.1 9.3

障害のある人とない人との交流 31.8 25.5 25.7

広報・啓発 25.3 30.3 12.1

障害者雇用の推進 29.4 31.6 23.6

その他 4.2 2.7 2.9

無回答 18.8 19.0 32.1

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-28 障害を理由とする差別をなくすために必要なこと（身体障害の種別） クロス集計 

音声・言語・そしゃく機能障害のある方は、「学校での教育」「行政、企業などでの職員研修」「障害の

ある人とない人との交流」で、他の障害の方よりも特に割合が高くなっています。 

身
体
障
害
の
種
別 
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男性全体
（n=958）

18歳未満
（n=58）

18～39歳
（n=97）

40～64歳
（n=219）

65～74歳
（n=202）

75歳以上
（n=346）

学校での教育 50.4 81.0 55.7 52.5 52.0 42.5

行政、企業などでの職員研修 33.6 48.3 39.2 39.3 35.1 25.1

住民向け講演会・研修会 17.3 20.7 17.5 15.1 21.8 13.9

障害のある人とない人との交流 31.9 50.0 54.6 32.9 25.7 26.0

広報・啓発 27.8 31.0 17.5 25.6 34.2 28.0

障害者雇用の推進 32.9 43.1 43.3 40.2 38.1 21.1

その他 3.9 6.9 7.2 4.6 2.5 3.2

無回答 17.7 5.2 8.2 10.0 14.4 28.3

女性全体
（n=1031）

18歳未満
（n=25）

18～39歳
（n=95）

40～64歳
（n=190）

65～74歳
（n=189）

75歳以上
（n=472）

学校での教育 53.2 84.0 64.2 58.9 55.6 47.9

行政、企業などでの職員研修 34.4 28.0 43.2 44.2 37.0 30.3

住民向け講演会・研修会 17.7 12.0 24.2 16.8 12.7 19.9

障害のある人とない人との交流 34.5 56.0 45.3 46.8 33.9 27.3

広報・啓発 25.2 20.0 31.6 28.4 28.6 23.7

障害者雇用の推進 30.6 40.0 45.3 40.5 32.8 23.5

その他 4.2 8.0 9.5 4.7 4.2 2.3

無回答 19.7 8.0 3.2 8.9 20.1 27.1

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 9-29 障害を理由とする差別をなくすために必要なこと（性別・年齢別） クロス集計 

「学校での教育」「障害のある人とない人との交流」は、 

ほぼどの年齢層でも女性の方が割合が高くなっています。 

「障害のある人とない人との交流」については 18～39 歳の男性の方が高くなっています。 

男
性

・
年
齢
別 

女
性

・
年
齢
別 
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10. 災害等緊急時の状況 
  
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

● 避難できない理由は「移動が難しいため」が最も多く 71.3％、次いで「介助者が周りにいないため」が

27.6％、「避難場所が遠いため」が 25.7％となっている。（p.104） 

 

● 身体障害者手帳を持っている方の避難できない理由は、「移動が難しいため」の割合が特に高く、療育

手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方は、比較的「避難場所がわからないため」「緊急時という

判断がつかないため」の割合が高い。（p.105） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「一人で避難できる」方が 30.2％、「支援を受けながら避難できる環境にある」方が

34.3％、「避難できない」方が１２．８％となっています。  

 

・視覚障害のある方で、「避難できない」と答えた割合は 20.4％となっており、他の障害の方

よりも高くなっています。 

 

・災害発生時には「避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援」が必要であると最も多

くの方が回答しています。 

 

本節のポイント 
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30.2

34.3

12.8

17.6

5.1

（単位 : ％）

（n=2035）

一人で避難できる

避難できない

わからない

無回答

支援を受けながら

避難できる環境にある

Q 34. 一人で避難所に避難できるか（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 10-1 一人で避難所に避難できるか 単純集計 

「一人で避難できる」が 30.2％、「支援を受けながら避難できる環境にある」が 34.3％、 

「避難できない」が１２．８％となっています。 

あなたは、災害等の緊急時に、一人でまたは支援を受けながら、安全に避難できる環境に

ありますか。（１つに○） 

質問文 
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30.3 

11.7 

19.7 

22.7 

23.8 

41.9 

31.4 

22.9 

31.5 

32.8 

38.8 

36.4 

47.0 

37.5 

25.7 

27.9 

44.9 

31.5 

14.0 

20.4 

15.2 

16.7 

17.9 

12.4 

9.3 

10.0 

12.3 

17.2 

18.4 

24.2 

10.6 

16.4 

15.0 

18.6 

16.9 

19.1 

5.6 

10.7 

4.5 

3.0 

4.4 

5.0 

12.9 

5.3 

5.6 

0 20 40 60 80 100

視覚障害

（n=103）

聴覚

平衡機能障害

（n=198）

音声・言語

そしゃく機能障害

（n=66）

肢体不自由

（n=720）

内部機能障害

（n=525）

不明

（n=140）

（単位 : ％）

療育手帳

（n=301）

精神障害者保健福祉手帳

（n=324）

身体障害手帳

（n=1611）

一人で避難できる

支援を受けながら

避難できる環境にある 避難できない

わからない

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 10-2 一人で避難所に避難できるか（保有手帳の種別・身体障害の種別） クロス集計 

 視覚障害のある方で、「避難できない」と答えた割合は 20.4％となっており、他の障害の方よりも

高くなっています。 
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71.3 

27.6 

25.7 

15.3 

12.6 

13.0 

9.2 

2.7 

0 20 40 60 80

移動が難しいため

介助者が周りにいないため

避難場所が遠いため

避難場所がわからないため

緊急時に情報を得る手段がないため

緊急時という判断がつかないため

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=261）

Q 35. 避難できない理由（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 10-3 避難できない理由 単純集計 

「移動が難しいため」が最も多く 71.3％、次いで「介助者が周りにいないため」が 27.6％、 

「避難場所が遠いため」が 25.7％となっています。 

一つ前のＱ34 で「３．避難できない」とお答えいただいた方におたずねします。 

避難できない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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身体障害者
手帳

（n=226）

療育手帳
（n=30）

精神障害者
保健福祉手帳

（n=40）

移動が難しいため 74.8 53.3 50.0

介助者が周りにいないため 28.8 33.3 22.5

避難場所が遠いため 26.1 20.0 17.5

避難場所がわからないため 13.3 26.7 40.0

緊急時に情報を得る手段がないため 11.9 16.7 22.5

緊急時という判断がつかないため 10.6 33.3 30.0

その他 9.7 20.0 10.0

無回答 2.7 0.0 0.0

視覚障害
（n=21）

聴覚
平衡機能障害

（n=30）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=11）

移動が難しいため 85.7 73.3 81.8

介助者が周りにいないため 33.3 33.3 27.3

避難場所が遠いため 28.6 33.3 27.3

避難場所がわからないため 9.5 20.0 9.1

緊急時に情報を得る手段がないため 9.5 23.3 9.1

緊急時という判断がつかないため 9.5 20.0 9.1

その他 4.8 10.0 9.1

無回答 0.0 0.0 0.0

肢体不自由
（n=129）

内部機能障害
（n=65）

不明
（n=13）

移動が難しいため 76.0 86.2 53.8

介助者が周りにいないため 24.0 27.7 53.8

避難場所が遠いため 27.1 21.5 15.4

避難場所がわからないため 10.9 13.8 23.1

緊急時に情報を得る手段がないため 7.8 13.8 30.8

緊急時という判断がつかないため 6.2 10.8 23.1

その他 10.9 9.2 0.0

無回答 4.7 0.0 0.0

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

1 2 3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 図表 10-4 避難できない理由（保有手帳の種別・身体障害の種別） クロス集計 

身体障害者手帳を持っている方の避難できない理由は、「移動が難しいため」の割合が特に高く、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳の方は、比較的「避難場所がわからないため」「緊急時という判断がつかな

いため」の割合が高くなっています。身体障害種別では、視覚障害、音声・言語・そしゃく機能障害、内部

機能障害のある方で、「移動が難しいため」と回答した割合が高くなっています。 

保
有
手
帳
の
種
別 

身
体
障
害
の
種
別 
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27.8 

47.2 

28.4 

8.9 

22.7 

24.9 

31.3 

2.0 

14.5 

0 20 40 60

障害特性に応じた情報提供

避難所など安全な場所への誘導や

介助などの支援

避難所の建物・設備などの整備、バリアフリー化

人工呼吸器など医療機器の電源の確保

避難所での介護や

コミュニケーションなどの人的支援

障害のある人を対象とした避難所の確保

医療的ケアの充実と医薬品などの提供

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 36. 災害発生時や避難所での生活に必要なもの（最大 3 つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 10-5 災害発生時や避難所での生活に必要なもの 単純集計 

「避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援」が 47.2％で最も多く、 

次いで「医療的ケアの充実と医薬品などの提供」が 31.3％、 

「避難所の建物・設備などの整備、バリアフリー化」が 28.4％となっています。 

あなたは、地震や台風などの災害時に何が必要だと思いますか。（最大３つまで○） 質問文 
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身体障害者
手帳

（n=1611）

療育手帳
（n=301）

精神障害者
保健福祉手帳
（n=324）

障害特性に応じた情報提供 26.0 33.9 30.9

避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援 47.7 44.5 38.9

避難所の建物・設備などの整備、バリアフリー化 29.7 24.6 18.8

人工呼吸器など医療機器の電源の確保 9.6 8.3 4.3

避難所での介護やコミュニケーションなどの人的支援 22.2 24.6 24.1

障害のある人を対象とした避難所の確保 24.8 26.2 26.9

医療的ケアの充実と医薬品などの提供 31.7 21.3 35.8

その他 1.9 2.3 3.4

無回答 14.6 17.3 15.4

視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害

（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

障害特性に応じた情報提供 30.1 39.9 24.2

避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援 55.3 49.0 48.5

避難所の建物・設備などの整備、バリアフリー化 24.3 24.2 25.8

人工呼吸器など医療機器の電源の確保 6.8 4.0 10.6

避難所での介護やコミュニケーションなどの人的支援 21.4 30.8 34.8

障害のある人を対象とした避難所の確保 21.4 22.7 37.9

医療的ケアの充実と医薬品などの提供 25.2 21.7 28.8

その他 0.0 2.0 0.0

無回答 24.3 16.7 12.1

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

障害特性に応じた情報提供 21.1 27.2 23.6

避難所など安全な場所への誘導や介助などの支援 53.8 40.6 35.7

避難所の建物・設備などの整備、バリアフリー化 37.4 26.3 23.6

人工呼吸器など医療機器の電源の確保 7.4 16.2 2.9

避難所での介護やコミュニケーションなどの人的支援 23.2 17.5 17.1

障害のある人を対象とした避難所の確保 28.3 21.3 25.7

医療的ケアの充実と医薬品などの提供 28.5 42.3 22.1

その他 1.5 2.1 5.0

無回答 12.9 13.7 22.9

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

1 2 3

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 図表 10-6 クロス集計 

身体障害種別では、「障害特性に応じた情報提供」は視覚障害、聴覚・平衡機能障害のある方で割合

が高くなっています。 

「避難所の建物、設備などの整備、バリアフリー化」は肢体不自由のある方で高くなっています。 

「医療的ケアの充実と医薬品などの提供」「人工呼吸器など医療機器の電源の確保」は内部機能障害

のある方で割合が高くなっています。 

「避難所での介護やコミュニケーションなどの人的支援」は聴覚・平衡機能障害、音声・言語・そしゃく

機能障害のある方で割合が高くなっています。 

「障害のある人を対象とした避難所の確保」では音声・言語・そしゃく機能障害のある方で割合が高

くなっています。 

保
有
手
帳
の
種
別 

身
体
障
害
の
種
別 
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8.6 0.9

49.5

28.6

12.3

（単位 : ％）

（n=2035）

障害福祉サービスの

利用が減少した

特に影響を受けて

いない

無回答

障害福祉サービスの

利用が増加した

障害福祉サービス

を利用していない

11. 新型コロナウイルス感染症 
 
 

 

 

 

 

● 療育手帳を持っている方で、障害福祉サービスの利用が減少した割合が高い（p.109） 

● 困っていることは、療育手帳を持っている方で障害福祉サービスの利用が減少したこと、精神障害者 

保健福祉手帳の方で心身の健康状態が悪化したことの割合が高くなっています。 （p.111） 
 
 
 

Q 37. コロナ禍が与えた障害福祉サービスの利用に対する影響（単一回答） 

 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

・新型コロナウイルス感染症流行下において、障害福祉サービスの利用が減少した方が 8.6％、

特に影響を受けていない方が 49.5％となっています。 

 

・困っていることは「外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した」と答えた方が 35.0％

となっています。 

 図表 11-1 コロナ禍が与えた障害福祉サービスの利用に対する影響 単純集計 

障害福祉サービスの利用が減少した方が 8.6％、増加した方が 0.9％、 

特に影響を受けていない方が 49.5％となっています。 

本節のポイント 

新型コロナウイルス感染症の拡大によって障害福祉サービスの利用に、どのような影響を

受けましたか。（１つに○） 

質問文 
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7.0 

14.6 

7.1 

16.7 

9.0 

4.4 

5.7 

20.3 

10.8 

0.9 

1.9 

1.0 

0.4 

0.6 

2.9 

2.3 

0.9 

49.5 

36.9 

49.5 

51.5 

50.0 

53.7 

46.4 

50.5 

49.4 

29.4 

36.9 

26.8 

25.8 

28.6 

29.3 

20.0 

17.9 

27.2 

13.3 

9.7 

15.7 

6.1 

11.9 

12.0 

25.0 

9.0 

11.7 

0 20 40 60 80 100

視覚障害

（n=103）

聴覚

平衡機能障害

（n=198）

音声・言語

そしゃく機能障害

（n=66）

肢体不自由

（n=720）

内部機能障害

（n=525）

不明

（n=140）

（単位 : ％）

療育手帳

（n=301）

精神障害者保健福祉手帳

（n=324）

身体障害手帳

（n=1611）

障害福祉サービス

の利用が減少した

障害福祉サービス

を利用していない 無回答

障害福祉サービス

の利用が増加した

特に影響を

受けていない

 

 

 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 11-2  クロス集計 

療育手帳を持っている方で、障害福祉サービスの利用が減少した割合が高くなっています。 

身体障害種別では視覚障害、音声・言語・そしゃく機能障害のある方で障害福祉サービスの利用が

減少した割合が高くなっています。 
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7.1 

8.4 

5.1 

6.6 

1.3 

35.0 

9.3 

3.4 

37.2 

13.8 

0 10 20 30 40

障害福祉サービスの利用が減少した

医療機関への受診の機会が減少した

家族や親戚等による

介助・支援が減少した

収入が減少した

就学の機会が減少した

外出や余暇活動、友人と

会う機会などが減少した

心身の健康状態が悪化した

その他

特に困っていない

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 38. コロナ禍で困っていることは何か（複数回答） 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 11-3 コロナ禍で困っていることは何か 単純集計 

「特に困っていない」が 37.2％、「外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した」が 35.0％、

「心身の健康状態が悪化した」が 9.3％、 

「医療機関への受診の機会が減少した」が 8.4％の順となっています。 

新型コロナウイルス感染症の拡大によって、困っていること（困ったこと）は何ですか。

（あてはまるもの全てに○） 

質問文 
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身体障害者
手帳

（n=1611）

療育手帳
（n=301）

精神障害者
保健福祉手帳
（n=324）

障害福祉サービスの利用が減少した 5.9 17.9 9.0

医療機関への受診の機会が減少した 8.6 7.0 9.0

家族や親戚等による介助・支援が減少した 5.5 4.0 3.1

収入が減少した 6.3 8.0 8.3

就学の機会が減少した 0.7 4.7 2.8

外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した 32.7 42.9 36.1

心身の健康状態が悪化した 8.5 7.0 14.8

その他 3.1 2.7 4.9

特に困っていない 38.5 33.9 34.6

無回答 15.1 9.0 10.8

視覚障害
（n=103）

聴覚
平衡機能障害

（n=198）

音声・言語
そしゃく機能障害

（n=66）

障害福祉サービスの利用が減少した 9.7 4.5 13.6

医療機関への受診の機会が減少した 7.8 11.1 13.6

家族や親戚等による介助・支援が減少した 7.8 7.1 4.5

収入が減少した 4.9 8.1 6.1

就学の機会が減少した 1.0 1.0 1.5

外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した 37.9 39.4 40.9

心身の健康状態が悪化した 10.7 10.6 7.6

その他 5.8 7.1 6.1

特に困っていない 31.1 35.4 39.4

無回答 16.5 11.1 4.5

肢体不自由
（n=720）

内部機能障害
（n=525）

不明
（n=140）

障害福祉サービスの利用が減少した 6.5 4.0 9.3

医療機関への受診の機会が減少した 9.0 7.6 6.4

家族や親戚等による介助・支援が減少した 5.7 5.1 2.9

収入が減少した 6.0 7.0 6.4

就学の機会が減少した 0.7 0.2 1.4

外出や余暇活動、友人と会う機会などが減少した 33.9 32.6 17.9

心身の健康状態が悪化した 8.9 9.1 5.7

その他 3.2 2.9 2.9

特に困っていない 37.9 39.4 40.7

無回答 13.6 14.9 26.4

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

1 2 3

 

 

 

 

 
   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 11-4 コロナ禍で困っていることは何か（保有手帳の種別・身体障害の種別） クロス集計 

保
有
手
帳
の
種
別 

身
体
障
害
の
種
別 

療育手帳を持っている方で障害福祉サービスの利用が減少した割合が高く、精神障害者保健福祉

手帳の方で心身の健康状態が悪化した割合が高くなっています。 

身体障害種別では、音声・言語・そしゃく機能障害のある方で「外出や余暇活動、友人と会う機会な

どが減少した」との割合が最も高くなっています。 



調査結果（12. 障害のある方への取組） 

112 
 

12. 障害のある方への取組 
  
 

 

 
 

● 身体障害者手帳を持っている方は「医療費・介護費の負担軽減」が特に多い。「医療費・介護費の負担軽

減」の他には、療育手帳の方で「企業などの働く場」「住まいの場（グループホーム）」が、精神障害者保健

福祉手帳の方では「企業などの働く場」「障害の正しい理解を広める取組」も多くなっている。（p.115） 

 

● 自由記述欄では障害福祉サービスに対する要望が多く見られた。（p.120） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後充実させて欲しいことは「医療費・介護費の負担軽減」が 24.8％と最も多く、前回調査と

比較しても増えています。次いで「住まいで受けられる訪問サービス」と「災害時の支援」がと

もに 12.7％となっています。 

本節のポイント 



調査結果（12. 障害のある方への取組） 

113 
 

6.0 

9.6 

8.6 

2.6 

4.6 

2.8 

12.7 

7.9 

5.7 

0.9 

3.0 

24.8 

7.5 

8.6 

8.2 

4.0 

1.5 

12.7 

10.1 

8.3 

6.1 

12.9 

1.8 

18.5 

0 10 20 30

住まいの場（グループホーム）

住まいの場（入所施設）

企業などの働く場

働くための訓練の場

作業工賃

日中活動の場

住まいで受けられる訪問サービス

相談の場

余暇活動の場

教育を受ける場

当事者どうしの情報交換、交流の場

医療費・介護費の負担軽減

通学、通勤、通院のための移動手段

道路、建物、交通機関のバリアフリー

公共交通機関、公共施設の割引

意思伝達、意思疎通支援

成年後見制度

災害時の支援

活用できる制度などの情報提供

障害の正しい理解を広める取組

障害を理由とする差別の解消

特にない

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 39. 今後、生活するうえで、充実させてほしいこと（最大 3 つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 図表 12-1 今後、生活するうえで、充実させてほしいこと 単純集計 

「医療費・介護費の負担軽減」が 24.8％で最も多く、次いで「住まいで受けられる訪問サービス」と

「災害時の支援」がともに 12.7％となっています。 

あなたが今後生活するうえで、充実させてほしいと思うことは何ですか。 

（最大３つまで○） 

質問文 
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4.6

6.6

1.1

2.5

20.4

10.9

12.5

8.9

4.1

1.3

13.0

8.0

11.3

5.5

11.8

2.1

14.5

0 10 20 30

住まいの場（グループホーム）

住まいの場（入所施設）

企業などの働く場

働くための訓練の場

作業工賃

日中活動の場

住まいで受けられる訪問サービス

相談の場

余暇活動の場

教育を受ける場

当事者どうしの情報交換、交流の場

医療費・介護費の負担軽減

通学、通勤、通院のための移動手段

道路、建物、交通機関のバリアフリー

公共交通機関、公共施設の割引

意思伝達、意思疎通支援

成年後見制度

災害時の支援

活用できる制度などの情報提供

障害の正しい理解を広める取組

障害を理由とする差別の解消

特にない

その他

無回答

（単位 : ％）

… 前回調査（H29）

（n = 2854）

… 今回調査（R4）

（n = 2035）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 図表 12-2 今後、生活するうえで、充実させてほしいこと 前回比較 

前回調査と比較すると「住まいの場（入所施設）」が 5.8 ポイント減少するなど多くの項目で減少す

る一方、「医療費・介護費の負担軽減」が 4.4 ポイント、「相談の場」が 3.3 ポイント、「活用できる制

度などの情報提供」が 2.1 ポイント増加となっています。 
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6.0
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1.7
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2.5

8.6

10.5

7.7

1.5

3.1

17.9

9.3

2.8

7.4

6.2

3.1

7.1

9.6

12.7

11.7

9.3

3.4

18.8

0 10 20 30

住まいの場（グループホーム）

住まいの場（入所施設）

企業などの働く場

働くための訓練の場

作業工賃

日中活動の場

住まいで受けられる訪問サービス

相談の場

余暇活動の場

教育を受ける場

当事者どうしの情報交換、交流の場

医療費・介護費の負担軽減

通学、通勤、通院のための移動手段

道路、建物、交通機関のバリアフリー

公共交通機関、公共施設の割引

意思伝達、意思疎通支援

成年後見制度

災害時の支援

活用できる制度などの情報提供

障害の正しい理解を広める取組

障害を理由とする差別の解消

特にない

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 12-3 今後、生活するうえで、充実させてほしいこと（保有手帳の種別） クロス集計 

身体障害者手帳を持っている方は「医療費・介護費の負担軽減」が特に多い。 

「医療費・介護費の負担軽減」の他には、療育手帳の方で「企業などの働く場」「住まいの場（グループ

ホーム）」が、精神障害者保健福祉手帳の方では「企業などの働く場」「障害の正しい理解を広める取

組」も多くなっています。 
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37.5 
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25.1 

0 10 20 30 40

芸術・文化活動に関すること

スポーツ活動に関すること

趣味・娯楽に関すること

（芸術・文化・スポーツ活動を除く）

仕事・家庭等に関すること

将来の夢に関すること

その他

（単位 : ％）

（n=323）

Q 40. 夢中になっていること、将来実現したいこと（自由意見） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（※）図表注釈 

 （具体的な内容） 

芸術・文化活動に関すること 音楽、書道、手芸、陶芸、絵画、写真等 

スポーツ活動に関すること 
ウォーキング、ボウリング、ゴルフ、サイクリング 

マラソン等 

趣味・娯楽に関すること 

（芸術・文化・スポーツ活動を除く） 

テレビ・ラジオ、映画・コンサート、インターネット、

ナンプレ・脳トレ、囲碁将棋、パチンコ、旅行、外食等 

仕事・家庭等に関すること 仕事・起業、家事、育児等 

将来の夢に関すること 
ケーキ屋、大工、消防士、自立、人・家族との交流、病

気治癒、ひとりで外出、社会貢献、大学進学等 

その他 
ボランティア、障害者団体などの活動、自らの障害に関

するリハビリ等 

 

 図表 12-4 夢中になっていること、将来実現したいこと 単純集計 

【質問文】あなたが今一番、夢中になっていることは何ですか。また、将来実現したいこと、やっ

てみたいことがありましたら自由にご記入ください。 

質問文 

趣味や娯楽を楽しんでいる・楽しみたいという意見が多く見られました。 
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  ●芸術・文化活動に関する主な自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●スポーツ活動に関する主な自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ●趣味・娯楽（芸術・文化・スポーツ活動を除く）に関する主な自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ●仕事、家庭等に関する主な自由意見 

 

 

 

 

  

 

自宅で手工芸を一人で勉強して、制作活動をしています。これからも制作活動を続けて

作品展などに積極的に参加していきたいです。 

小説を書いたりよんだりすること。小説を発表したい。 

たいこが大好きで音楽に合わせてリズムを取り楽しくやっています。地域の祭りの獅子

舞のたいこも覚え、町を周り、たたかせてもらっています。周囲が温かく見守って下さ

るので年に 2 回の祭りを楽しみにしています。 

サークル活動（音楽）に取り組んでみたいです。 

ロードバイクでのサイクリング。 

日本各地で行っているマラソン大会に出場すること。そして自己記録をできるだけ低下

させないこと。 

週に一回プールへ通っています。家の前からバスに乗るので楽です。大変楽しみにして

います。 

２０年程前から健常者の方々と一緒にグラウンドゴルフをし、多数の大会にも参加し上

位入賞も数々してきた。でも今では週 2 回になっています。足が悪い為歩くのも疲れ

てきました。仲間と楽しくグランドゴルフが出来るよう頑張っていきます。 

毎日の朝の犬との散歩です。犬友がたくさんでき毎日楽しい日々を送っています。自由

に旅行に行きたい（マスクなしで）。 

家庭菜園で季節に応じた野菜を作り、食生活を充実する。 

いろいろな車を見ること。 

若い頃より詩吟や歌を唄っていました。健康のために今でも歌を唄っています（カラオ

ケ）。 

夢中になっていることは、毎日のおしゃれです。洋服のファッション選びや、家族と一

緒にランチや食事に行くことです。将来実現したいことは、孫の顔が見たい。 

仕事に夢中の状況です。一生仕事をし、お金に苦労しない生活をやってみたいと考えて

ます。 

今は仕事につき仕事がおもしろく接客など人に関わる事が楽しい。 

 （参考図表）夢中になっていること、将来実現したいこと 主な自由意見 
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7.9 

8.8 

35.8 

14.4 

5.6 

27.4 

6.3

3.1

42.2

7.8

20.3

20.3

13.5

2.2

32.6

12.4

7.9

31.5

0 10 20 30 40 50

芸術・文化活動に関すること

スポーツ活動に関すること

趣味・娯楽に関すること

（芸術・文化・スポーツ活動を除く）

仕事・家庭等に関すること

将来の夢に関すること

その他

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 64）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 89）

… 身体障害者手帳

（n = 215）

●将来の夢に関する主な自由意見 

 

 

 

 

 

  ●その他の主な自由意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

電車が大好きで将来は車掌さんになりたい。 

テレビに出たい。モデル、音楽関係。 

仲間との老人会活動。地域公園の週１回の清掃活動等。 

ファミリーホーム事業をしたい。 

どうしたら麻痺が少しでも良くなり、１人で歩いてもこけないように歩けること。 

自分が楽しいと思う事を探す事。現在自分に関わってくれる地域生活支援センター就労

支援センターの職員さんに生活・仕事の相談をしながら前向きに生活していくこと。 

病気を治す事に夢中になっており、治ったら車の免許もとって 1 人で生活できるよう

にしていきたいです。 

 図表 12-5 夢中になっていること、将来実現したいこと（保有手帳の種別） クロス集計 

いずれの手帳を持っている方も「趣味・娯楽に関すること」が最も多くなっています。 

また、身体障害者手帳の方は「仕事・家庭等に関すること」、療育手帳の方は「将来の夢に関するこ

と」、精神障害者保健福祉手帳の方は「芸術・文化活動に関すること」も多くなっています。 
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18歳未満
（n=19）

18～39歳
（n=58）

40～64歳
（n=94）

芸術・文化活動に関すること 5.3 5.2 13.8

スポーツ活動に関すること 5.3 1.7 1.1

趣味・娯楽に関すること
（芸術・文化・スポーツ活動を除く）

57.9 39.7 25.5

仕事・家庭等に関すること 0.0 15.5 21.3

将来の夢に関すること 26.3 15.5 7.4

その他 5.3 22.4 30.9

65～74歳
（n=60）

75歳以上
（n=82）

芸術・文化活動に関すること 6.7 8.5

スポーツ活動に関すること 13.3 12.2

趣味・娯楽に関すること
（芸術・文化・スポーツ活動を除く）

46.7 39.0

仕事・家庭等に関すること 15.0 8.5

将来の夢に関すること 3.3 2.4

その他 15.0 29.3

❶ ❷ ❸

❹ ❺

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 12-6 夢中になっていること、将来実現したいこと（年齢別） クロス集計 

年
齢
別 

「趣味・娯楽に関すること」を記述した割合は、18 歳未満、65～74 歳で比較的高くなる一方で、

40～64 歳では低くなっています。 
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特に不自由はない

その他

（単位 : ％）

（n=181）
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障害福祉サービスに関する要望

その他、行政に関する要望
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自分の障害に関すること

働く場に関すること

人との交流に関すること

金銭的な心配

障害者差別に関すること

障害福祉サービスに関する感謝

特に不自由はない

その他

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 28）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 43）

… 身体障害者手帳

（n = 125）

Q 41. その他意見（自由意見） 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 12-7 その他意見 単純集計 

 図表 12-8 その他意見（保有手帳の種別） クロス集計 

障害福祉サービスに関する要望が多く見られました。 

身体障害者手帳、療育手帳を持っている方で「障害福祉サービスに関する要望」の割合が高く、 

精神障害者保健福祉手帳を持っている方では「差別に関すること」の割合が他の手帳の方よりも高

くなっています。 

その他にご意見がありましたら自由にご記入ください。 質問文 
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13. 介助者・支援者（本人の家族）の状況 
  
 

 

 
 

 

 

 

● 身体障害者手帳を持っている方の介助者・支援者は「配偶者」が、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の方は「親」が多い。（p.122） 

● 介助者・支援者は 70 代が 12.6％と最も多い。（p.123） 

● 身体障害者手帳を持っている方の介助者・支援者は「介護費・医療費の負担軽減」を希望する割合 

が特に高い。（p.126） 

● 療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方の介助者・支援者の悩み・心配ごとは「将来に 

関すること」の割合が特に高い。（p.127） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・介助者・支援者は、「配偶者」が 25.9％と最も多く、次いで「親」が 13.8％、「子供」が 13.5％

となってます。 
 

・今後充実させて欲しいことは、「医療費・介護費の負担軽減」が 17.5％と最も多く、次いで「家

族に対する支援」が 9.7％となっています。 
 

・悩み・心配ごとは、「将来に関すること」が 26.6％と最も多くなっています。 

 

本節のポイント 
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親 配偶者 子供 兄弟姉妹 祖父母 孫 その他 無回答

（n=2035）

（単位 : ％）
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親 配偶者 子供 兄弟姉妹 祖父母 孫 その他 無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 42. 介助者・支援者の続柄（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 13-1 介助者・支援者の続柄 単純集計 

 図表 13-2 介助者・支援者の続柄（保有手帳の種別） クロス集計 

「配偶者」が 25.9％と最も多く、次いで「親」が 13.8％、「子供」が 13.5％となっています。 

身体障害者手帳を持っている方の介護者・支援者は「配偶者」が、 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方は「親」が多くなっています。 

以降は介助者・支援者に関する質問です。ご家族で、ご本人を主に介助又は支援している

方がご回答ください。ご本人からみたあなたの続柄についておたずねします。（１つに○） 

質問文 
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（単位 : ％） … 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

Q 43. 介助者・支援者の年齢（数値回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 13-3 介助者・支援者の年齢 単純集計 

 図表 13-4 介助者・支援者の年齢（保有手帳の種別） クロス集計 

70 代が最も多く 12.6％、次いで 50 代が 12.3％、６０代が 11.9％となっています。 

身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方の介助者・支援者は 

50～70 代が多く、療育手帳を持っている方は 4０～50 代が多くなっています。 

あなたの年齢（令和４年９月１日現在）をお答えください。（数字を記入） 質問文 
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（n=2035）

常勤の仕事をしている

（フルタイム就業）

仕事をしていない

無回答
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（パート、アルバイトなど）
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（n=301）

精神障害者保健
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（n=324）

（単位 : ％）

常勤の仕事をしている

（フルタイム就業） 仕事をしていない 無回答

非常勤の仕事をしている

（パート、アルバイトなど）

Q 44. 介助者・支援者の就業状況（単一回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 13-5 介助者・支援者の就業状況 単純集計 

 図表 13-6 介助者・支援者の就業状況（保有手帳の種別） クロス集計 

「仕事をしていない」が 30.8％で最も多く、次いで「常勤の仕事をしている」が 16.1％、 

「非常勤の仕事をしている」が 12.7％の順となっています。 

療育手帳を持っている方の介助者・支援者は就労している方の割合が他の手帳の方より高くなっ

ています。 

あなたは収入を伴う仕事をされていますか。（１つに○） 質問文 
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4.5 

7.1 

3.9 

1.7 

2.5 

2.2 

9.1 

5.6 

4.0 

0.6 

1.9 

17.5 

4.9 

4.4 

4.1 

2.6 

1.8 

8.1 

6.4 

1.9 

2.2 

0.6 

0.4 

0.4 

9.7 

1.9 

6.8 

1.3 

46.3 

0 10 20 30 40 50

住まいの場（グループホーム）

住まいの場（入所施設）

企業などの働く場

働くための訓練の場

作業工賃

日中活動の場

住まいで受けられる訪問サービス

相談の場

余暇活動の場

教育を受ける場

当事者どうしの情報交換、交流の場

医療費・介護費の負担軽減

通学、通勤、通院のための移動手段

道路、建物、交通機関のバリアフリー

公共交通機関、公共施設の割引

意思伝達、意思疎通支援

成年後見制度

災害時の支援

活用できる制度などの情報提供

障害の正しい理解を広める取組

障害を理由とする差別の解消

就学前からの教育

放課後や長期休暇時の支援

就学指導、進路指導

家族に対する支援

家族どうしの情報交換、交流の場

特にない

その他

無回答

（単位 : ％）

（n=2035）

Q 45. 介助者・支援者が考える今後充実させてほしいこと（最大 3 つまで回答） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 図表 13-7 介助者・支援者が考える今後充実させてほしいこと 単純集計 

「医療費・介護費の負担軽減」が 17.5％と最も多く、次いで「家族に対する支援」が 9.7％、 

「住まいで受けられる訪問サービス」が 9.1％、「災害時の支援」が 8.1％の順となっています。 

ご家族の方からみて、ご本人が今後生活するうえで、充実させてほしいと思うことは何で

すか。（最大３つまで○） 

質問文 
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3.4 

7.0 

1.7 

0.7 

1.2 

1.9 

10.2 

4.6 

3.8 

0.3 

1.4 

19.4 

4.8 

5.3 

4.3 

1.9 

0.8 

8.9 

6.6 

1.3 

1.5 

0.4 

0.4 

0.2 

9.8 

1.3 

7.3 

1.3 

47.4 

12.0

14.3

13.0

5.0

9.0

4.7

5.0

9.6

7.3

3.3

3.7

12.3

5.0

2.3

2.7

5.0

4.0

6.0

5.0

4.0

5.0

3.0

2.7

2.7

10.0

5.6

4.7

0.3

34.9

9.0

7.1

7.1

3.4

4.9

3.1

4.0

9.3

4.0

0.3

3.1

12.3

6.2

1.9

3.7

3.7

5.9

3.7

6.5

4.0

4.9

0.3

0.0

0.3

10.5

2.2

5.9

2.5

42.0

0 10 20 30 40 50

住まいの場（グループホーム）

住まいの場（入所施設）

企業などの働く場

働くための訓練の場

作業工賃

日中活動の場

住まいで受けられる訪問サービス

相談の場

余暇活動の場

教育を受ける場

当事者どうしの情報交換、交流の場

医療費・介護費の負担軽減

通学、通勤、通院のための移動手段

道路、建物、交通機関のバリアフリー

公共交通機関、公共施設の割引

意思伝達、意思疎通支援

成年後見制度

災害時の支援

活用できる制度などの情報提供

障害の正しい理解を広める取組

障害を理由とする差別の解消

就学前からの教育

放課後や長期休暇時の支援

就学指導、進路指導

家族に対する支援

家族どうしの情報交換、交流の場

特にない

その他

無回答

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 301）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 324）

… 身体障害者手帳

（n = 1611）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 13-8 介助者・支援者が考える今後充実させてほしいこと（保有手帳の種別） クロス集計 

身体障害者手帳を持っている方の介助者・支援者は 

「介護費・医療費の負担軽減」が特に多くなっています。 

療育手帳を持っている方の介護者・支援者は 

「住まいの場（入所施設）」「企業などの働く場」「住まいの場（グループホーム）」が多くなっています。 
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19.2 

6.4 

26.6 

3.4 

4.9 

4.9 

2.5 

4.9 

27.1 

0 10 20 30 40

障害福祉サービスに関すること

金銭的なこと

将来に関すること

日常生活に関すること

本人の障害に関すること

緊急の場合の不安

相談に関すること

役所に関すること

その他

（単位 : ％）

（n=203）

25.5

8.8

19.0

3.6

4.4

5.8

0.7

4.4

27.7

20.0

0.0

35.0

1.7

5.0

0.0

3.3

5.0

30.0

8.9

2.2

37.8

4.4

4.4

6.7

4.4

8.9

22.2

0 10 20 30 40

障害福祉サービスに関すること

金銭的なこと

将来に関すること

日常生活に関すること

本人の障害に関すること

緊急の場合の不安

相談に関すること

役所に関すること

その他

（単位 : ％）

… 療育手帳

（n = 60）

… 精神障害者保健福祉手帳

（n = 45）

… 身体障害者手帳

（n = 137）

Q 46. 介助・支援をするうえでの悩み・心配事（自由意見） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 13-10 介助・支援をするうえでの悩み・心配ごと（保有手帳の種別） クロス集計 

 図表 13-9 介助・支援をするうえでの悩み・心配ごと 単純集計 

「将来に関すること」が 26.6％と最も多くなっています。 

療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方の介助者・支援者は特に 

「将来に関すること」の割合が高くなっています。 

介助又は支援をするうえで、悩みや心配事がありましたら自由にご記入ください。 質問文 





 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

調査票 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

01 あなた（ご本人
ほ ん に ん

）についておたずねします。 

Q１   このアンケートにお答
こた

えいただくのは、どなたですか。（１つに○） 

１．本人
ほんにん

（本人
ほんにん

が意思
い し

表示
ひょうじ

した内容
ないよう

の代筆
だいひつ

を含
ふく

みます。） ２．本人
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３．福祉
ふ く し

施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

の職 員
しょくいん

              ４．成年
せいねん

後見人
こうけんにん

 

５．その他
た

（                             ） 

Q2  あなたの性
せい

別
べつ

、年
ねん

齢
れい

（令和
れいわ

４年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

）をお答
こた

えください。 

（１） あなたの性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（１つに○） 

１． 男
おとこ

  ２． 女
おんな

  ３．その他
た

（          ）  ４．回答
かいとう

しない 

（２） あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

（       歳
さい

 ） 

アンケートは、質問
しつもん

に対し、あてはまる数字
す う じ

などを○で囲
かこ

んでください。 

和歌山県
わ か や ま け ん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
か ん

する調査
ち ょ う さ

 

アンケート用紙
よ う し

 

ご記 入
き に ゅ う

にあたっての注 意
ち ゅ う い

事 項
じ こ う

 

この調査
ちょうさ

は、和歌山県
わ か や ま け ん

が県内
けんない

にお住
す

まいの障 害
しょうがい

のある方
かた

を対 象
たいしょう

に、日 常
にちじょう

の

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

などをおうかがいし、今後
こ ん ご

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する取組
とりくみ

を進
すす

めるため

の重 要
じゅうよう

な資料
しりょう

とすることを目的
もくてき

としています。 

ご本人
ほんにん

さまのお名前
なまえ

やご住 所
じゅうしょ

などはご記入
きにゅう

いただく必要
ひつよう

はありません。 

障 害
しょうがい

の状 況
じょうきょう

や年齢
ねんれい

などの関係
かんけい

でご本人
ほんにん

が回答
かいとう

できない場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

や 

介助
かいじょ

・支援
し え ん

されている方
かた

がご本人
ほんにん

の思
おも

いなどを代理
だ い り

してご記入
きにゅう

ねがいます。 

質問
しつもん

によっては、（    ）内
ない

に必要
ひつよう

な内容
ないよう

をご記入
きにゅう

ねがいます。 

この調査
ちょうさ

は、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

に、調査票
ちょうさひょう

をお送
おく

りしています。 

ご回答
かいとう

いただいたアンケート用紙
よ う し

は１１月
がつ

３０日
にち

（水
すい

）までにご返送
へんそう

ください。 

【アンケートページ番号】 
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Q3  お住
す

まいの地
ち

域
いき

はどこですか。（１つに○） 

１．和歌山市
わ か や ま し

        ２．海南市
かいなんし

・海草郡
かいそうぐん

      ３．岩出市
い わ で し

・紀
き

の川
かわ

市
し

 

４．橋本市
はしもとし

・伊都郡
い と ぐ ん

     ５．有田市
あ り だ し

・有田郡
ありだぐん

      ６．御坊市
ご ぼ う し

・日高郡
ひだかぐん

 

７．田辺市
た な べ し

・西牟婁郡
に し む ろ ぐ ん

    ８．新宮市
しんぐうし

・東牟婁郡
ひがしむろぐん

 

  あなたがお持
も

ちの 障
しょう

害
がい

者
しや

手
て

帳
ちよう

や 障
しょうがい

害の
しん

診
だん

断などについておたずねします。 

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

を持
も

っている                 ２．療育手帳
りょういくてちょう

を持
も

っている 

３．精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

保健福祉手帳
ほけんふくしてちょう

を持
も

っている         ４．発達障害
はったつしょうがい

と診断
しんだん

されている 

５．高次脳機能障害
こうじのうきのうしょうがい

と診断
しんだん

されている 

６．指定難病
していなんびょう

・小児慢性特定疾病
しょうにまんせいとくていしっぺい

の医療費助成
いりょうひじょせい

の受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

を持
も

っている 

７．医療費助成
いりょうひじょせい

の受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

を持
も

っていないが障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

の対 象
たいしょう

の難 病
なんびょう

と 

診断
しんだん

されている 

Q5   障
しょうがい

害
しや

者
て

手
ちよう

帳 をはじめて取得
しゅとく

したのはいつですか。（１つに○） 

１．０歳
さい

～９歳
さい

      ２．１０歳
さい

～１９歳
さい

    ３．２０歳
さい

～２９歳
さい

    

４．３０歳
さい

～３９歳
さい

    ５．４０歳
さい

～４９歳
さい

    ６．５０歳
さい

～５９歳
さい

    

７．６０歳
さい

～６９歳
さい

    ８．７０歳
さい

以上
いじょう

 

Q6  身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

をお持
も

ちの
かた

方におたずねします。 

（１）  総合
そうごう

の等 級
とうきゅう

は
つぎ

次のうちどれですか。（１つに○） 

１．１ 級
きゅう

  ２．２ 級
きゅう

  ３．３ 級
きゅう

  ４．４ 級
きゅう

  ５．５ 級
きゅう

  ６．６ 級
きゅう

 

（２）  障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

をお
こた

答えください。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．視覚障害
しかくしょうがい

           ２．聴 覚 障 害
ちょうかくしょうがい

          ３．平衡機能障害
へいこうきのうしょうがい

 

４．音声
おんせい

・言語機能障害
げんごきのうしょうがい

      ５．そしゃく機能障害
きのうしょうがい

    ６．肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

 

７．心臓機能障害
しんぞうきのうしょうがい

       ８．腎臓機能障害
じんぞうきのうしょうがい

        ９．呼吸器機能障害
こきゅうききのうしょうがい

 

10．ぼうこう・直腸機能障害
ちょくちょうきのうしょうがい

 11．小腸機能障害
しょうちょうきのうしょうがい

     12．免疫機能障害
めんえききのうしょうがい

 

13．肝臓機能障害
かんぞうきのうしょうがい

  

Q4 
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Q10 

Q11 

      療育手帳
りょういくてちょう

をお持
も

ちの
かた

方におたずねします。障 害
しょうがい

の程度
て い ど

は
つぎ

次のうちどれですか。 

（１つに○） 

１．Ａ１     ２．Ａ２       ３．Ｂ１      ４．Ｂ２ 

       精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

保健福祉手帳
ほけんふくしてちょう

をお持
も

ちの
かた

方におたずねします。 

 等 級
とうきゅう

は
つぎ

次のうちどれですか。（１つに○） 

１．１ 級
きゅう

      ２．２ 級
きゅう

     ３．３ 級
きゅう

 

 

02 お住
す

まいの状況
じょうきょう

などについておたずねします。  

Q9  あなたのお住
す

まいは、
つぎ

次のうちどれですか。（１つに○） 

１．一戸
い っ こ

建
だ

ての
いえ

家（自宅
じ た く

） 

２．マンション、アパートなどの集 合 住 宅
しゅうごうじゅうたく

（自宅
じ た く

） 

３．グループホーム 

４．障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）が入 所
にゅうしょ

する施設
し せ つ

 

５．高齢者
こうれいしゃ

が入所
にゅうしょ

する施設
し せ つ

（特別養護老人
とくべつようごろうじん

ホーム、老人保健施設
ろうじんほけんしせつ

など） 

６．精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に１年
ねん

以上
いじょう

にわたって入 院 中
にゅういんちゅう

 

７．その他
た

（                               ） 

  Q９で「１．」または「２．」と回答
かいとう

された
かた

方におたずねします。 

同居
どうきょ

しているご家族
か ぞ く

についてお
こた

答えください。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．
おや

親        ２．配偶者
はいぐうしゃ

         ３．子供
こ ど も

   

４．兄弟姉妹
きょうだいしまい

     ５．祖父母
そ ふ ぼ

         ６．
まご

孫 

７．その他
た

（             ） ８．同居人
どうきょにん

はいない（ひとり暮
ぐ

らし） 

    あなたは
いま

今、住
す

んでいるところに満足
まんぞく

していますか。（１つに○） 

なお、「３．」「４．」に当
あ

てはまる場合
ば あ い

、その理由
り ゆ う

も
おし

教えてください。 

１．満足
まんぞく

している             ２．どちらかといえば満足
まんぞく

している 

３．どちらかといえば満足
まんぞく

していない    ４．満足
まんぞく

していない 

※（ ）
ない

内に満足
まんぞく

していない理由
り ゆ う

を記入
きにゅう

してください。 

  （満足
まんぞく

していない理由
り ゆ う

：                           ） 

Q7 

Q8 

【アンケートページ番号】 
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Q12 

Q13 

Q14 

      あなたは将 来
しょうらい

、どのように暮
く

らしたいと
おも

思いますか。（1 つに○） 

１．
いま

今、住
す

んでいる場所
ば し ょ

で暮
く

らしたい   ２．
いま

今とは
べつ

別の場所
ば し ょ

で暮
く

らしたい  

       Q12 で「２．」と回答
かいとう

された
かた

方におたずねします。具体的
ぐたいてき

にどのような場所
ば し ょ

で 

暮
く

らしたいと思
おも

いますか。（１つに○） 

１．グループホーム                    ２．障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）の入所施設
にゅうしょしせつ

 

３．障害者
しょうがいしゃ

（児
じ

）の入所施設
にゅうしょしせつ

以外
い が い

の施設
し せ つ

（高齢者施設
こうれいしゃしせつ

など） 

４．家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしたい           ５．ひとりで暮
く

らしたい 

６．その他
た

（                               ） 

７．わからない 

 

 

03 あなたの日常生活
に ち じ ょ う せ い か つ

についておたずねします。 

   日 中
にっちゅう

（昼間
ひ る ま

）の過
す

ごし
かた

方についておたずねします。あなたは平日
へいじつ

の日 中
にっちゅう

、主
おも

にどのよう

にお過
す

ごしですか。（１つに○） 

１．企業
きぎょう

や団体
だんたい

、自営業
じえいぎょう

などで 働
はたら

いている 

２．自宅
じ た く

で家事
か じ

、育児
い く じ

、介護
か い ご

などを 行
おこな

っている 

３．通所施設
つうしょしせつ

などで就 労
しゅうろう

している（就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

Ａ
がた

型・Ｂ
がた

型も
ふく

含む） 

４．通所施設
つうしょしせつ

などを利用
り よ う

している（介護
か い ご

、障 害
しょうがい

のサービスを受
う

けている） 

５．病 院
びょういん

のデイケアなどを利用
り よ う

している 

６．大学
だいがく

、専門学校
せんもんがっこう

、職業訓練校
しょくぎょうくんれんこう

などに
かよ

通っている 

７．特別支援学校
とくべつしえんがっこう

（ 小
しょう

、 中
ちゅう

、高等部
こうとうぶ

）に
かよ

通っている 

８．小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

、高校
こうこう

に
かよ

通っている 

９．小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

に
かよ

通っている 

10．高校
こうこう

に通い、通 級
つうきゅう

による指導
し ど う

を受
う

けている 

11．保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、児童発達支援
じどうはったつしえん

センター（事業所
じぎょうしょ

）などに
かよ

通っている 

12．自宅
じ た く

で過
す

ごしている 

    →
なに

何をして過
す

ごすことが
おお

多いですか。（ ）
ない

内に記入
きにゅう

してください。 

          （                                 ） 

13．入 所
にゅうしょ

している施設
し せ つ

、病 院
びょういん

などで過
す

ごしている 

14．その他
た

（                                ） 
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Q15 

Q16 

Q17 

Q18 

あなたは普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

の
なか

中で、
こま

困っていることや不安
ふ あ ん

に思
おも

っていることはありますか。 

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．食事
しょくじ

       ２．入 浴
にゅうよく

・トイレ      ３．掃除
そ う じ

・洗濯
せんたく

    ４．
いえ

家の
なか

中の移動
い ど う

 

５．買
か

い
もの

物     ６．お
かね

金の管理
か ん り

           ７．意思
い し

の伝達
でんたつ

・コミュニケーション 

８．通院
つういん

・服薬
ふくやく

  ９．役所
やくしょ

などでの手続
てつづ

き  10．緊急時
きんきゅうじ

の避難
ひ な ん

 

11．その他
た

（                                                            ） 

12．特
とく

に困
こま

っていない 

あなたの生活
せいかつ

を
おも

主に介助
かいじよ

・支援
し え ん

しているのは
だれ

誰ですか。（最大
さいだい

３つまで○） 

１．親
おや

      ２．祖父母
そ ふ ぼ

            ３．配偶者
はいぐうしゃ

       ４．子供
こ ど も

 

５．兄弟姉妹
きょうだいしまい

     ６．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

        ７．近所
きんじょ

の
ひと

人     ８．ボランティア  

９．福祉
ふ く し

サービスの職 員
しょくいん

                   10．病 院
びょういん

の職 員
しょくいん

   

11．その他
た

（                     ） 

12．必要
ひつよう

ない 

あなたは日 中
にっちゅう

の過
す

ごし
かた

方について、満足
まんぞく

していますか。（１つに○） 

なお、「３．」「４．」に当
あ

てはまる場合
ば あ い

、その理由
り ゆ う

も
おし

教えてください。 

１．
まん

満
ぞく

足している             ２．どちらかといえば満足
まんぞく

している 

３．どちらかといえば満足
まんぞく

していない    ４．満足
まんぞく

していない 

※（ ）
ない

内に満足
まんぞく

していない理由
り ゆ う

を記入
きにゅう

してください。 

      （満足
まんぞく

していない理由
り ゆ う

：                           ） 

 

 

04 障害福祉
し ょ う が い ふ く し

サービスの利用
り よ う

についておたずねします。 

   あなたは現在
げんざい

、障害福祉
しょうがいふくし

サービスを利用
り よ う

していますか。（1 つに○） 

１．利用
り よ う

している（ ⇒ 6 ページの Q19 へ） 

２．利用
り よ う

していない（ ⇒ 7 ページの Q20 へ） 
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Q19 Q18 で「１．」とお
こた

答えいただいた
かた

方におたずねします。 

（１）  現在
げんざい

、利用
り よ う

している障害福祉
しょうがいふくし

サービスは何
なに

ですか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．訪問系
ほうもんけい

サービス（居宅介護
きょたくかいご

・重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

・行動援護
こうどうえんご

・同行援護
どうこうえんご

） 

２．生活介護
せいかつかいご

               

３．療養介護
りょうようかいご

 

４．短期入所
たんきにゅうしょ

（ショートステイ） 

５．施設入所支援
しせつにゅうしょしえん

            ６．自立訓練
じりつくんれん

（機能訓練
きのうくんれん

・生活訓練
せいかつくんれん

）   

７．就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

（Ａ型
がた

）        ８．就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

（Ｂ型
がた

）   

９．就労定着支援
しゅうろうていちゃくしえん

             

10．就労移行支援
しゅうろういこうしえん

 

11．共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム）  

12．特定相談支援
とくていそうだんしえん

（計画相談支援
けいかくそうだんしえん

・障害児相談支援
しょうがいじそうだんしえん

）  

13．一般相談支援
いっぱんそうだんしえん

（地域移行支援
ち い き い こ う し え ん

・地域定着支援
ちいきていちゃくしえん

）   

14．児童発達支援
じどうはったつしえん

            15．医療型児童発達支援
いりょうがたじどうはったつしえん

 

16．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス         

17．保育所等訪問支援
ほいくしょとうほうもんしえん

 

18．居宅訪問型
きょたくほうもんがた

児童発達支援
じどうはったつしえん

       19．福祉型障害児入所施設
ふくしがたしょうがいじにゅうしょしせつ

 

20．医療型障害児入所施設
いりょうがたしょうがいじにゅうしょしせつ

    

21．その他
た

（                                ）  

（２）  現在
げんざい

、障害福祉
しょうがいふくし

サービスを利用
り よ う

するにあたり、
こま

困っていることはありますか。 

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．利用時間
り よ う じ か ん

・利用量
りようりょう

が足
た

りない   

２．利用
り よ う

できる事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ない 

３．ヘルパーや支援員
しえんいん

の知識
ち し き

や技量
ぎりょう

などが不十分
ふじゅうぶん

 

４．サービス内容
ないよう

や利用料
りようりょう

などに関
かん

する制度
せ い ど

・手続
て つ づ

きがわかりにくい 

５．障 害
しょうがい

の状 態
じょうたい

に応
おう

じたサービスが提 供
ていきょう

されない 

６．通所
つうしょ

にかかる時間
じ か ん

や費用
ひ よ う

などの負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

７．サービス利用料
りようりょう

の負担
ふ た ん

が大
おお

きい 

８．その他
た

（                               ） 

９．特
とく

に困
こま

っていない 
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Q20 

05 あなたのお仕事
し ご と

についておたずねします。 

   あなたのお仕事
し ご と

についておたずねします。 

（１） あなたは
いま

今、仕事
し ご と

に就
つ

いていますか。（１つに○） 

１．企業
きぎょう

や団体
だんたい

などで正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

として 働
はたら

いている 

２．企業
きぎょう

や団体
だんたい

などで臨時職員
りんじしょくいん

・パート・アルバイトとして 働
はたら

いている 

３．福祉施設
ふ く し し せ つ

・作業所
さぎょうしよ

などで 働
はたら

いている 

４．自営業
じえいぎょう

 

５．自営業
じえいぎょう

の手伝
て つ だ

い 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ）  

７．仕事
し ご と

はしていない（ ⇒ 8 ページの（５）へ） 

（２） （１）の質問
しつもん

で、「１．」～「６．」とお
こた

答えいただいた
かた

方におたずねします。 

  働
はたら

いて得
え

る１か月
げつ

の 収 入
しゅうにゅう

（ 給 料
きゅうりょう

や工賃
こうちん

など）はどれくらいですか。 

（１つに○） 

１．１万円
まんえん

未満
み ま ん

             ２．１万円
まんえん

以上
いじょう

～２万円
まんえん

未満
み ま ん

    

３．２万円
まんえん

以上
いじょう

～５万円
まんえん

未満
み ま ん

       ４．５万円
まんえん

以上
いじょう

～10万円
まんえん

未満
み ま ん

 

５．10万円
まんえん

以上
いじょう

～20万円
まんえん

未満
み ま ん

       ６．20万円
まんえん

以上
いじょう

～30万円
まんえん

未満
み ま ん

   

７．30万円
まんえん

以上
いじょう

             ８．なし   

９．わからない         

（３） （１）の質問
しつもん

で、「１．」「２．」とお
こた

答えいただいた
かた

方におたずねします。 

       仕事
し ご と

をしていて、
こま

困っていることはありますか。（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

１．職場
しょくば

へ
かよ

通うのに不便
ふ べ ん

がある 

２．自分
じ ぶ ん

の能 力
のうりょく

に合
あ

わない 

３．
ひと

人づきあいが 難
むずか

しい 

４．障 害
しょうがい

のことをわかってもらえない 

５．障 害
しょうがい

の内容
ないよう

や程度
て い ど

に
おう

応じた設備
せ つ び

（入
い

り
ぐち

口の段差
だ ん さ

など）が 整
ととの

っていない 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

７．
こま

困っていることはない 
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（４） （１）の質問
しつもん

で、「１．」～「６．」とお
こた

答えいただいた
かた

方におたずねします。 

       あなたは今後
こ ん ご

、どのように 働
はたら

きたいですか。（１つに○） 

１．今
いま

と同
おな

じように 働
はたら

きたい 

２．企業
きぎょう

や団体
だんたい

などで正社員
せいしゃいん

・正職員
せいしょくいん

として 働
はたら

きたい 

３．企業
きぎょう

や団体
だんたい

などで臨時職員
りんじしょくいん

・パート・アルバイトとして 働
はたら

きたい 

４．福祉施設
ふ く し し せ つ

・作業所
さぎょうしょ

などで 働
はたら

きたい 

５．自営業
じえいぎょう

で 働
はたら

きたい 

６．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

７．わからない      

（５） （１）の質問
しつもん

で、「７．」とお
こた

答えいただいた
かた

方におたずねします。
いま

今、あな   たがお

仕事
し ご と

に就
つ

かれていない理由
り ゆ う

は何
なに

ですか。（１つに○） 

１． 働
はたら

きたいが、 就職先
しゅうしょくさき

が見
み

つからない（求 職 活 動 中
きゅうしょくかつどうちゅう

） 

２． 働
はたら

きたいが、自
じ

分
ぶん

にあった仕事
し ご と

がわからない 

３．障 害
しょうがい

や病気
びょうき

で、 働
はたら

くことができない 

４．通学中
つうがくちゅう

、職 業 訓 練 中
しょくぎょうくんれんちゅう

だから 

５．高齢
こうれい

であるため 

６．
ひと

人づきあいが 難
むずか

しいから 

７．障 害
しょうがい

のことをわかってもらえないから   

８． 働
はたら

く自信
じ し ん

がないから 

９．障 害
しょうがい

の内容
ないよう

や程度
て い ど

に
おう

応じた設備
せ つ び

（入
い

り
ぐち

口の段差
だ ん さ

など）が 整
ととの

っていないから 

10．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                ） 
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Q21 

Q22 

すべ

全ての
かた

方におたずねします。障害者
しょうがいしゃ

の 就労
しゅうろう

を
すす

進めるために、どんなことが必要
ひつよう

だと
おも

思い

ますか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．通勤手段
つうきんしゅだん

が確保
か く ほ

できること 

２．障害者
しょうがいしゃ

に配慮
はいりょ

した職場
しょくば

、設備
せ つ び

などが 整
ととの

っていること 

３．短時間勤務
た ん じか んき ん む

や 週
しゅう

の数日
すうじつ

のみ 働
はたら

くことができる職場
しょくば

を増
ふ

やすこと 

４．在宅
ざいたく

で 働
はたら

くことができること 

５．職場
しょくば

に障 害
しょうがい

を理解
り か い

してくれる
ひと

人がいること 

６．就労後
しゅうろうご

のフォロー援助
えんじょ

など、職場
しょくば

と支援機関
し え ん き か ん

の連携
れんけい

があること 

７．仕事
し ご と

で
こま

困ったときに、職場以外
しょくばいがい

で相談
そうだん

にのってくれるところがあること 

８．障害者
しょうがいしゃ

同士
ど う し

が仕事
し ご と

の
なや

悩みを
かた

語り合
あ

ったり、ピアサポートなどの支援
し え ん

があること 

９．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

 

 

06 あなたの悩
な や

みや相談
そ う だ ん

についておたずねします。 

あなたが日常生活
にちじょうせいかつ

で
こま

困ったことや
なや

悩むことがあるとき、
だれ

誰に相談
そうだん

していますか。 

（最大
さいだい

３つまで○） 

１．家族
か ぞ く

・
しん

親せき              ２．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

   

３．施設
し せ つ

の職 員
しょくいん

           

４．ホームヘルパーなどサービス事業所
じぎょうしょ

の
ひと

人   

５．病 院
びょういん

の職 員
しょくいん

              ６．相談支援事業所
そうだんしえんじぎょうしょ

の職 員
しょくいん

   

７．学校
がっこう

や保育所
ほいくしょ

などの先生
せんせい

          ８．介護保険
か い ご ほ け ん

のケアマネジャー   

９．障害者団体
しょうがいしゃだんたい

・家族会
かぞくかい

の
ひと

人             10．市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

   

11．県
けん

の職 員
しょくいん

 

12．その他
た

の行政機関
ぎょうせいきかん

の職 員
しょくいん

（                       ） 

13．発達障害者支援
はったつしょうがいしゃしえん

センターの職 員
しょくいん

      

14．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

15．相談
そうだん

できる
ひと

人がいない          16．相談
そうだん

することがない 
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Q23 

Q24 

Q25 

いま

今、どんなことに
こま

困ったり
なや

悩んだりしていますか。    

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．自分
じ ぶ ん

の障 害
しょうがい

のこと     ２．健康
けんこう

、医療
いりょう

のこと    ３．お
かね

金のこと   

４．住
す

む場所
ば し よ

のこと      ５．家族
か ぞ く

のこと       ６．学校
がっこう

のこと   

７．仕事
し ご と

、就 職
しゅうしょく

のこと     ８．福祉
ふ く し

サービスのこと   

９．友人
ゆうじん

、
ひと

人づきあいのこと   10．恋愛
れんあい

、結婚
けっこん

のこと 

11．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

12．
こま

困っていることはない 

あなたが役場
や く ば

などの相談窓口
そうだんまどぐち

を利用
り よ う

するときに、
こま

困ることはありますか。 

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．どこに相談
そうだん

にいったらよいか、わかりにくい 

２．いくつもの相談窓口
そうだんまどぐち

を転々
てんてん

としなくてはいけない 

３．相談
そうだん

にいく
たび

度に、
おな

同じことを何回
なんかい

も説明
せつめい

しなければならない 

４．夜間
や か ん

や休 日
きゅうじつ

などに対応
たいおう

してもらえない 

５．担当者不在
たんとうしゃふざい

などで、相談
そうだん

できないことや長時間
ちょうじかん

待
ま

たされることがある 

６．相談窓口
そうだんまどぐち

での意思疎通
い し そ つ う

が困難
こんなん

 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

８．特
とく

に困
こま

ることはない 

 

 

07 外出
がいしゅつ

や余暇
よ か

活動
か つ ど う

についておたずねします。 

あなたはどのくらい外 出
がいしゅつ

していますか（通勤
つうきん

、通学
つうがく

、通院
つういん

、通所
つうしょ

を
のぞ

除く）。 

（１つに○） 

１．ほぼ毎日
まいにち

               ２．１週 間
しゅうかん

に３～６
かい

回程度
て い ど

 

３．１週 間
しゅうかん

に１～２
かい

回程度
て い ど

        ４．２週 間
しゅうかん

に１～２
かい

回程度
て い ど

 

５．１か
げつ

月に１～２
かい

回程度
て い ど

        ６．
ねん

年に数回
すうかい

 

７．外 出
がいしゅつ

していない 
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Q26 

Q27 

     あなたが外 出
がいしゅつ

するときのことについておたずねします。 

（１）  あなたが外 出
がいしゅつ

するときに支援
し え ん

は必要
ひつよう

ですか。（１つに○） 

１．いつも支援
し え ん

が必要
ひつよう

 

２．慣
な

れた場所
ば し よ

には一人
ひ と り

で行
い

けるが、それ以外
い が い

は支援
し え ん

が必要
ひつよう

 

３．普段
ふ だ ん

は一人
ひ と り

で行
い

けるが、調子
ちょうし

が
わる

悪い場合
ば あ い

は支援
し え ん

が必要
ひつよう

 

４．いつも一人
ひ と り

で外 出
がいしゅつ

できる 

（２） （１）で「１．」～「３．」と回答
かいとう

した
かた

方におたずねします。 

どのような支援
し え ん

で外 出
がいしゅつ

していますか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．福祉
ふ く し

サービス（居宅介護
きょたくかいご

、重度訪問介護
じゅうどほうもんかいご

、行動援護
こうどうえんご

、同行援護
どうこうえんご

、移動支援
い ど う し え ん

） 

２．福祉
ふ く し

タクシーなどの移送
い そ う

サービス   

３．医療機関
いりょうきかん

の職 員
しょくいん

の付
つ

き添
そ

い 

４．家族
か ぞ く

の付
つ

き添
そ

い   

５．友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

、ボランティアなどの付
つ

き添
そ

い 

６．その他
た

 （具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                 ） 

この１年間
ねんかん

、どのような余暇活動
よ か か つ ど う

をしましたか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．コンサートや映画
え い が

の鑑 賞
かんしょう

       

２．スポーツ観戦
かんせん

 

３．スポーツ活動
かつどう

（教 室
きょうしつ

、
たい

大
かい

会、練 習
れんしゅう

など） 

４．旅行
りょこう

、キャンプ、釣
つ

りなどの活動
かつどう

   

５．学習活動
がくしゅうかつどう

   

６．趣味
し ゅ み

の同好会
どうこうかい

、サークル活動
かつどう

（スポーツ活動
かつどう

を除
のぞ

く。） 

７．ボランティアなどの社会活動
しゃかいかつどう

     

８．障害者団体
しょうがいしゃだんたい

などの活動
かつどう

 

９．自治会
じ ち か い

、町内会活動
ちょうないかいかつどう

   

10．芸 術
げいじゅつ

・文化活動
ぶんかかつどう

 

11．インターネットやメールを利用
り よ う

した交 流
こうりゅう

 

12．その他
た

 （具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                 ） 

13．
とく

特に活動
かつどう

しなかった 
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Q28 

Q29 

Q30 

今後
こ ん ご

、どのような活動
かつどう

をしたいですか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．コンサートや映画
え い が

の鑑 賞
かんしょう

             

２．スポーツ観戦
かんせん

 

３．スポーツ活動
かつどう

（教 室
きょうしつ

、
たい

大
かい

会、練 習
れんしゅう

など） 

４．旅行
りょこう

、キャンプ、釣
つ

りなどの活動
かつどう

      

５．学習活動
がくしゅうかつどう

 

６．趣味
し ゅ み

の同好会
どうこうかい

、サークル活動
かつどう

（スポーツ活動
かつどう

を除
のぞ

く。） 

７．ボランティアなどの社会活動
しゃかいかつどう

     

８．障害者団体
しょうがいしゃだんたい

などの活動
かつどう

 

９．
じ

自
ち

治
かい

会、 町
ちょうない

内
かい

会
かつ

活
どう

動              

10．
げい

芸
じゆつ

術 ・
ぶん

文
か

化
かつ

活
どう

動 

11．インターネットやメールを利用
り よ う

した交 流
こうりゅう

 

12．その他
た

 （具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                 ） 

13．
とく

特に活動
かつどう

したくない※（ ）内
ない

に活動
かつどう

したくない理由
り ゆ う

があれば記入
きにゅう

してください。

（                                   ） 

Q28 で「１．」～「12．」とお答
こた

えいただいた方
かた

におたずねします。 

 Q28 の活動
かつどう

をするために、どのようなことが必要
ひつよう

ですか。 

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．活動
かつどう

に
かん

関する情 報
じょうほう

             ２．開催場所
かいさいばしょ

までの移動手段
いどうしゅだん

 

３．介護者
かいごしゃ

、付
つ

き添
そ

う
ひと

人           ４．障 害
しょうがい

の内容
ないよう

や程度
て い ど

に
おう

応じた建物
たてもの

、設備
せ つ び

 

５．一緒
いっしょ

に活動
かつどう

する仲間
な か ま

              ６．適切
てきせつ

な指導者
しどうしゃ

 

７．その他
た

 （具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                 ） 

 

08 あなたが必要
ひ つ よ う

な情報
じょうほう

を集
あ つ

める方法
ほ う ほ う

についておたずねします。 

あなたは日常生活
にちじょうせいかつ

に必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

を何
なに

から集
あつ

めていますか。（最大
さいだい

３つまで○） 

１．テレビ            ２．ラジオ         ３．新聞
しんぶん

    ４．インターネット 

５．ＳＮＳ              ６．
ほん

本・雑誌
ざ っ し

           ７．医療機関
いりょうきかん

  ８．福祉施設
ふ く し し せ つ

 

９．当事者団体
とうじしゃだんたい

・家族会
かぞくかい

  10．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

     11．家族
か ぞ く

     12．自治体
じ ち た い

の広報誌
こうほうし

 

13．その他
た

 （具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                 ） 
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Q31 

Q32 

09 人権
じ ん け ん

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

についておたずねします。 

あなたが経験
けいけん

したことについておたずねします。あなたは過
か

去
こ

５年間
ねんかん

に、障 害
しょうがい

があるこ

とで嫌
いや

な思
おも

いをしたり、配慮
はいりょ

してもらえなかったことがありますか。（１つに○） 

１．ある（ ⇒ Q32 へ）            

２．ない（ ⇒ 15 ページの Q33 へ）  

 

     Q31 で「１．」と
かいとう

回答された
かた

方におたずねします。 

（１）  
いや

嫌な
おも

思いをしたり、配慮
はいりょ

してもらえなかったのは、どのような場所
ばしょ

でしたか。（あては

まるもの
すべ

全てに○） 

１．通所先
つうしょさき

または 入所先
にゅうしょさき

   ２．学校
がっこう

・幼稚園
ようちえん

・保育所
ほいくしょ

   ３．職場
しょくば

   

４．家庭
かてい

           ５．病 院
びょういん

           ６．交通機関
こうつうきかん

   

７．役所
やくしょ

           ８．公共施設
こうきょうしせつ

                ９．お
みせ

店   

10．近所
きんじょ

 

11．その他
た

（                               ） 

（２） それは、どのような内容
ないよう

でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 
いや

嫌な
おも

思いをしたり、配慮
はいりょ

してもらえなかったとき、
だれ

誰かに相談
そうだん

しましたか。 

（１つに○） 

１．相談
そうだん

した（ ⇒ 14 ページの（４）、（５）へ ） 

２．相談
そうだん

しなかった（ ⇒ 14 ページの（６）へ ） 
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（４） （３）で「１．」とお
こた

答えされた
かた

方におたずねします。
だれ

誰に
そう

相
だん

談しましたか。              

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．家族
かぞく

・
しん

親せき              ２．友人
ゆうじん

・知人
ちじん

   

３．民生委員
みんせいいいん

・児童委員
じどういいん

           ４．福祉施設
ふくししせつ

・作業所
さぎょうしょ

の職 員
しょくいん

   

５．相談支援事業所
そうだんしえんじぎょうしょ

の職 員
しょくいん

         ６．介護保険
かいごほけん

のケアマネジャー   

７．障害者団体
しょうがいしゃだんたい

・家族会
かぞくかい

の
ひと

人        ８．職場
しょくば

の
ひと

人 

９．学校
がっこう

・幼稚園
ようちえん

・保育所
ほいくしょ

の先生
せんせい

      10．医療機関
いりょうきかん

の職 員
しょくいん

  

11．市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

             12．県
けん

の職 員
しょくいん

    

13．警察
けいさつ

の職 員
しょくいん

                14．人権擁護委員
じんけんようごいいん

   

15．法務局
ほうむきょく

の職 員
しょくいん

 

16. その他
た

（                                        ） 

（５）  相談
そうだん

した結果
けっか

、どうなりましたか。（１つに○） 

１．自分
じぶん

と相手
あいて

との 間
あいだ

に入
はい

って調 整
ちょうせい

してもらい、解決
かいけつ

した 

 ２．自分
じぶん

の 話
はなし

を聞
き

いてもらい、だいたい納得
なっとく

した 

３．自分
じぶん

と相手
あいて

との 間
あいだ

に入
はい

って調 整
ちょうせい

してもらったが、解決
かいけつ

しなかった 

４．自分
じぶん

の 話
はなし

を聞
き

いてもらったが、納得
なっとく

できなかった 

５．その他
た

（                                        ） 

（６）  （３）で「２．」とお
こた

答えされた
かた

方におたずねします。相談
そうだん

しなかったのはなぜですか。

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．相談
そうだん

する先
さき

がなかったから 

 ２．どこに相談
そうだん

したらよいかわからなかったから 

３．相談
そうだん

したくなかったから 

４． 話
はなし

を聞
き

いてもらえるかどうか、不安
ふあん

だったから 

５．相談
そうだん

しても、解決
かいけつ

できないと思
おも

ったから 

６．その他
た

（                                    ） 
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Q33 

Q34 

Q35 

Q36 

すべ

全ての
かた

方におたずねします。障 害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

をなくすためには、どのようなこ

とが必要
ひつよう

と
おも

思いますか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．学校
がっこう

での教 育
きょういく

             ２．行 政
ぎょうせい

、企業
きぎょう

などでの職 員 研 修
しょくいんけんしゅう

 

   ３．住 民
じゅうみん

向
む

け講演会
こうえんかい

・研 修 会
けんしゅうかい

         ４．障 害
しょうがい

のある
ひと

人とない
ひと

人との交 流
こうりゅう

   

５．広報
こうほう

・啓発
けいはつ

                         ６．障害者雇用
しょうがいしゃこよう

の推進
すいしん

 

７．その他
た

  （                                     ） 

 

10 災害
さ い が い

等
と う

の緊
き ん

急時
き ゅ う じ

についておたずねします。 

あなたは、災害
さいがい

等
とう

の緊急時
きんきゅうじ

に、一人
ひ と り

でまたは支援
し え ん

を受
う

けながら、安全
あんぜん

に避難
ひ な ん

できる環 境
かんきょう

に

ありますか。（１つに○） 

１．一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できる              ２．支援
し え ん

を受
う

けながら、避難
ひ な ん

できる環 境
かんきょう

にある 

３．避難
ひ な ん

できない                ４．わからない 

Q34 の質問
しつもん

で「３．」とお答
こた

えいただいた方
かた

におたずねします。 

避難
ひ な ん

できない理由
り ゆ う

は何
なに

ですか。（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．移動
い ど う

が 難
むずか

しいため               ２．介助者
かいじょしゃ

が周
まわ

りにいないため 

３．避難場所
ひ な ん ば し ょ

が遠
とお

いため            ４．避難場所
ひ な ん ば し ょ

がわからないため 

５．緊急時
きんきゅうじ

の情 報
じょうほう

を得
え

る手段
しゅだん

がないため   ６．緊急時
きんきゅうじ

という判断
はんだん

がつかないため 

７．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                  ） 

あなたは、地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害時
さいがいじ

に何
なに

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。 

（最大
さいだい

３つまで○） 

１．障害特性
しょうがいとくせい

に応
おう

じた情 報 提 供
じょうほうていきょう

 

２．避難所
ひなんじょ

など安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

への誘導
ゆうどう

や介助
かいじょ

などの支援
し え ん

 

３．避難所
ひなんじょ

の建物
たてもの

・設備
せ つ び

などの整備
せ い び

、バリアフリー化
か

 

４．人工呼吸器
じんこうこきゅうき

など医療機器
い り ょ う き き

の電源
でんげん

の確保
か く ほ

 

５．避難所
ひなんじょ

での介護
か い ご

やコミュニケーションなどの人的支援
じんてきしえん

 

６．障 害
しょうがい

のある人
ひと

を対 象
たいしょう

とした避難所
ひなんじょ

の確保
か く ほ

 

７．医療的
いりょうてき

ケアの充 実
じゅうじつ

と医薬品
いやくひん

などの提 供
ていきょう

 

８．その他
た

（                               ） 
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Q37 

Q38 

11 新型
し ん が た

コロナウイルス感染症
か んせんし ょう

についておたずねします。 

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡大
かくだい

によって障害福祉
しょうがいふくし

サービスの利用
り よ う

に、どのような影 響
えいきょう

を受
う

けましたか。（１つに○） 

１．障害福祉
しょうがいふくし

サービスの利用
り よ う

が減 少
げんしょう

した   ２．障害福祉
しょうがいふくし

サービスの利用
り よ う

が増加
ぞ う か

した 

３．特
とく

に影 響
えいきょう

を受
う

けていない            ４．障害福祉
しょうがいふくし

サービスを利用
り よ う

していない 

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の拡大
かくだい

によって、困
こま

っていること（困
こま

ったこと）は何
なに

ですか。

（あてはまるもの
すべ

全てに○） 

１．障害福祉
しょうがいふくし

サービスの利用
り よ う

が減 少
げんしょう

した   

２．医療機関
いりょうきかん

への受診
じゅしん

の機会
き か い

が減 少
げんしょう

した 

３．家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

等
とう

による介助
かいじょ

・支援
し え ん

が減 少
げんしょう

した 

４． 収 入
しゅうにゅう

が減 少
げんしょう

した          

５．就 学
しゅうがく

の機会
き か い

が減 少
げんしょう

した 

６．外 出
がいしゅつ

や余暇活動
よ か か つ ど う

、友人
ゆうじん

と会
あ

う機会
き か い

などが減 少
げんしょう

した 

７．心身
しんしん

の健康状態
けんこうじょうたい

が悪化
あ っ か

した 

８．その他
た

（                              ） 

９．特
とく

に困
こま

っていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートページ番号】 
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Q39 

Q40 

12 障害
しょうがい

のある方
か た

への取組
と り く み

についておたずねします。 

あなたが今後
こ ん ご

生活
せいかつ

するうえで、充 実
じゅうじつ

させてほしいと
おも

思うことは
なに

何ですか。 

（最大
さいだい

３つまで○） 

１．住
す

まいの場
ば

（グループホーム）      ２．住
す

まいの場
ば

（入所施設
にゅうしょしせつ

） 

    ３．企業
きぎょう

などの 働
はたら

く場
ば

                ４． 働
はたら

くための訓練
くんれん

の場
ば

   

５．作業工賃
さぎょうこうちん

                ６．日中活動
にっちゅうかつどう

の場
ば

       

７．住
す

まいで受
う

けられる訪問
ほうもん

サービス     ８．相談
そうだん

の場
ば

 

   ９．余暇活動
よ か か つ ど う

の場
ば

                        10．教 育
きょういく

を受
う

ける場
ば

   

11．当事者
とうじしゃ

どうしの情報交換
じょうほうこうかん

、交 流
こうりゅう

の場
ば

   12．医療費
いりょうひ

・介護費
か い ご ひ

の負担軽減
ふたんけいげん

 

13．通学
つうがく

、通勤
つうきん

、通院
つういん

のための移動手段
いどうしゅだん

     14．道路
ど う ろ

、建物
たてもの

、交通機関
こうつうきかん

のバリアフリー   

15．公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

、公共施設
こうきょうしせつ

の割引
わりびき

         16．意思伝達
い し で ん た つ

、意思疎通支援
い し そ つ う し え ん

   

17．成年後見制度
せいねんこうけんせいど

                       18．災害時
さいがいじ

の支援
し え ん

 

19．活用
かつよう

できる制度
せ い ど

などの情 報 提 供
じょうほうていきょう

     20．障 害
しょうがい

の
ただ

正しい理解
り か い

を
ひろ

広める取組
とりくみ

 

21．障 害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

       22．
とく

特にない 

23．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                      ） ） 

あなたが今一番
いまいちばん

、夢中
むちゅう

になっていることは何
なに

ですか。また、将 来
しょうらい

実現
じつげん

したいこと、やって

みたいことがありましたら自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 
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Q41 
あなたへの質問

しつもん

は以上
いじょう

です。最後
さ い ご

に、その他
ほか

にご意見
い け ん

がありましたら自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

次
じ

ページ以降
い こ う

の質問
しつもん

はあなたを介助
かいじょ

・支援
し え ん

されているご家族
か ぞ く

の方
かた

にご

記入
きにゅう

をお願
ねが

いしてください。 
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Q42 

Q43 

Q45 

Q44 

介助者
かいじょしゃ

・支援者
し え ん し ゃ

（ご本人
ほんにん

のご家族
か ぞ く

）の方
かた

におたずねします。 
Q42以降

い こ う

は介助者
かいじょしゃ

・支援者
しえんしゃ

に
かん

関する質問
しつもん

です。ご家族
か ぞ く

の介助者
かいじょしゃ

・支援者
しえんしゃ

がいない場合
ば あ い

は、回答
かいとう

は不要
ふ よ う

です。ご家族
か ぞ く

で、ご本人
ほんにん

を
おも

主に介助
かいじょ

又
また

は支援
し え ん

している
かた

方がご回答
かいとう

ください。 

      ご本人
ほんにん

からみたあなたの続 柄
つづきがら

についておたずねします。（１つに○） 

１．
おや

親      ２．配偶者
はいぐうしゃ

     ３．子供
こ ど も

      ４．兄弟姉妹
きょうだいしまい

      

５．祖父母
そ ふ ぼ

      ６．
まご

孫      ７．その他
た

（             ）  

      あなたの年齢
ねんれい

（令和
れ い わ

４年
ねん

９月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）をお答
こた

えください。（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 

（       歳
さい

 ）  

      あなたは 収 入
しゅうにゅう

を 伴
ともな

う仕事
し ご と

をされていますか。（１つに○） 

１．常 勤
じょうきん

の仕事
し ご と

をしている（フルタイム 就業
しゅうぎょう

） 

２．非常勤
ひじょうきん

の仕事
し ご と

をしている（パート、アルバイトなど） 

３．仕事
し ご と

をしていない  

ご家族
か ぞ く

の
かた

方からみて、ご本人
ほんにん

が今後
こ ん ご

生活
せいかつ

するうえで、充 実
じゅうじつ

させてほしいと
おも

思うことは
なに

何

ですか。（最大
さいだい

３つまで○） 

１．住
す

まいの場
ば

（グループホーム）     ２．住
す

まいの場
ば

（入所施設
にゅうしょしせつ

） 

    ３．企業
きぎょう

などの 働
はたら

く場
ば

               ４． 働
はたら

くための訓練
くんれん

の場
ば

   

５．作業工賃
さぎょうこうちん

               ６．日中活動
にっちゅうかつどう

の場
ば

       

７．住
す

まいで受
う

けられる訪問
ほうもん

サービス    ８．相談
そうだん

の場
ば

 

   ９．余暇活動
よ か か つ ど う

の場
ば

                       10．教 育
きょういく

を受
う

ける場
ば

   

11．当事者
とうじしゃ

どうしの情報交換
じょうほうこうかん

、交 流
こうりゅう

の場
ば

  12．医療費
いりょうひ

・介護費
か い ご ひ

の負担軽減
ふたんけいげん

 

13．通学
つうがく

、通勤
つうきん

、通院
つういん

のための移動手段
いどうしゅだん

    14．道路
ど う ろ

、建物
たてもの

、交通機関
こうつうきかん

のバリアフリー   

15．公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

、公共施設
こうきょうしせつ

の割引
わりびき

        16．意思伝達
い し で ん た つ

、意思疎通支援
い し そ つ う し え ん

   

17．成年後見制度
せいねんこうけんせいど

                       18．災害時
さいがいじ

の支援
し え ん

 

19．活用
かつよう

できる制度
せ い ど

などの情 報 提 供
じょうほうていきょう

    20．障 害
しょうがい

の
ただ

正しい理解
り か い

を
ひろ

広める取組
とりくみ

 

21．障 害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

      22．就学前
しゅうがくまえ

からの療 育
りょういく

 

23．放課後
ほ う か ご

や長期
ちょうき

休暇
きゅうか

時
じ

の支援
し え ん

       24．就 学
しゅうがく

指導
し ど う

、進路
し ん ろ

指導
し ど う

 

25．家族
か ぞ く

に対
たい

する支援
し え ん

           26．家族
か ぞ く

どうしの情 報
じょうほう

交換
こうかん

、交 流
こうりゅう

の場
ば

 

27．
とく

特にない 

28．その他
た

（具体的
ぐたいてき

に記入
きにゅう

してください：                      ） ） 

【アンケートページ番号】 
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Q46 
介助
かいじょ

又
また

は支援
し え ん

をするうえで、
なや

悩みや心配事
しんぱいごと

がありましたら自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

ご記入
き に ゅ う

が終
お

わりましたら、同封
ど う ふ う

の返信用
へ ん し ん よ う

封筒
ふ う と う

で１１月
が つ

３０日
に ち

（水
す い

） 

までに、郵便
ゆ う び ん

ポストに投
と う

かんしてください。 

【アンケートページ番号】 

- 20 - 



 

 
 

 

令和 5 年 3 月 

 

和歌山県障害者福祉に関する実態調査結果報告書 

 

発行 : 和歌山県 福祉保健部 福祉保健政策局 障害福祉課 

TEL : 073-441-2532     FAX : 073-432-5567 

メール : e0404001@pref.wakayama.lg.jp 


